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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　最後のあとがき







　序章　少年と少女







　フレオリックがダイモニオンとともにアマリエ救きゆう出しゆつのために〝悪あく魔まの胎はら〟を出た後、ルシアスはひとり練習場に出た。

「こう……だったよな」

　ルシアスは木ぼつ剣けんを握にぎると、フレオリックの見せた型かたを真ま似ねて剣けんを構かまえる。

　そして、ゆっくり、深く息を吸すうと、腹ふつ筋きんに力を入れて素す早ばやく剣を振ふり下おろした。

（強くなる！）

　少年は心の中で叫さけび、再ふたたび元もとの位置に剣を戻もどす。

（絶ぜつ対たいに強くなる！）

　もう一度、同じ動どう作さを繰くり返す。

（あの子を守るために、絶対に！）

　剣けん先さきが空気を裂さいて、ビュンと音を立てた。




　　　　＊　＊　＊




　ルシアスが生まれたのは〝悪魔の胎はら〟の出しゆつ現げんの九年前。

　裏うら町まちの名もない路ろ地じに面したあばら屋だった。

　父の名は知らない。

　母は、彼が五つの歳としに肺はいの病やまいで死んでいた。

　以来数年間、ルシアスは薄うす暗ぐらい裏うら通どおりを根ね城じろに、ゴミ漁あさりと盗ぬすみで毎日を生きてきたのだ。

　それがあの日……。

　彼が露ろ天てんから盗んだ無花果いちじくを嚙かじっていると、突とつ然ぜん、大だい地ちが揺ゆらいだ。

　太たい主しゆ家けの人々の断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めいは、貧ひん民みん居きよ住じゆう区くにまで達たつした。

　やがて、兵士たちをつぎつぎに薙なぎ倒たおしながら、三神しん官かんが街まちに突とつ入にゆうしてきた。

　三人はまさに無む敵てきだった。

　土ど鬼きの髑どく髏ろを被かぶったダイモニオンは完全武ぶ装そうした兵士を素す手でで叩たたき潰つぶしてゆく。兵士たちの板ばん金きん鎧よろいはその一いち撃げきで紙のようにクシャクシャになり、兜かぶとに包つつまれた頭も、彼の前では果か肉にくの代かわりに血と脳のう漿しようのつまった石榴ざくろにすぎない。

　オリヴィエは、右手に握った長ちよう刀とうの一ひと振ふりで一度に五人を斬きり捨すて、さらに左の小剣でもうひとり、とどめを刺さす。彼の上空では黒い竜りゆうが旋せん回かいし、泣なき叫ぶ人々の群むれの上に高熱の息を浴あびせては、喜びに瞳どう孔こうを細めている。

　ハインは自分に向かってくる敵てきを、手をさっと振っただけで細こま切ぎれの肉にく片へんに変えていた。水色の瞳ひとみの中心に紫むらさきの炎ほのおが燃もえ上がるたびに、黒い鱗うろこに覆おおわれた炎えん馬ばの足あし元もとに血と骨と肉の山ができてゆくのだ。

「……すげえ」

　逃にげ惑まどう人の流れに逆さからって突つっ立ったまま、ルシアスはその光こう景けいを見つめていた。

（ざまあ見ろ、だ。おいらを小こ突づき回し、蹴け飛とばして笑っていた役人どもが、まるで木で偶くの坊ぼうじゃないか。こんな気持ちのいいものが見られたんだもんなあ……。もう、死んでもいいか）

　少年はそんなことをぼおっと考えていた。

　やがて、彼の目の前まで、三神官はやってきた。

　オリヴィエの剣が奔はしり、少年の首をはねようとする。

　だが。

「待ちなさい」

　ハインがそれを止めた。

「片かた端はしから潰していってもキリがありませんよ。あくまでも目もく標ひようは〝神の門〟を早期に安定させることです。あなたは落らつ下か地ち点てんに先さきに向かってください」

　オリヴィエはうなずき、拍はく車しやを炎馬の脇わき腹ばらに当てた。

「……この街が好きですか？」

　途と中ちゆうで拾ひろった娘むすめ──アマリエ──を同乗させた炎馬の上から、ハインはルシアスに問といかけた。ルシアスが強くかぶりを振ると、魔ま道どう士しはニコリと笑った。

「我われ々われはこの街に滅ほろびをもたらしにきた者です。どうです、協力しませんか？」

　ルシアスは今こん度どはうなずいた。




　もっとも、〝悪魔の胎〟での生活は楽しいものではなかった。

　与あたえられた部へ屋やは、鼠ねずみ人にん間げんたちと一いつ緒しよの大部屋。

　身体からだ中に、ドブくさい臭においが染しみ込んでゆくような気がした。

　その上に街の外からやってきた金目め当あてのならず者や賞しよう金きん首くびからは、蔑さげすまれて、殴なぐる、蹴るの仕し打うちを受けた。

　それでも前よりはマシだ。

　そう、ルシアスは思っていた。

　食事は三度。飢うえることはない。

　役人の目を逃のがれて、日の当たらない陰かげを歩く必ひつ要ようもない。

　今まで自分のことを馬ば鹿かにしていた連れん中ちゆうが、陰を歩いているのだ。

　しかし……。

　ある出会いがルシアスのすさんだ心に変化をもたらした。

　半年ほど前のことである。

　その夜……。

　鼠人間たちの一団と見み回まわりに出ていたルシアスは、街の北、〝雨あま垂だれ〟通りの路ろ地じ裏うらにひとりの少女を追おい詰つめていた。

　若い娘たちを駆かり集めるのは、当時のルシアスたちの主おもな仕事だった。

　とにかく、数を集めるだけでいい。

　集めた娘たちの中から、必要とする娘を選ぶのは三神官。

　そして、選ばれた娘の運うん命めいは、ルシアスたちに知らされることはないのだ。

「シシシッ！」

　鼠人間の一匹ぴきが、少女の腕うでを背せ中なかに捻ひねり上げ、ルシアスの前に引っ立ててくる。

「いい加か減げんに諦あきらめな、街から逃にげ出すのはよ」

　ルシアスはそう言って、少女の小さなアゴをつかみ、顔を引き上げた。

　頭部を隠かくしていたフードがバサリと落ち、月つき明あかりにその顔があらわになる。

「……！」

　ルシアスは息を吞のんだ。

　美しい少女だった。

　歳としは同じくらい。

　だが、ゴミ漁あさりやならず者まがいの暮くらしの中では決して出会うはずのない、無む垢くな、天てん使しのような表情の少女だった。

　胸が高たか鳴なり、足が震ふるえるのを少年は感じた。

「逃げようとしたのではありません、これを……」

　少女は鼠人間の腕を振り解ほどいて、手の中にしっかりと握にぎっていた小こ瓶びんを彼に見せた。

　薬の瓶である。

「知り合いのお爺じいさんが病気なんです、お願い、信じて」

　訴うつたえかけるその瞳ひとみに、ルシアスは思わず顎あごをつかんでいた手を放はなした。
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「……信じてやるよ」

　ルシアスがうなずくと、鼠人間たちが擦かすれた鳴き声を立てる。

　長いこと、連中の間で暮らしているので、大だい体たいの意味は分かる。娘むすめ狩がりの獲え物ものとして、〝悪あく魔まの胎はら〟に連つれていこうと言っているのだ。

　少年は、少しためらってから頭かぶりを振ふった。

「いや……、やめておく。まだガキだ。あと何年かしてから、狩ればいい」

「シシシシッ！」

　抗こう議ぎの声。

「るせえ！」

　ルシアスは怒ど鳴なり、それから少女に向かって告つげた。

「行けよ。……もう、捕つかまんな」

「ありがとう」

　少年は熱あついものを胸の奥おくに抱いだきながら、小こ走ばしりに去さってゆく少女の背せ中なかを見送った。

（また、逢あえたら……）

　ルシアスは未み練れんを断たち切るように自分の頰ほおを張はった。

　そして、それから不ふ満まんげな鼠人間たちに酒を振る舞まってやろうと酒さか場ばの方に足を向けた。




　それから数すう刻こく後のこと。

〝悪魔の胎〟に戻もどって報ほう告こくを済すませ、部屋に戻ろうとした時である。

　ルシアスは地ち下か深くに続く回かい廊ろうの途と中ちゆうで、病的な顔をした背の高い男に道を阻はばまれた。

　チッと少年は舌した打うちした。

　この大おお男おとこはシャガード。

　元もと野や盗とうの親おや玉だまで、二年前に部下を率ひきいて〝悪魔の胎〟に合流した。

　無む論ろん、金と、三神官による庇ひ護ごが目的である。

　シャガードとその一いち味みは、金きん貨か三千の賞金をその首にかけられていたのだ。

　黄色に黒が混まじった髪かみに、血ち走ばしった目。お気に入りの首くび飾かざりは、自分が殺した女の耳を切り取って糸でつないだもの。背中の長なが柄えの斧おのも伊だ達てではない。街がい門もん近くに生なま首くびの山を築きずいたのは、他ほかならぬこの斧だった。

「よお、ドブネズミ」

　シャガードは黄色い前歯と歯は茎ぐきを剝むき出だしにしてニヤリと笑う。

　奴やつがこういう笑い方をする時は、絡からんでやろうと心に決めている時だ。どうしたってひと悶もん着ちやくあるのは避さけられない。

　ルシアスは覚かく悟ごを決めた。

「おいらはドブネズミじゃない」

　少年が答えると、

「ほう、そうかい？　鼠ねずみ臭くせえぜ」

　シャガードは鼻の頭にしわを寄よせる。

「あ～、臭え！」

「おいらは鼠じゃないし、鼠人間だってあんたほど臭かないさ。……おっと、こりゃあ？」

　ルシアスはクンクンと顔を近づけると、ポンと手を打った。

「何かと思ったら豚ぶた小ご屋やの臭においだな」

　その途と端たん、シャガードの鉄てつ拳けんが飛んだ。

　バキッ！

「このガキ！」

　大男のこぶしは少年の口くち元もとを捉とらえていた。

　唇くちびるが切れて、血が飛び散る。だが、そのくらいのことではシャガードの怒いかりは収おさまらない。

「利きいた風ふうなこと吐ぬかしやがって！」

　二発、三発、四発……。

　ルシアスの頰に、捻ひねりを加えられたこぶしが食い込む。

　顔中が腫はれ上がり、グッタリとなった少年の胸むなぐらをつかみ、無む理り矢や理り立たせてさらに鳩尾みぞおちに膝ひざ蹴げりを入れる。

「聞いたぞ。てめえ、今夜、女をひとり逃のがしたそうだな？」

「……それがどうした？」

　半なかば意識を失いながらも、ルシアスは言ってのける。

　シャガードはグイグイと首を締しめつけながら、下げ卑びた薄うす笑わらいを浮うかべる。

「決めたぜ。その女、俺おれが探さがし出してやる」

「！」

「探し出して、てめえの前でなぶりもんにして、その後で切り刻きざんでやる！」

「畜ちく生しよう！　させるかよ！」

　ルシアスは逆ぎやく上じようした。

　シャガードの股こ間かんを蹴りつけると、がむしゃらにつかみかかった。

「あの子にそんなこと、させるもんか！」

「バカが！」

　無む論ろん、力ではシャガードには及およばない。

　いとも簡かん単たんに叩たたき伏ふせられる。

　それでも、ルシアスはまた起き上がり、かかってゆく。

「しつこいぜ！」

　胴どう体たいにしがみついた少年の背に、組んだシャガードのこぶしが振ふり下おろされる。

　ガツッ！

　とうとうルシアスは自分の血でベトベトになった床ゆかに沈しずみ込んだ。

「……弱よええな、ドブネズミ」

　シャガードは少年の顔を踏ふみつけ、唾つばを吐はきかけた。

「楽しみにしてるんだな。てめえのかわい子ちゃんが踏み躙にじられ、ボロ雑ぞう巾きんみてえになるのをよ」

　去ってゆくシャガードの哄こう笑しようが、横たわるルシアスの耳にいつまでも残っていた。

　身体からだは指一本動かせないが、両の目からはとめどもなく涙なみだが流れた。

　シャガードが憎にくいのではなかった。

　憎かったのは自分の弱さ。

　殴なぐられたところが痛いたむのではなかった。

　あの子を守れる力がない。そう思うと身体の傷の何十倍も心が痛んだのである。




　　　　＊　＊　＊




（だから！）

　ルシアスは剣けんを振り続けた。

（必ず強くなってやる！　あの子のために！）

　いつの間まにか、少年の額ひたいから汗あせが滴したたり始めていた。







　第一章　ニン姫ひめ掠りやく奪だつ







　ギュイーンッ！

　氷ひよう刃じんと炎ほのおの鉄てつ杖じようがぶつかり合い、空間自身がねじ切れるような音を立てた。

　ダイモニオンとともに反はん乱らん派はの拠きよ点てんに乗のり込んだリックと、これを迎むかえ撃うつシャインデルの戦いは、いつ果はてるともなく続いていた。

「ちいっ！」

「くっ！」

　黒こく衣いの剣けん士しと炎えん狼ろうの戦せん士しは、お互たがいの武ぶ器きが激げき突とつした瞬しゆん間かん、雷かみなりが至し近きん距きよ離りに落ちたかのように弾はじき飛ばされる。

　二人とも疲ひ労ろうし、息が上がっていた。

　さらにリックは肋ろつ骨こつ数本を折おられ、シャインデルは頰ほおを裂さかれている。

　だが、二人とも闘とう志しはまったく鈍にぶっていない。強きよう敵てきに対する野や獣じゆうのような殺さつ意いが、彼らを支し配はいしていたのだ。

　リックはすぐに距離を詰つめると、左手に回って氷ひよう剣けんを真ま横よこに払はらった。部へ屋やの隅すみにシャインデルを追おい詰めようという意い図とである。

　だが、シャインデルは壁かべに鉄杖の一いつ端たんを当てると、そこを支点にリックの頭ず上じようを跳とび越こえて背はい後ごに回った。

　振り返りざまの打ち下おろしが、リックの利きき腕うでを狙ねらう。

　これに対してリックは身の柔やわらかさを最大限に生かし、上体を振よじってこれを避よけると、大きく跳ちよう躍やくして後こう退たいする。

　今こん度どはリックが隅に追い込まれた形だ。

（……この男、よくこの狭せまい空間であの長なが物ものを使い熟こなす）

（やるな、フレオリック。速いだけでなく、勘かんもいい。まるで背せ中なかにも目があるようだ）

　二人とも、内ない心しん相手の技ぎ量りように舌したを巻まいていた。

　闘とう争そう心しんの中にも、互たがいへの尊そん敬けいが芽め生ばえつつあったのだ。

　しかし、決けつ着ちやくはつけねばならない。

「いくぞ！」

　鉄杖が炎を噴ふき上げる。

「……氷ひよう竜りゆうよ！」

　リックのグリードが冷れい気きの衣ころもをまとった。




　　　　＊　＊　＊




「さらばだ！」

　三神しん官かんのひとりダイモニオンは、セイル・グレイの頭ず蓋がいを砕くだかんと、鉈なたのような大たい剣けんの刃やいばを振り下ろした。

　リックの相手をシャインデルに任まかせたセイルは、アマリエの奪だつ回かいを阻はばむため、サイベルとともにダイモニオンに立ち向かった。

　だが、死し闘とうの末すえにダイモニオンを追い詰め、とどめの〝呪じゆ波は〟を放はなとうとしたまさにその時、突とつ然ぜんの喀かつ血けつで倒たおれてしまったのだ。

　術じゆつ者しやの生命を〝呪波〟に転てん換かんして、通つう常じようの魔ま道どう士しでは制せい御ぎよ不ふ可か能のうなほどまでに魔法の威い力りよくを増ぞう幅ふくする魔ま導どう器き、マギの杖つえ。

　そのマギの杖を使い続け、命を削けずられてきたセイルに、限げん界かいの時が近づいていた……。

「セイル！」

　アマラが悲ひ痛つうな叫さけびを上げた。

　頼たのみの綱つなのサイベルは、首を骨が軋きしむほど締しめ上げられて無む造ぞう作さに投げ捨すてられたまま、起き上がることができない。

　三神官に対たい抗こうする反乱派の象しよう徴ちよう、ミシュハバード太たい主しゆ家けの末ばつ姫きニンも、傭よう兵へいの元もと締じめの娘むすめキムリと一いつ緒しよに目を閉とじた。

　三神官の側がわの人間でありながらニンやセイルたちと心を通かよわせつつあったアマリエも、どう動いていいか分からず立ち尽つくすのみだ。

　だが……。

　ガッ！

　セイルの命を奪うばう寸すん前ぜんで、ダイモニオンの一いち撃げきは止まった。

　いや、止められた。

「……懐なつかしいねえ、おっさんよ」

　セイルとダイモニオンの間に滑すべり込み、大剣を二本の短たん剣けんで受け止めた男が笑った。

「その顔は見み覚おぼえがある」

　ダイモニオンは眉まゆをひそめる。

「確たしかヒュオンだったか……、生きていたとはな」

「俺おれはしぶといのさ」

　ヒュオンは巨きよ人じんの剣を押おし返し、セイルを引き起こしてアマラの方に押しやる。

「意外だったぜ、あんたがこんな悪党だったとはな」

　彼は右手の短剣を捨て、改あらためて剣を抜いた。

「俺も酔すい狂きようで修しゆ羅らの道を突つき進んではおらんさ。貴き様さまの遊びの剣とは覚かく悟ごが違ちがうことを、教えてやろう」

　ダイモニオンは胸を開くようにして、誘さそうような、大きな構かまえを取る。

「こい。先せん手てを取らせてやる」

「そうかい？」

　ヒュオンは身を回かい転てんさせてダイモニオンの懐ふところに飛び込むと、長剣で牽けん制せいしながら脇わきの下をかいくぐらせた短剣を鋭するどく突つき出した。

　シュッ！

　短剣は、ダイモニオンの頸けい動どう脈みやくのすぐ傍そばをかすめる。

「……ほう」

　首くび筋すじから流れる血を拭ぬぐって、ダイモニオンは感かん嘆たんしたような声を洩もらした。

「多少は腕うでを上げたか？」

「俺だって……たまにはマジで剣を握にぎることだってあるのさ」

　ヒュオンはチラリと、ダイモニオンの後ろで咳せき込んでいるサイベルを見る。
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「なるほど。では、もう手は抜かぬ。そこの魔道士と一緒に速すみやかに冥めい府ふに送ってやろう」

　ダイモニオンは剣を逆さか手てに握り直した。

　と、その時。

「そうはいかねえぜ！」

　ビュンッ！

　一本の矢が暗くら闇やみを切り裂さいて飛び、ダイモニオンの左肩かたに突き立った。

「……今度は何だ」

　ダイモニオンは深ふか々ぶかと刺ささった矢に忌いま々いましげに目を落とすと、そのまま抜かずに矢や柄がらを指でへし折った。その間かんに、浅あさ黒ぐろい顔の青年──カミロ──が、油ゆ断だんなく短たん弓きゆうを構えたままゆっくりとダイモニオンの前に回り込む。

「……このセイルは俺のダチでね。殺させる訳わけにはいかないんだよ」

　カミロは矢先の狙ねらいをピタリと巨人の眉み間けんにつけた。

　ようやくの援えん軍ぐん到とう着ちやくである。

　カミロの他ほかに、『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』の怪かい力りき男おとこビゲリス、同じく一座のギル、ニンに忠ちゆう実じつなムアンマル老人、今はサイベルの下げ僕ぼくに成なり下がったダル・ハー、そしてサイベルの剣を担かついだフロランドといった面めん々めんも現われる。

「悪いが、武器を捨ててもらおう」

　重そうな棍こん棒ぼうを担いだビゲリスが、ダイモニオンに命めいじた。

「カミロの弓ゆみは正確だ。あんたの目を射い抜ぬくぐらい、容易たやすい」

「俺の短剣もそこそこ当たるからな。すべてを避よけるのは難むずかしいぜ」

　とは、両手の指に八本の短剣を挟はさみ込んだギル。

　ダル・ハーがこそこそと彼の陰かげに隠かくれているのは、形けい勢せいを見て寝ね返がえろうと考えているからだろう。

「ニン様、ご無ぶ事じですか！」

　ムアンマルが、少女に呼よび掛かける。

「ええ！　でも、サイベルさんとセイルさんが！」

　反乱派の指導者である少女は、真まっ先さきに二人を気き遣づかった。

「……僕ぼくは大だい丈じよう夫ぶですよ」

　アマラの腕うでの中で、セイルが声を絞しぼりだした。

「みんな、下がって。ニンとアマリエを連つれて……」

「冗じよう談だん言わないで！　ここはわたしたちが」

　アマラは遮さえぎり、力の抜けたセイルの手からマギの杖つえを取り上げる。

「無む理りよ……」

　と、フロランドに支ささえられたサイベル。

「あなたたちじゃ話にならないわ」

「冷れい静せいな判はん断だんだな、女」

　ダイモニオンは、自分を囲かこむカミロたちを見み渡わたして言った。

「死にたくなければ、今のうちに尻尾しつぽを巻まいて逃にげろ。アマリエとその姫ひめさんを置いてな」

「……サイベル様と呼びなさい。オリヴィエにしてもあなたにしても、本ほん当とうに無ぶ礼れいよ」

　咳せきで咽むせながらも、サイベルの傲ごう慢まんな発言は変わらない。

「君きみとセイルはもう十じゆう分ぶんに戦った。この後は俺たちに任まかせろ」

　ヒュオンはそんな幼おさな馴な染じみに声をかけた。

「……愚おろかな連れん中ちゆうだ」

　ダイモニオンは残念そうに頭かぶりを振ると、突とつ然ぜん、動いた。

　鈍どん重じゆうそうな外見からは想像もつかぬ、狼おおかみのような俊しゆん敏びんさである。

「……！」

　まず、標ひよう的てきとなったのはビゲリスとカミロだった。武ぶ骨こつな剣をカミロに向かって投げると同時に、ビゲリスに駆かけ寄よってその胸むなぐらをつかみ、床ゆかに叩たたきつける。

「ゴホッ！」

　ビゲリスの肋あばらが折おれて、肺はいに突つき刺ささった。

「くそっ！」

　カミロはすかさず矢を放はなったが、その矢は真っすぐに飛んでくる剣に弾はじき飛ばされる。

　剣はそのまま、カミロの握にぎる弓を二つに断たち割り、深々と右の肩に食い込んだ。

　ダイモニオンは続けて、ぐったりとなったビゲリスを片手で引き起こし、その身体からだをギルに投げつける。

「ちいっ！」

　ビゲリスが邪じや魔まになり、ギルは短剣をダイモニオンに向けて放つことができない。

　短剣を捨てて、ビゲリスを受け止めようとするのがやっとだ。

　だが、凄すさまじいばかりの膂りよ力りよくで投げられたビゲリスを、小こ柄がらなギルでは受け止め切ることはできなかった。ギルと、その後ろのダル・ハーまでもが、まとめて壁かべまで飛ばされる。

「最後はお前だな」

　ギルたちが薙なぎ倒たおされると、仕し上あげはヒュオンだった。

「舐なめるなよ！」

　ヒュオンは巨人の間ま合あいに自みずから飛び込むと、短剣での突きと長ちよう剣けんの袈け裟さ掛がけを交こう互ごに繰くり出した。だが、ダイモニオンは最小限の動きで軽くこれをかわす。

「……これがお前の限界だ」

　ガッ！

　ダイモニオンは両手で長剣を挟はさみ、捻ひねって剣を奪うばうとその柄つかを鳩尾みぞおちに打ち込んだ。

「昔の誼よしみで生かしておいてやる。……アマリエ！」

　ヒュオンが崩くずれ落ちるのを見ると、巨人は茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす女おんな魔ま道どう士しに声をかける。

「アマリエ、そのお姫様を捕つかまえてこっちに来い！」

　ハッとするニンとアマリエの視し線せんが交まじわった。

　すでに立っているのは、アマラとフロランド、それにムアンマル老人だけ。

　いずれも十分に戦いの経験を積んだ者たちが、一いつ瞬しゆんのうちにひとりの男によって倒されてしまったのだ。

「アマラ殿どの、ここはわしが……」

　ムアンマルが慣なれぬ剣を構かまえて前に出た。

「あなたがたは、ニン様とともにここを離はなれてくだされ」

「あなたでは無理よ」

「無理は承しよう知ち！　だが、ほんの少しなら足止めぐらいはできる。ニン様の盾たてとなって死ねるのなら、この老おいぼれ、立りつ派ぱに役に立ったものだと冥めい府ふで胸を張はれますわい」

　老人は笑いかけた。

「……分かったわ」

　アマラはセイルを抱だいたまま後あと退ずさる。

「ダル・ハー！　ギルとビゲリスをお願い！」

「俺おれだって結けつ構こう、足にきてんだぜ！」

　ふらつきながらも、ダル・ハーは二人を引きずった。

「ご主人さま！　わたしたちはヒュオンお兄にいちゃんを！」

　フロランドは同どう郷きようの剣士のところに駆かけ寄った。

「まったく、役に立たない男なんだから！」

　罵ののしりながらも慈じ悲ひの剣を支ささえに侍じ女じよの後を追おうサイベルは、カミロに声をかける。

「そっちの坊ぼうやは大だい丈じよう夫ぶ？」

「……何とか立ってるよ」

　カミロは肩かたの傷きずを押おさえながら、壁で身体を支えてずるずると立ち上がった。

「とても逃にげ切れる気はしないがね」

「……アマラ、僕ぼくにマギの杖つえを」

　呻うめきながら、セイルがアマラに要求した。杖を使って〝呪じゆ波は〟を限界まで増ぞう幅ふくし、最強の攻こう撃げき魔ま法ほうをぶつければ、相あい討うちに持ち込めるかも知れない、との判はん断だんだ。

　しかし……。

「駄だ目めよ」

　彼を引きずりながらアマラは頭かぶりを振ふった。

「絶対に渡わたさないわ。あなたはわたしが守る……たとえ他の人たちを犠ぎ牲せいにしても」

「……アマラ？」

　セイルは不ふ思し議ぎそうな顔でアマラを見上げた。

「さあ、ニン様！　行ってくだされ！　この老ろう骨こつの死を無む駄だになされるおつもりか!?」

　逃げるのを躊躇ためらう少女に向かって、ムアンマルが声を振り絞しぼる。

　だが、ニンは動けない。

　冷静に考えれば、反はん乱らん派はの旗はた頭がしらとして絶ぜつ対たいに捕とらわれてはいけないこと、逃げるべきだということは分かっている。それでも、少女の胸の奥おく底そこで何かが、老人を捨すて駒ごまにしてこの場を去ることを拒こばんでいた。

「駄目……できない」

　ニンは頭を振った。

「ニン様！」

「……老人、その意気、確しかと受け止めた。このダイモニオン、本気で相手をしよう」

　ダイモニオンは巨大な剣を大きく振りかぶった。

　だが、その時……。

「深き眠ねむりが……見えぬ鎖くさりと化かして……捉とらえる」

　アマリエが、ムアンマルに向けて〝呪波〟を放はなった。老人の足あし元もとから金こん色じきの霧きりが発生して拡かく散さんし、瞬またたく間まに老人とその周囲の人間を包み込んでゆく。

「……お、女！」

　老人は振り返ると、霧を肺はいに吸すい込んでそのまま崩くずれ落ちた。

　セイルやアマラ、ダル・ハーやカミロたちも、突とつ然ぜんのアマリエの裏うら切ぎりにはなす術すべもなく、次々と拡散する霧を吸って意識を失う。

　ニン以外の全員が倒れるまで、ほんの少しの時間しか費ついやされなかった。

「……ダイ、目的は達したわ」

　アマリエはニンの腕うでを捻ねじ上あげると、ダイモニオンに告つげた。

「これ以上の長なが居いは無む用ようよ」

「アマリエさん？」

　ニンは信じられぬといった顔で女を見る。

「……こうでもしないとみんな死ぬわ。ここは言うことを聞いて」

　アマリエはそっとニンの耳みみ元もとでささやき、彼女を引きずってダイモニオンの前に立つ。

「急ぐわよ。ハインたちを待たせたくないの」

「俺も無駄な殺しは好すかんが……」

　ダイモニオンは眉まゆをひそめた。

　敵を殺さずに眠らせるだけにとどめるなど、今までのアマリエの性格からはあまり想像のできぬ行こう為いである。

　ダイモニオンとしては、この方が自分のやり方に合っているのだが……。

「この二人だけは始し末まつしておいた方がいいな」

　ダイモニオンは頭を振り、アマラの腕の中のセイルと、ヒュオンのそばに倒れているサイベルに目を遣やった。

「この女と魔道士からは、他の連れん中ちゆうとは違ちがう威い圧あつ感かんを感じた。今、殺やっておかないと我われ々われにとって大いなる災わざわいとなるやも知れん」

「待って。ちょっと気になることがあるのよ」

　アマリエは鼻はなの頭にしわを寄よせ、セイルの頭を蹴けった。

「この魔道士、ハインにそっくりでしょ？　ハインにその理由を質ただしてからでも殺すのは遅おそくないわ」

「うむ。確たしかに似ているな」

　これを見てダイモニオンは苦く笑しようする。

「やれやれ、嫉しつ妬とか？　奴の隠かくし子ごだとでも？」

「もうそうだったら、どうしてくれようかしら？」

　アマリエは腕うでを組んで、冷ひややかな声を発する。

「分かった、分かった。戻もどったら奴に聞いてみよう」

　巨きよ人じんは剣を鞘さやに収おさめた。

　これを見たアマリエは、一いつ瞬しゆん、顔を逸そらして小さくほっとため息をつくと、すぐに振り返ってダイモニオンを急せき立てた。

「さあ、急いで。ここはもう用よう済ずみでしょ？」
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「……しぶといな」

「お互たがい様さまだ」

　フレオリックとシャインデルの死し闘とうはまだ続いていた。

　無む論ろん、馴なれ合っていたのではない。

　お互い、今まで決め手として使っていた技わざが、ことごとく防ふせがれてしまったのだ。

　勝しよう機きがあるとすれば、相手の隙すきにつけ入ることだ。

　逆に考えれば、疲ひ労ろうが生む一いつ瞬しゆんの緊きん張ちようの途と切ぎれが己おのれの死を招くことになる。

　迂う闊かつに誘さそいをかけることさえできない。

（ふっ、手て詰づまりか……）

（待つしかない……な）

　二人は呼こ吸きゆうを整ととのえながら機き会かいを待った。

　そこに……。

「フレオリック、何を手て間ま取どっている？」

　ニンを引き立てながら、ダイモニオンとアマリエが姿を現わした。

「……フレオリック？　彼が仲間になったの？」

　アマリエは黒こく衣いの剣けん士しの姿すがたを認みとめて、ダイモニオンに尋たずねる。

「ああ。手て短みじかに言えば、そういうことだ」

　巨人はうなずいた。

「……おい、加か勢せいが必要か？」

　二人の決けつ着ちやくがついていないのを見て、彼は剣の柄つか頭がしらに手をかける。

　だが……。

「引っ込んでいろ！」

　シャインデルに目を向けたまま、珍めずらしくリックが声を荒あらげた。

「……手出しは無用だ。余よ計けいな手出しをすれば、ダイモニオン、お前だろうと斬きる」

　ただの脅おどしではない殺さつ気きが、巨人の神しん官かんを戸と惑まどわせる。

「待ってろよ、でかいの。こいつを片かた付づけた後で相手になってやる」

　炎ほのおの鉄てつ杖じようの先せん端たんをリックの喉のど元もとにつけたまま、シャインデルも言い放はなった。

　戦いに集中している彼の目には、ニンやアマリエの姿さえ映うつっていないようだ。

　誰だれであろうと、この真しん剣けん勝しよう負ぶの間に割り込む余よ地ちはない。

　シャインデルを見つめるアマリエの唇くちびるが、声を発することなく小さく動いたが、リックと対たい峙じしている彼はまったく気づかなかった。

「……やれやれ」

　ダイモニオンは両手を上げて頭かぶりを振ふった。

「好きにしろ」

「……行くわよ、ダイ」

　アマリエが彼の肩にかけられた鎧よろい代わりの鎖くさりを引いて、この場を離はなれるようにと促うながす。

　すぐ先さきに、ダイモニオンが通りの石いし畳だたみを打ぶち抜ぬいて作った侵しん入にゆう口ぐちが見える。

　崩くずれ落ちた瓦が礫れきの山を上のぼれば、外に出ることができる。

「そうだな」

　ダイモニオンはニンをチラリと見てうなずく。

　アマリエも奪だつ回かいした上に太たい主しゆ家けのただひとりの生き残り、三神官に反はん抗こうする勢せい力りよくの指し導どう者しやを手に入れたのだ。

　これ以上無む駄だな殺さつ戮りくを重かさねる必要はない。

「……急げよ」

　巨人は剣士の背せ中なかに声をかけると、ニンの腕を捻ねじ上あげるアマリエとともに地上へと向かった。

「こいつを仕し留とめて、すぐに追いつく」

　あまり確かく信しんの持てぬままリックがそうつぶやくように答えた時には、三人の姿すがたは瓦が礫れきの山を越こえて消えていた。
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　その頃ころ……。

「……う、ううん」

　アマリエの金こん色じきの霧きりに眠らされたセイルが、ようやく目を覚さました。

　まず彼は、自分を守るように折おり重かさなっていたアマラを揺ゆり動かし、起こそうとする。

　だが、アマリエの魔ま法ほうが強力だったのか、アマラはなかなか意い識しきを取り戻もどさない。

（あなたはわたしが守る……たとえ他の人たちを犠ぎ牲せいにしても）

　先ほどのアマラの言葉が、完全に覚かく醒せいしきっていないセイルの頭の中で反はん響きようする。

　あの時、彼女は初めて、セイルに対する自分の感情を正しよう面めんから伝えたのだ。

「…………」

　今、アマラの美しい寝ね顔がおが、息いき遣づかいがはっきり聞こえるほど近くにある。

　十代半なかばの少女のような透とう明めい感かんのある肌はだにはほんのりと赤みが差し、唇くちびるは朝あさ露つゆに濡ぬれた花か弁べんのような光こう沢たくを保たもっている。

　そして銀ぎん色いろの髪かみからは、ほのかな芳かぐわしい香かおりが立ち上のぼる。

　セイルはしばらく困こん惑わくの表情でアマラを見つめていたが、彼女をそっとどかしてマギの杖つえを握にぎると、それを支ささえに力の入らない足で立ち上がって周囲を見み渡わたした。

「癒いやしの光が……生命に新あらたなる力を与あたえる」

　セイルはまず最初にカミロの肩かたの傷が一番重いのを見て取ると、〝呪じゆ波は〟を使って応おう急きゆう処しよ置ちを施ほどこす。

「……くっ……頭が痛いてえな」

　青年は首を振りながら目を覚ました。

「〝呪波〟を……使ったのか？」

　カミロは自分の肩口の刀かたな傷きずが癒いえかけているのを感じ、咎とがめるような視し線せんをセイルに向ける。彼もアマラ同様、マギの杖がセイルの生命いのちを奪うばう道具であることを知っているのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。無む理りはしていません」

　セイルは笑って見せた。

「ここの人たちを頼たのみますよ。僕ぼくはあの巨きよ人じんの後を追おいます」

「ニンが捕つかまったんだな」

　カミロの問といに、セイルは小さくうなずく。

「僕らはみな、アマリエの機き転てんで命を拾ひろったようなものです」

「あの女も連つれていかれたのか？」

「ええ。ですからすぐに追わないと。……シャインデルが足あし止どめしてくれているといいんですが」

「俺おれたちが束たばになっても無理だったんだ。そいつは望のぞみ薄うすだと思うがね」

　シャインデルを自分の兄のように尊そん敬けいするカミロである。だが、その彼でもダイモニオンが相手となると、歴れき戦せんの元もと百人隊たい長ちように賭かける気にはなれなかった。

「……と言っても、諦あきらめる訳わけにはいかねえしな。分かった、ここは引き受けたぜ」

　カミロはため息をついた。

「それと、お願いですが……」

「アマラは最後に起こせ、だろ？　長い付き合いだ、任まかせておけって」

　そうセイルの言葉を遮さえぎって立ち上がろうとしたカミロは、肩の痛みに顔をしかめる。

「……じゃ、行きます」

　セイルは親しん友ゆうの腕うでを軽く叩たたくと、重い身体からだを引きずるようにしてダイモニオンたちの後を追った。
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　地上に出たダイモニオンは、待たせていた炎えん馬ばを口くち笛ぶえで呼ぶと、ニンをその背せに乗のせた。

　白はく昼ちゆう堂どう々どう、街まちの中心から〝悪あく魔まの胎はら〟へ向かってニンを移い送そうするのだ。

　抵てい抗こうしないとの言げん質ちを彼女から取った上で、彼は手た綱づなを取り、ゆっくりと〝凱がい旋せん記き念ねん〟大おお通どおりを進む。

　太たい主しゆ家けの統とう治ち時代、ミシュハバードで最もつとも活かつ気きのあった街がい区くである。

　まだ日は高いので、三神しん官かんの恐きよう怖ふ政せい治じのもとであっても人通りは少なくない。

　ダイモニオンとフレオリックが突とつ然ぜん現われ、道のど真まん中なかに拳こぶしを振ふり下おろして大おお穴あなを開あけた際さいも、露ろ店てんで食料を求める人々で、このあたりはごった返していた。

　巨人が炎馬を置いて穴に入ってゆくと、野や次じ馬うまたちは石いし畳だたみに口を開いた大穴と炎馬のまわりを遠とお巻まきにして、次に何が起こるのか、固かた唾ずを飲んで待っていたのだ。

　そして再ふたたび、その姿が現われた時、人々は彼とアマリエが連つれている美しい少女を見てため息をついた。

　三神官の新あらたな〝人ひと狩がり〟の犠ぎ牲せい者しやだと思ったのだろう。

　無数の同情の視線がニンに向けられた。この人々のほとんどは、ニンがミシュハバード太主家の正統な後こう継けい者しやであることを知らないのだ。

「また若い娘むすめが……」

「可か哀わい相そうに……」

　誰だれのものとも分からぬ囁ささやきが、あちこちから聞こえてくる。

　その騒ざわめく群ぐん衆しゆうも、少女を連れたダイモニオンが〝悪魔の胎〟へと進むのを止めることはできない。彼らは巨人たちの前で左右に割れて通り道を作った。

　その間を、悠ゆう々ゆうと炎馬が進む。

「……姫さん、あんたが臣しん民みんの前へ出るのは久しぶりだろう？」

　歩ほ調ちようを緩ゆるめずに前を見み据すえたまま、ダイモニオンは鞍くらの上のニンに小声でささやいた。

「晒さらし者にするような形になってすまんな」

　ニンは微ほほ笑えんで、空を見上げた。

「あの時以い来らい……あの大岩が、父や母や兄きよう弟だいたちを押おし潰つぶして以来……、私はずっと闇やみの中にいたんです」

　少女は頰ほおに暖あたたかい日ひ差ざしを感じ、目ま蓋ぶたを閉とじる。

「気持ちいい。太陽の光って、やっぱり素す敵てきですね。……これが見み納おさめかも知れませんが」

「そうだな」

　ダイモニオンは、少女の堂どう々どうとした態たい度どに敬けい意いを抱いだいた。

「だが、あとわずかだ。あと数日、月げつ蝕しよくの刻ときさえ過すぎればすべては終わる。無む垢くな命を奪うばうのも、あんたで最後になるだろう。この街を我われらが恐きよう怖ふで支配することもなくなる」

「街を去るのですか？　三神官が？」

　ニンは巨人を振り返った。

「無ぶ事じに月蝕の試し練れんを乗り切れれば、の話だ。姫さん、あんたのその澄すみ切った命が、役に立ってくれると俺は信じている」

「……謎なぞかけ、ですか？」

「俺はそんな器き用ような真ま似ねはできんよ。そいつはハインの領りよう域いきだ」

　ダイモニオンはそう告げると、後は黙だまったまま炎馬の手た綱づなを引く。

「…………」

　ニンを挟はさんで巨人の反対側を進むアマリエは、表情を悟さとられぬように目を伏ふせた。







　第二章　刻とき、迫せまる







　ダイモニオンがニンを連つれて〝悪あく魔まの胎はら〟に向かったのとほぼ同じ頃ころ……。

　エレネイ半はん島とう西部の商業都市ユガに近いある村でのことである。

「わ、私に対してこのような態度を取り、無ぶ事じに済すむと思っているのか!?」

　縛しばり上げられた部下数十人とともに地面に放ほうり出されたアシュクトルの徴ちよう税ぜい官かんは、目の前に立った長身の青年をにらみ上げた。

　無む抵てい抗こうの農のう民みんどもと侮あなどり、いつものように徴税と称しようして掠りやく奪だつを行なおうとしたこの徴税官は、突とつ然ぜん現われた謎なぞの一団に襲おそわれ、捕とらわれたのだ。

「一昨日おとといやってきたユガの役人も同じようなことを吠ほえていたな」

　青年は笑い、屈かがみ込んで顔を徴税官に近づけた。

「……だが、奴やつは二度とこの村には現われない」

　徴税官はゴクリと唾つばを吞のみ込む。

「わ、わ、私を殺すのか？」

「それはそっちの出で方かた次し第だいだな。お前が強ごう欲よくな似え非せ君くん主しゆラーマンにこう伝えるのなら、このまま解かい放ほうしてやろう。この村はアシュクトルのものでもユガのものでもない。二度とお前のような薄うす汚ぎたない盗とう賊ぞくを派は遣けんしてくるな、とな」

「……お前らだな。近ごろあちこちの村に現われ、農民どもを扇せん動どうしてアシュクトルに叛はん旗きを翻ひるがえらせている野や盗とう擬まがいの連れん中ちゆうというのは？」

　徴税官は、このところよく耳にする噂うわさを思い出した。

「野盗ではない。解放団だ」

　青年は訂てい正せいした。

「そして俺おれはリオス、覚おぼえておけ」

「リオス！　傭よう兵へい隊たい長ちようだった、あのリオスか！」

　徴税官は唸うなった。リオスは、暗あん殺さつされた前国王の信しん任にんが厚かった傭兵隊長で、今でもアシュクトル警けい護ごの傭兵のほとんどは彼の配はい下かだった者たちだ。

「分かったのなら……」

　リオスは徴税官の縄なわを斬きった。

「一いち字じ一いつ句く違たがえずにラーマンに伝えろ、いいな」

「リオス」

　徴税官たちがほうほうの体ていで村を出てゆくと、解放団の副ふく官かんを務つとめる農のう夫ふが声をかけた。

「どうだ、ブラン。負ふ傷しよう者しやは？」

　と、リオスの方が先さきに尋たずねた。

「俺たちが間まに合ってよかった。思ったより怪け我が人にんは少ないよ」

　ブランは破は顔がんする。

「この村の連中も俺たちの考えに賛さん成せいしてくれた。仲なか間まに加わるとさ」

「心強いことだ」

　リオスはうなずいた。

　すると……。

「……サンドリーヌとルディが手当てを手伝ってくれているわ」

　そう言って、彼の腕うでを取るものがあった。赤あか毛げの聡そう明めいそうな少女である。

「君きみの友とも達だちには、ずいぶんと助けてもらっている」

　リオスはその手を握にぎった。

「ええ。街まちの施せ療りよう院いんをウルサさんひとりに任まかせて、駆かけつけてきてくれたんですからね。感かん謝しやしなくちゃ」

「ディディ、君にもな」

　この科白せりふに、ブランは当てられては堪たまらないというような顔をしてその場を離はなれる。

「あなたの行く道には、常つねに私が隣となりにいるのよ」

　少女は背せ伸のびして、リオスの頰ほおに口づけした。

　リオスはディディの鼻はなを軽くつつくと、長い金きん髪ぱつを風になびかせて空を見上げた。

「……どうしたの？」

「いや、ふと思い出したのさ」

　彼は少女の肩かたを抱だいた。

「君と俺を引き合わせてくれた奴やつのことをね。……奴は今でも、この空の下で戦っているのか、そう思ったんだ」

「そうね。……多た分ぶん、今でも」

　ディディはリオスの腕に頭を預あずけた。
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「いい加か減げん、しつこい男だな、お前さんも！」

「それはお互たがい様さまだ」

　フレオリックは今だに、シャインデルとの決けつ着ちやくをつけられずにいた。

　二人とも、焦あせりの色と疲ひ労ろうとが、混まじり合う形で顔に現われている。

（こうなると……賭かけに出るしかないぜ）

（もとより惜おしい命ではないか……）

　彼らは危き険けんな決意を胸に抱いだき始めていた。

　外はずせば、即そく、死。次の一いち撃げきで確かく実じつに勝しよう敗はいは決まる。

「…………白き死よ」

　リックは腰こしを落とし、剣けん先さきを引き気ぎ味みに低く構かまえた。

　氷ひよう剣けんはブーンという唸うなりを上げ、白く輝かがやいた。

「行くぜ、炎えん狼ろう」

　シャインデルは鉄てつ杖じようを担かつぐように背せ中なかに回し、膝ひざを深く曲まげた。

　杖つえは共きよう振しんし、先せん端たんが深しん紅くの炎ほのおに包まれる。

　だが、二人がまさに最後の一いち撃げきを放はなとうとしたその時。

「大気が鉛なまりと化かして……あらゆる動きを止める」

　シャインデルとリックの全身に、突とつ然ぜん、人間が耐たえ得うる限げん界かいに近い荷か重じゆうがかかった。

　ズンッ！

「……！」

「何だと！」

　シャインデルは、杖の重みに堪たまらず膝を床ゆかについた。

　もともと、アマラの体重と同じくらいの重さのある炎の鉄杖である。普ふ通つうの人間なら、腕がボキリと折おれていてもおかしくないところだ。

「セイル・グレイか……」

　フレオリックは剣けんを支ささえに辛かろうじて立った姿し勢せいを保たもちながら、魔ま道どう士しの方を振り返った。

「要いらぬ水を差されるのは、これで二度目だな」

「間まに合いましたか……」

　額ひたいに汗あせを滲にじませたセイルは、マギの杖を下おろした。

「馬ば鹿かげた戦いは止やめてもらいますよ」

「もう少しでケリがつくんだ、やらせろ」

　とは、シャインデル。

「ニンとアマリエが連れていかれたんですよ！」

　セイルは、バンッとこぶしで壁かべを叩たたいた。

　普ふ段だん温おん厚こうな彼には珍めずらしい、激はげしい感情表現だった。

「ニンと……アマリエが？」

　シャインデルはこの時初めて、ダイモニオンが二人を連れていたことを思い出した。

　戦いに熱ねつ中ちゆうしていたシャインデルは、彼女たちの姿を目では捉とらえながら、まったく注意を向けていなかったのだ。

「……そうだ。確たしかに二人はいた」

　冷静さを取り戻もどしてみると、ニンがさらわれたのは自分の責任だということが分かる。

「すまん、セイル」

　彼は炎の鉄杖から手を離はなした。鈍にぶい音を立てて、鉄杖は床に落ちた。

　だが……。

「……私には関係のないことだ。この決けつ闘とうは続ける。術じゆつを解とけ、セイル・グレイ」

　リックは言った。

「いえ、そうはいきません」

　セイルはかぶりを振ふる。

「ならば……お前も斬きる」

「無理ですよ。あなたたちは非ひ常じように強い〝呪じゆ波は〟の鎖くさりに捉われています。動けません」

「……警けい告こくはした」

　リックは剣の先せん端たんをわずかに床から離した。

「えっ？」

　セイルは目を見み張はった。指ゆび先さきどころか、目ま蓋ぶたさえ動かすことができないはずだ。

　それが……。

「氷ひよう……竜りゆう……よ！」

　バチッ！

　何かが弾はじけるような音が響ひびき渡わたった。

　刹せつ那な、リックはセイルに向かって足を踏ふみだすと、吹雪ふぶきを巻き起こす氷剣を振り上げた。

「オオオオオオッ！」

「七なな色いろの輝かがやきをひとつの盾たてと……！」

　セイルは〝呪波〟を練ねって障しよう壁へきを張ろうとしたが、間に合わない。

　マギの杖の連続使用による疲ひ弊へいのため、わずかに反はん応のうが遅おくれたのだ。

　銀色に光を反はん射しやする氷剣が、セイルの心しん臓ぞうを狙ねらう。

　その時。

「頭を下げなさい、坊ぼうやっ!!」

　セイルの背はい後ごから鋭するどい声が飛んだ。

「……！」

　半なかば転ころぶような形で、魔道士はその場に伏ふせる。

　ギュンッ！

　その頭ず上じようギリギリのところを、何かが風を斬って通り過ぎていった。

　そして、それはちょうど、グリードを握にぎるリックの腕うでにガッと突つき立つ。

「……サイベル……か？」

　リックは腕に刺ささった細ほそ身みの剣を見てつぶやいた。

　彼は急速に意い識しきを失い、セイルの目の前で崩くずれ落ちた。

「ふう……」

　セイルは大きくひとつ息をついた。

「詰つめが甘あまいわね、セイル坊やも」

　サイベルはリックの傍かたわらに立つと、彼の腕から剣を抜ぬき、その刃やいばを確たしかめる。

「……ったく、フロランド！」

　彼女は舌した打うちし、侍じ女じよの名を怒ど鳴なった。

「は～い、ご主人さま」

　フロランドはちょこちょこと進み出る。

「どうして赦ゆるしの剣を渡すのよ！　慈じ悲ひの剣か、悔かい恨こんの剣なら、後あと腐くされがなかったのに！」

　サイベルが咎とがめると、フロランドはペロリと舌を出した。

「またまた、そういうご主人さまだって急きゆう所しよを外はずして、腕を狙ねらったじゃないですか」

「……ふん、口だけ達たつ者しやになって」

　サイベルは剣を放ほうってフロランドに渡す。

「……とにかく、ありがとう」

　セイルは立ち上がってサイベルに言った。

「あら、素す直なおで可か愛わいいじゃない」

　サイベルは彼の頭を撫なでる。

「……僕ぼくの方が年とし上うえなんですけどね」

　セイルはちょっと不ふ満まん顔がおだ。

「おい、ところで俺おれの術を解いてくれないか、セイル」

　動きを縛しばりつけられたままのシャインデルが声をかける。

「俺のこと、忘わすれていただろ？」

「……忘れてました」

　セイルは〝呪波〟を解かい除じよした。

「ふう」

　シャインデルは床に座すわり込むと、倒たおれているリックに目を遣やった。

「……奴やつとの勝しよう負ぶに熱あつくなり過ぎて、ニンとアマリエが連つれていかれるのに気がつかなかったとはな。情なさけない話だ」

「いえ、情けないのは僕も同じです。あの神しん官かんひとりを相手に手も足も出なかった。アマリエが機き転てんを利きかせてくれなかったら、僕らは全員死んでいました」

「アマリエ……か」

　シャインデルはこぶしを口に当てた。

「それより、セイルさん」

　フロランドが魔ま道どう士しの袖そでを引っ張った。

「アマラさんが来ますよ。すっっっっっっごい、顔して」

　少女は指で眉まゆ毛げを釣つり上げてみせる。

「……カミロ、起こすのが早過ぎますよ」

　セイルは天を、いや、天てん井じようを仰あおいだ。
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「お初はつにお目にかかります、ニン姫ひめ」

　ダイモニオンがミシュハバード太たい主しゆ家けの後こう継けい者しやを連れて〝悪あく魔まの胎はら〟に帰き還かんすると、三神官の残りの二人は大岩の中心に位置する円えん形けい広ひろ間まで出で迎むかえた。

　いつもと変わらぬ、薄うす暗ぐらい空間だ。

　歪ゆがんだ壁かべと湿しめった生なま暖あたたかい空気が、まるで生き物の胎たい内ないにいるかのように感じさせる。

「私は神官筆ひつ頭とうのハイン。そしてこちらがオリヴィエです。……まあ、ご存ぞんじでしょうが」

　三つ並んだ椅い子すの真まん中なかに座すわるセイルそっくりの神官は、にこやかに自じ己こ紹しよう介かいした。

　その隣となりでオリヴィエは、表情をまったく動かさずにじっとニンを観かん察さつしている。

　彼の冷つめたい視し線せんに、ニンは底そこ知しれぬ残ざん酷こくさを感じ取った。

「私をどうするつもりですか？」

　ニンは恐おそれを圧おし殺し、気け高だかいその顔を上げてハインを真まっすぐに見た。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言いましょう。貴女あなたには礎いしずえになって頂いただきたい。この世界を救すくう礎にね」

「あなたの言っていることの意味が分からないわ」

「刻ときは近づいています。徐じよ々じよに説明しますよ、貴女には納なつ得とくして死んで頂きたいですから」

「……ここに連れ込まれた娘むすめたちはどうなったの？」

　少女は、三神官の命令で〝悪魔の胎〟に連れ去られた者たちのことを尋たずねた。

　反はん乱らん派はに加か担たんする者の中には、そうした娘むすめ狩がりの被ひ害がい者しやの親もいるのだ。

「〝悪魔の胎〟が降おりて以来、毎日のように若い罪つみのない娘たちがさらわれたわ。あの子たちの家族は、今だに帰りを待っているのよ！」

「彼女たちのことは残念でした」

　ハインは頭かぶりを振ふる。

「無む駄だ死じにではなかった、とだけ答えておきましょう」

「……そんな」

　ニンは顔を伏ふせた。涙なみだが溢あふれそうになるのを、ハインに見られたくなかったからだ。

「さて」

　ハインはこれで話は終わったというように立ち上がって、後こう方ほうに控ひかえる少年の方に顔を向けた。

「ルシアス、この方かたを丁てい重ちように部へ屋やまでご案内しなさい」

　少年は進み出て、ニンの腕うでをつかんだ。

「こっちだ」

　と、声をかけて引き立てていこうとした彼は、少女の顔を目にしてさっと顔かお色いろを変えた。

「あ、あんたは！」

「……どうした、ルシアス」

　少年の背せ中なかで、オリヴィエの静かな声。

　その声に、ルシアスはすべてを見み透すかされていそうでゾッとなる。

「えっ？　ええ、と……。その、あんまし可か愛わいいから、その、驚おどろいちゃって……すいません、連れていきます」

　ルシアスは誤ご魔ま化かすと、努つとめて平へい静せいを装よそおって、ニンとともに広間を出た。




「……そんなにキツく握にぎらなくても、逃にげませんよ」

　緊きん張ちようした面おも持もちで進むルシアスに、ニンは手を緩ゆるめてくれるよう、やんわりと頼たのんだ。

　広間から十じゆう分ぶんに離はなれると、ルシアスはクネクネと曲まがる階かい段だんを下おりながら、ニンの腕をつかんでいた手をそっと緩めた。

「……あんた、あの時の子だろ？　あの〝雨あま垂だれ〟通どおりの？」

　彼は歩ほ調ちようを変えずに少女にささやいた。

「あの……時の？」

　ニンは頭を傾かたむけて不ふ思し議ぎそうにルシアスの顔を見る。

「やっぱ、覚おぼえてないよなあ……」

　少年の口からため息が漏もれる。

「……ごめんなさい」

「い、いや、いいんだよ」

　ルシアスはニンにあてがわれた地ち下かの部屋の前まで来ると、すまなそうに鉄の扉とびらを開く。

「ごめんよ、ここなんだ。良い部屋とは言えないけど、ここじゃマシな方さ」

　それはリックに与あたえられたものと大たい差さない、狭せまい部屋だった。

　ただ、扉は重く頑がん丈じような鉄てつ製せいで、外から鍵かぎがかかるようになっている。

「何か要いるものがあったら、声、かけてよ。おいら、ずっと扉の外にいるからさ」

「ありがとう」

　扉が閉しまり、鍵がかけられる。

　ルシアスはその扉に寄より掛かかるようにして座り込んだ。

「よりによって、お姫ひめ様さまか……」

　また、ため息がでる。

（身み分ぶん違ちがいの勘かん違ちがい、お話にもならないね）

「……まだ、いてくれてる？」

　扉の奥おくから声。

　ルシアスはバッと振り返った。勢いきおい余あまって、鼻はなの頭を扉にぶつける。

「って！　……あ、ああ、もちろん！　どうしたんだい!?」

「……ううん」

　クスリという小さな笑い声。

「ただ、今まで同じくらいの歳としの子と、お話したことなかったなあ、と思ったの」

「そ、そうなの？」

　自分でも間ま抜ぬけに聞こえる返へん答とうである。

「で、でもさ、いい暮くらししてたんだろ？　きれいな服着て、おいしいもの食べて……。ええと、それから……」

　ルシアスの育った環かん境きようでは、太主家の生活などまったく想そう像ぞう不ふ可か能のうである。

（ううっ、話が続かない！）

　少年は頭を搔かきむしった。

「……私は末ばつ子しよ」

　ニンは扉に寄り掛かかり、ちょうど扉を挟はさんでルシアスと背せ中なか合あわせになるように座すわった。

「家は宮きゆう殿でんの外。貧まずしくはなかったけれど、贅ぜい沢たくなんか全ぜん然ぜん。会える人も母と、家か令れいぐらい。お早はようございます、お休みなさい、ぐらいしか口をきかない日が、一か月も続くことがあったわ」

「ずいぶん息いき苦ぐるしい感じだね」

「そうね」

「じゃあさ、お姫様なんて止やめちまえばいいじゃないか？」

「本ほん当とうにそうできたら、いいわね。……そうしたい、そうして好きな人と一いつ緒しよに世界中を旅して……。いいな、本当にそうできたら」

　ニンの声が震ふるえた。

　少女が思い出していたのは、セイルの姿すがただった。

　出会ってからほんの数日。だが、若き魔ま道どう士しの包み込むような優やさしさは、ニンにかつて味あじわったことのない安やすらぎと喜びを与あたえていたのだ。

「……好きな人、いるんだ」

　と、ルシアスの声は暗くなる。

「えっ？　……もう、やだ」

　ニンは笑った。

「そういうのとは違うの。ただ……、憧あこがれているだけ。歳も離はなれているし、私のことなんか、妹ぐらいにしか思ってくれていないでしょうね」

「そうか……」

　ルシアスの胸は痛いたんだ。

（……こんなドブネズミみたいな奴やつ、相手にされる訳わけないじゃないか。思い上がるなよ、馬ば鹿かルシアス）

　少年は自分に言い聞かせる。

　だが、ふとその時、彼の脳のう裏りにあのシャガードの下げ卑びた笑い顔が浮うかんだ。

（そうだ！　忘れてた！　この子をここに置いとく訳わけにはいかない！　ここにいれば、絶ぜつ対たいあいつが！）

「ねえ！　今こん晩ばん遅おそくまで起きていられるかい!?」

　ルシアスは立ち上がって扉とびら越ごしに尋たずねる。

「ええ、でも……」

「いいかい、おいら、真ま夜よ中なかにまた戻ってくる！　それまで誰だれとも口きいちゃいけないよ、いいね！」

　ルシアスは駆かけ出した。

「あっ、待って！　あなたの名前は!?」

　ニンは遠くなってゆく足あし音おとに呼びかけた。

　だが、その声は少年の耳まで達とどくことはなかった。




　　　　＊　＊　＊




「…………」

　リックは目め覚ざめた時、武ぶ器きを奪われても、縛しばり上げられてもいなかった。

　もぬけの殻からとなった反はん乱らん派はの拠きよ点てんに、傷きずの手当てを受けた上でひとり残されていたのだ。

「サイベルにしてやられるとはな」

　リックは自じ嘲ちようの笑えみを口くち元もとに浮かべて立ち上がった。

　ふと、壁かべを見ると、そこには短たん剣けんで羊よう皮ひ紙しが留とめられてある。

　おそらく、他ひ者とに読まれないようにと考こう慮りよしたのだろう。

　達たつ筆ぴつな中ちゆう世せいエラーン語で、その文章はこう書かれていた。





　ピュティアは無ぶ事じ。

『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』と一いつ緒しよです。

　淋さびしそうですよ。






「セイル・グレイか……余よ計けいなことを」

　リックは羊皮紙を引き剝はがした。




「おや、戻ってきたんですね」

　椅い子すの中でわずかに身じろぎして、ハインは黒こく衣いの剣けん士しを見た。

　リックが〝悪あく魔まの胎はら〟に戻った時、三神しん官かんとアマリエが彼を迎むかえたのは例の広間だった。

　ゲールラッハとアノーも、その場に同席していた。

「意外だったか？」

　リックは表情を動かさずに尋ね返す。

「期待は半分、てところでしたかね」

　ハインはサラリと言ってのけた。

「鉄てつ杖じよう使つかいとの決着はついたのか？」

　と、尋ねたのはダイモニオン。

「第二幕まくに持ち越こしだ」

　リックは頭かぶりを振ふった。

　この時、アマリエの瞳ひとみにほんのわずか、安あん堵どの色が過よぎる。




　リックの帰き還かんを目にした瞬しゆん間かん、彼女はシャインデルが倒たおされたとの確かく信しんを抱いだいた。

　そして、シャインデルの存そん在ざいが自分の胸の中で大きな部分を占しめるようになっていたことに、アマリエはこの時初めて気がついたのだ。

　大たい切せつな人を失う悲しみを、初めて知った。

　リックが勝しよう負ぶがつかなかった、と語るまで、彼女の全身を悪お寒かんが走り、その震ふるえを止めることはできなかった。




「そう言えば、アマリエ……」

　ダイモニオンが唐とつ突とつに、からかうような調子で女おんな魔ま道どう士しを振り返った。

「な、なに？」

　アマリエはハッとなる。今考えていたことを、見み透すかされたような気がしたのだ。

　だが、巨きよ人じんの表情は、そうではないことを語っていた。

「お前、ハインに聞くことがあったんじゃないのか？　あの魔道士のことで？」

「……そうよ、……そうだわ！」

　アマリエは咎とがめるような顔を作ると、身体からだを捻ひねってハインを見上げた。

「あの若い魔道士、まさか他人の空そら似にとは言わないわよね？　あのセイルって子、マギの杖つえまで持っていたのよ！」

「その件に関しては、俺おれも関かん心しんがある」

　珍めずらしくオリヴィエがうなずく。

「あのセイルという魔道士には、トルケマーダも腹を立てているのでな」

　トルケマーダとは、オリヴィエの黒い騎き竜りゆう。この血に飢うえた邪じや竜りゆうは、アラアト・アル・ガバルにおける戦いで、セイルに手て酷ひどい傷を負おわされていたのだ。

「……私は直接会っていませんからね。何か言えといわれても」

　ハインは困こまったような表情になったが、リックやゲールラッハたちを含ふくめた全員が自分の方を見つめていることに気がつくと、諦あきらめたように眉み間けんに指をやった。

「ええ。心当たりはありますよ」

「ほう、お前が女にうつつを抜ぬかしたことがあったとはな」

　と、ダイモニオンが恐おそろしげな笑えみを浮うかべる。

「根っからの朴ぼく念ねん仁じんではなかった訳わけか」

「そういうことじゃありませんよ。あれは……もう二十年以上も前のことになりますか。フレオリック、あなたの師し匠しようのロヴァルと会ったのもその頃ころのことです」

「……我わが師を……知っていたのか？」

　リックが眉まゆをひそめた。

「しばらく一緒に旅をしたんですよ。まあ、今はその話はいいでしょう。……僕ぼくはさらにその百年ほど前から、〝呪じゆ波は〟と人間の生命力の関係について興きよう味みを持って、実じつ験けんを繰くり返していました。その結果生まれたのが、このマギの杖です」

　ハインは椅い子すの横に立て掛かけてあった杖を手に取った。

　漆しつ黒こくにキラキラと星のような輝かがやきが浮かび上がる杖。

　セイルの持っている杖と、外がい見けんは寸すん分ぶん違たがわない。

「セイル・グレイは、至し神しん智ち教きよう団だんから杖を授さずけられたと言っていたが？」

　リックはアノーたちの方を見た。

「ええ。最高の魔道士の証あかしとして、総そう司し教きようが彼に与あたえたものです」

　アノーはうなずく。

「グフ、我わが教団が彼を追おっているのは、杖を取り戻もどしたいという側そく面めんもあるのですよ」

　と、ゲールラッハが首の贅ぜい肉にくを震ふるわせた。

「その若者が持っているのは……」

　ハインは続けた。

「後こう代だいアールヴが真ま似ねて作った模も造ぞう品ひんです。しばらくマギの杖をアールヴの長おさに預あずけていたんですよ。アールヴの制せい作さくしたマギの杖と、この〝真〟マギの杖の相そう違い点てんは、アールヴのものが〝呪波〟の濫らん用ようを防ふせぐために術じゆつ者しやの生命力を消しよう費ひするのに対し、私のマギの杖は術者の周囲の人間の生命力を吸すい取って使います」

「合ごう理り的てきだな。魔ま法ほうを使う度たびに己おのれの命を縮ちぢめるなど、馬ば鹿かげている」

　静かにオリヴィエが口を挟はさむ。

「私もそう思います。ですが、私は同時に、このアールヴのマギの杖を使って、ある実験が可か能のうになるのではないか、と思ったんです。人間の〝すべて〟の生命力を〝呪波〟に転てん換かんしてしまうとどれほどの〝力〟を生み出せるものかを知る実験がね」

「それがセイル・グレイとどう絡からむ？」

　リックが尋ねる。

「その実験のためには、ある種の人間が必要でした。〝呪波〟の才さい能のうを持ち、最終的に死が訪おとずれることになろうとも〝呪波〟の連続使用を恐おそれない人間が。そのために、私が自分の血をもとに作り出したのが、その若い魔道士……なんでしょうね、多た分ぶん」

　ハインは微ほほ笑えんだ。

「多分？」

　アマリエが美しい眉まゆをひそめる。

「ちょっと確信が持てないもので。二十年少し前ですか、〝彼〟を作ったのは。私はその子を至神智教団のふもとにある村の農のう夫ふに預あずけ、将しよう来らい教団で〝呪波〟の修しゆ業ぎようができるようにお膳ぜん立だてしました。年ねん齢れいや外見は一いつ致ちするんですが、セイルという魔道士、アノーやゲールラッハたちから話を聞くと、私の設せつ定ていした性格づけから、大だい分ぶずれているみたいですね」

　ハインは教団から派は遣けんされた二人の使し節せつに目を遣やった。

「性せい格かく形けい成せいには、グフフ、ずいぶんと不ふ確かく定ていな要よう素そもありますからねえ」

　ゲールラッハは頭を下げた。

「しかし、間ま違ちがいはありませんな。祖そ師しの仰おつしやられた子供の、成長した姿すがたがセイル・グレイ君です、グフ」

　これにはアノーも固かたい表情でうなずき同意を示す。

「……セイルはあなたの分ぶん身しん、ということ？」

　と、アマリエ。

「模造品というところだろう。杖つえと同様にな」

　オリヴィエが冷れい笑しようを浮かべた。

「なるほど、トルケマーダがてこずる訳わけだ」

「これで疑うたがいは晴れましたか？」

　ハインはアマリエの肩かたに手を置いた。

「……！」

　普ふ段だんならなんでもないこの行こう為いに、アマリエはビクンと身体からだを硬こう直ちよくさせた。

「……どうしました？」

　彼女の小さなアゴに指を当てて引き起こし、瞳ひとみをのぞき込むハイン。

「何でもないわ」

　アマリエはすっと彼の手をかわす。

「……疲つかれたみたい。休ませて」

　そう告つげると、アマリエはそのまま広ひろ間まを出ていってしまった。

「さて……」

　ハインはリックの方を振り返った。

「あなたも休きゆう息そくを取って構かまいませんよ。ニン姫ひめを押おさえた今、反乱派は必ひつ死しになって奪だつ回かい作戦に出てくるでしょう。そうなればあなたにまた出で番ばんが回ってきます。鉄てつ杖じよう使つかいとの勝負、その時につけるといいでしょう」




「あっ！　先生！」

　リックは与えられた部屋に戻る途中、回かい廊ろうを忙いそがしそうに駆かけるルシアスに出会った。

「も、戻られたんですね！」

　ルシアスは黒こく衣いの剣けん士しの姿を認みとめると、急きゆう停てい止しをかけて立ち止まった。

「……何をしている？」

　長い縄なわを担かつぎ、蠟ろう燭そくを山ほど握にぎった少年を見て、リックは不ふ審しんそうに片かた眉まゆを上げる。

「えっ!?　これは、あの、……と、その……」

　口ごもるルシアス。絵に描かいたような怪あやしさである。

「ハインたちに言いつけられたのか？」

　リックは少年に逃にげ道を作ってやる。

「へっ？　……そ、そう、です！　いろいろ言いつかっちゃって、もう、忙しいの何なんの」

「……そうか。では、仕事に戻れ」

　リックは軽くうなずくと、そのまま部屋に向かった。

「こ、今こん度どまた、稽けい古こ、お願いします！」

　ルシアスはその背に頭を下げる。

「……稽古をつけた覚おぼえはない。お前が勝かつ手てに見ているだけだ」

　リックは振り向きもせずにそう告げた。




　部へ屋やに入ってひとりになると、リックは寝しん台だいに仰あお向むけに横たわり、蠟燭の明かりが薄うす暗ぐらく照てらしだす天てん井じようを見上げた。

「あの連れん中ちゆうに情なさけをかけられるとはな……」

　彼は低くつぶやく。

　騒そう々ぞうしいピュティアの消えた静かな空間に、時間がゆっくりと流れていった。

　獣じゆう脂し蠟燭の炎ほのおが大きく揺ゆれて、そして消える。

　暗くら闇やみの中、ややあってリックは体を起こし、氷ひよう剣けんの柄つかを握った。







　第三章　脱だつ出しゆつ行こう







　アゼラ太たい主しゆシモンの公こう邸ていは、短い夏を迎むかえていた。

　一年の三分の二は雪に覆おおわれている中なか庭にわも、今は緑に色いろづいている。

　市し中ちゆう警けい備び担たん当とうのジェド隊たい長ちようは、サイモニデスを伴ともない、太主シモンとの謁えつ見けんに臨のぞんでいた。

　とは言っても、そう堅かた苦くるしいものではない。まだ二は十た歳ち前のシモンは、暗あん殺さつ未み遂すい事件の際さいのジェドの働きを高く買っており、彼を友人として遇ぐうしていたのだ。

「陛へい下か、け、賢けん者じや……サイモニデスをお連つれしました」

　ジェドは、目め付つきの悪い小こ柄がらな老人を太主に紹しよう介かいした。

　サイモニデス本人がそう呼べと言うので賢者という肩かた書がきをつけたが、これが真実である確かく証しようをジェドは抱いだけない。賢者という言葉を口にするたびに、吹ふき出しそうになる。

「よく来てくれた」

　シモンは玉ぎよく座ざから、老人に気さくに声をかけた。

　これに対し、サイモニデスはまるで聞こえなかった振ふりをして外方そつぽを向いた。

「こ、こら、爺じいさん」

　ジェドが焦あせって、返事をするように促うながす。

「いや、いい」

　シモンは微ほほ笑えみながらジェドを制せいすると、玉座から下りて老人の前までやってきた。

「教えを乞こうためにお呼びしておきながら、高たか処みから座すわったままでとは失礼をした」

　この国で一番の権けん力りよく者しやは、見み窄すぼらしい年とし寄よりに頭を下げる。

「……ふん」

　サイモニデスは鼻はなを鳴ならしたが、その目は笑っていた。

「お主ぬし、若いながら、なかなかのものだの。ここ数代のアゼラの太主では特に秀ひいでておる」

「……まったく、また、何百年も生きてきたようなことを」

　いつもの老人の法ほ螺らだと思ったジェドは、額ひたいに手をやる。

「さあ、賢者殿どの、こちらへ……」

　シモンは二人を、隣となりの別べつ室しつへと招まねいた。

　その部屋にはすでに、別の若者がひとりいて、彼らの登とう場じようを待っていた。

「紹介しよう」

　太主の姿を見て若者が立ち上がると、シモンはサイモニデスたちに向かって言った。

「アルダーブルのエツェル殿だ」

「……その名は耳にしたことが」

　と、少し考え込むジェド。

「そう、確たしか太主の若き懐ふところ刀がたなで、バールベクの統とう治ちを任まかされた文ぶん官かんの名が……」

「統治を任された、といっても、他の二人の五十人隊長との共きよう同どう作さ業ぎようですから……」

　エツェルは、はにかんだ様よう子すだ。

　文官特とく有ゆうの如じよ才さい無なさは皆かい無む。誠せい実じつさの塊かたまりのような青年である。

「その文官様が、この北の外れまで何の用だ？」

　あまり興きよう味みがなさそうにサイモニデスが尋たずねる。

「あなたを探さがしてですよ」

　エツェルは答えた。

「バールベクやアルダーブルでも、この地と同じく様さま々ざまな異い変へんが起きているのです。それで、我わが太主オルデリスク陛下は、賢者として名な高だかいあなたのご意見をうかがいたいと」

「あのガキが、わしのことを覚えていたか？」

　サイモニデスは少し、嬉うれしそうに目を細める。

「……そんなに有名だったんですか、この爺さん？」

　ジェドは改あらためてサイモニデスを見み直なおしてみる。

　どう見てもただの因いん業ごう爺じじいなのだが……。

「ようやく分かったか？　ブランウェンにわしの偉えらさをよく伝えておけよ」

　サイモニデスは、ジェドをにらみ上げた。

「まったく、あの娘むすめ、少し尻しりを撫なでたくらいで大おお騒さわぎしおって……」

　ガンッ！

「って！　何をする！」

　太主も一いち目もく置く賢者の頭に、思わずジェドはこぶしを落としていた。

　感情で動くことは滅めつ多たにない好青年のジェドだったが、ブランウェンに厭いやらしいことをしたと聞いた途と端たん、自分でも気づかぬうちに手が出ていたのだ。

「あの娘の尻は、お前のものかい!?」

　涙なみだ目めになる老人。

「ば、馬ば鹿かなことを！」

　と、否ひ定ていしながらも、顔が赤くなるジェド。

「あの子はシャインデル隊長の妹であって、隊長は僕ぼくに家族のことは頼たのむと言われたんだ」

「尻のことまで頼まれたのか!?」

「そ、そんな訳わけないだろ！　若い娘にあんたが年がいもなく……」

「なるほど、若いお前なら触さわっていいのか？」

「違ちがう！」

「触りたくもない、と？」

「違う！　じゃない、違わない！　でもない！　だから、僕は隊長を尊そん敬けいし、それだけであって……、それだけじゃない、あのブランウェンは幼おさな馴な染じみだし……ああっ！」

　説明しようとして収しゆう拾しゆうがつかなくなってしまったジェドは、愉ゆ快かいそうな顔をして自分を見るシモンとエツェルの視し線せんに頭を抱かかえ込む。

「ジェド……、若いな」

　笑いを嚙かみ殺す太たい主しゆに声をかけられて、ジェドはハッとした。

「も、申もうし訳ありません！」

　彼の顔はますます赤くなる。

「いや、それは構かまわないのだが、時間がない。賢者に話をうかがっても構わないかな？」

「……はい」

　ジェドはうなずいてから、後で覚おぼえていろ、と言うような顔でサイモニデスを見た。

「老サイモニデス」

　シモンはみなに椅い子すを勧すすめて、一同が座すわるのを待ってから賢者を名な乗のる老人に呼びかけた。

「あなたの助じよ言げんに従したがい、我われ々われは〝蝕しよくの刻とき〟に起こるかも知れない災さい害がいに備そなえて、食しよく料りようその他の準じゆん備びを調ととのえました。あなたの話では〝蝕〟まであと二日」

「二日？　それでは、私がこうして来たのは手て遅おくれということですか？」

　すでに、おおよその話はシモンから聞いていたのであろう。

　エツェルの顔に落らく胆たんが影かげを落とす。

「そうは言っておらん」

　サイモニデスは元気づけるように背せ伸のびして、長身のエツェルの肩かたに手を置いた。

「太主のオルデリスクには、わしが〝徴〟を使って報しらせよう。〝徴〟の前に、距きよ離りは無意味だからな。それで、いくらか打てる手もあるだろう」

「ありがとうございます」

　エツェルは、ほっとした表情で一礼した。

「しかし……」

　シモンは憂うれいの色を浮うかべて、顔の前で手を組んだ。

「これはひとつの時代の終わりを示すものなのだろうか？　天てん変ぺん地ち異いがエレネイ全土を襲おそい、至し神しん智ち教きよう団だんとザモーラという聖せい俗ぞく二大勢せい力りよくの間では、戦せん端たんが開かれようとしている。そして、この〝蝕〟……」

「シモンよ」

　サイモニデスは真ま顔がおになった。

「わしの分かる範はん囲いでこれから説明しよう。あんたの今の言葉……この一いち連れんの現げん象しようの本質を突ついておるぞ」

　エレネイの歴れき史しを見つめ続けてきた謎なぞの老ろう賢けん者じやは、語り始めた。
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　ちょうど同じ頃ころ……。

　シャインデルたちはダイモニオンに破は壊かいされた地ち下かの隠かくれ家がを捨すてて、街まちの施せ療りよう院いんに拠きよ点てんを移していた。

　撤てつ退たいの指し揮きを執とったのは、シャインデルとサイベル。

　二人が陣じん頭とうに立った反乱派残ざん党とうの移動は迅じん速そくだった。ダイモニオンの命めいで、傭よう兵へいと鼠ねずみ人にん間げんが反乱派の掃そう討とうに現われた時には、地下の隠れ家はもぬけの殻からになっていたのだ。

　しかし……。

「あんな狭せまい部へ屋やに押おし込まれるなんて、約束が違ちがうじゃない」

　サイベルは不ふ機き嫌げんだった。

「仕し方かたありませんよ～」

　フロランドは頭かぶりを振ふる。

「ここはもともと普ふ通つうのお家うちなんですから～。人ひと目めを避さけられる部屋は、地下に二つしかないんですよ～」

　サイベルとフロランド、また回かい復ふくが遅おそく立てないキムリ、それにアマラは寝しん台だいがひとつしかない一室を共きよう有ゆうすることになった。

　それでもシャインデルたちに比べればマシな方だ。ほぼ同じ広さの隣となりの部屋に、彼とセイル、ヒュオン、ビゲリス、カミロ、ギル、その上ダル・ハーまでが寝ね泊とまりすることになったのだから。

「あ～っ、貧びん乏ぼう臭くさい、貧乏臭い、貧乏臭い、貧乏臭い、貧乏臭い、貧乏臭い、貧乏臭い、貧乏臭～いっ！　こんなの許ゆるせない！」

　サイベルは手て足あしをジタバタさせて暴あばれる。

「これで食事まで悪かったら、私、本気で暴れるわよっ！」

「もう暴れてますよ……子供なんだから」

　フロランドは口の中でつぶやいた。

　今、彼女たちは、ムアンマルや反乱派の生き残りとともに、屋や根ね裏うら部べ屋やにいる。

　ニンが連つれ去られ、アマリエも奪だつ還かんされた今、次にどう出るかを話し合うためだ。

　だが……。

「……もうおしまいだ」

　ムアンマルは顔を手で覆おおい、嘆なげき続けていた。

「我われらの希望ニン様が三神しん官かんの手に落ちたとあっては、もはやどうすることもできぬ」

　先さきほどからセイルたちが何度声をかけても、老人はブツブツとつぶやくだけなのだ。

　その一方、反はん乱らん派はの生き残った若者たちは、奮ふるい立っていた。

「立ちましょう、シャインデルさん！　今こそ戦いの時だ！」

「もう忍にん耐たいも限げん界かいです！　やるしかありません！」

「勝利か、死を！」

　オーッという歓かん声せいが、この場に集まった十数人の若者の間から上がる。

「だから……」

　シャインデルは忍耐強く説とき伏ふせる。

「正しよう面めんからでは無む理りだ。全ぜん滅めつするぞ」

「ですが、たとえ死んでも、ニン様を見み殺ごろしにはできません！」

　そう言ったのは、まだ十二、三歳さいの少年だ。

　反乱派の主しゆ体たいは、ほとんどがこうした未み成せい年ねん。中には、この施療院の医師のような知ち識しき人じんもいるが、大たい抵ていは理想に燃もえてはいるものの、戦いの経けい験けんが浅あさい若者なのだ。

「待てよ」

　シャインデルは、いい加か減げんうんざりしてきた。

「お前たちが無む駄だ死じにすることを、あのニンが望むと思うのか？」

「……うっちゃっておけよ、シャインデル」

　投なげ遣やりな調ちよう子しでヒュオンが口を挟はさんだ。

　その隣でギルもうなずく。

「ああ。勝かつ手てに突つっ込んで、くたばらせりゃいいさ」

「もう、ヒュオンお兄にいちゃんたちまで、ご主しゆ人じんさまみたいなことを」

　フロランドが唇くちびるを尖とがらせる。

「……ニンは助けるわよ」

　静かなサイベルの声。ついさっきまで喚わめいていたのとは、まったく違う冷れい静せいな口く調ちようだ。

「ご主人……さま……？」

　フロランドが見ると、サイベルはテーブルに肘ひじをつき、こぶしにアゴを乗せて目を伏ふせていた。努つとめて冷静を装よそおっているが、こぶしが白い。ギュッと手を握にぎり締しめているのだ。

「あの子は私たちを助けるために、黙だまって連れていかれたのよ。……このまま借かりを作ったままでいられるもんですか」

「そうですよ！　さすが、ご主人さまです～！」

　フロランドはサイベルに抱だきつき、頰ほお摺ずりをする。

「こ、こら、お止やめなさいったら！」

　サイベルは恥はずかしいのか、邪じや険けんに振ふり払はらおうとした。

「……で、具ぐ体たい的てきにはどうすんだよ？」

　カミロが眉み間けんにしわを寄せて頭を搔かいた。

「この面子メンツじゃ、頭使うのはお前の仕事だぜ、セイル」

「違ちげえねえや」

　吹ふき出すダル・ハー。

「……ダル・ハー、お給きゆう料りよう」

　サイベルが厳きびしい目で賞しよう金きん稼かせぎを見た。

「今、街まち中なかにどれくらいの数の傭よう兵へいが出ているか、分かりますか？」

　セイルは反乱派の若者のひとりに尋たずねた。

「日が落ちて街がい門もんが閉とじられると、普ふ通つうなら街を見回っている傭兵の数はせいぜい五十人ほどですが、昼間の襲しゆう撃げきの後ですから、今こん夜やは総そう勢ぜいで二百人というところでしょうか」

「では、その傭兵を捕とらえてすり替かわり、〝悪あく魔まの胎はら〟に潜せん入にゆうしましょう」

「すり替わる、だと？」

　シャインデルが眉まゆをひそめる。

「私は魔ま道どう士しですからね。〝呪じゆ波は〟を使って顔つきを誤ご魔ま化かすくらい訳わけないですよ」

「ですが、傭兵は二人ひと組みで行動します。一度に入れるのはたった二人です」

　若者のひとりが言った。

「中には、ダイモニオンたち三神官に、鼠人間や傭兵が山ほど。ちょっと厳きびしくない？」

　と、サイベル。

「と言っても、他ほかに道はなし、か」

　シャインデルは苦く笑しよう混まじりに背伸びをして天てん井じようを見上げると、ふと、あたりを見み渡わたしてサイベルに尋ねた。

「おい、アマラは？」

「……部屋よ」

　サイベルは肩かたをすくめた。

「水すい晶しよう球きゆうを見てるわ。邪じや魔ましちゃ悪いと思って」




（〝一の神〟よ……）

　アマラは暗い地ち下か室しつで水晶球を覗のぞき込み、呼びかけていた。

〝一の神〟。

　創そう造ぞう神しんエルを始め、冥めい府ふの女神スヴァニルダ、怒いかりと復ふく讐しゆうの神オーズル、アールヴの光の女神クヴァイカヤ、豊ほう穣じようの神アルディンといった神々を造り出した絶ぜつ対たい神しんである。

　存そん在ざいするすべての宇う宙ちゆうを司つかさどる法則そのもの、と言われる〝一の神〟の本質は、〝運命〟であるとも、〝偶ぐう然ぜん〟であるとも、長年、学者たちの間で議ぎ論ろんされてきた。

　また、双そう方ほうの面を持つ〝二面神〟であると、断だんずる神学者さえいた。

　アマラはそうした〝一の神〟の巫み女こ。

　水晶球を通じて神の啓けい示じを受け、その意い志しを実現することにその半生を捧ささげてきたのだ。

（〝一の神〟よ、お答えください……）

　アマラは、意識を水晶球に映うつる燭しよく台だいの小さな炎ほのに重かさねる。

　意識は水晶球の奥おくへ奥へと深く入り込んで、大いなる神の輝かがやきの一いつ端たんに触ふれた。

（お願いです、答えてください）

　アマラは自分の心に沸わき起こった疑ぎ問もんを、直接〝一の神〟にぶつけた。

（三神官とは、何なに者ものなのですか？　〝一の神〟の預よ言げんを阻はばもうとする彼らは一いつ体たい？）

　彼らが、何なんらかの神の意志で動いていることは明らかだった。

　だが、〝一の神〟に反はん抗こうする神の存在を、アマラは知らない。

〝名を秘ひすべき神〟と呼ばれる謎なぞの神。

　エルの妹神にあたるマルツァディーク神ではないか、とムアンマル老人は言っていたが、アマラにはそうは思えなかった。

　アマラの胸に浮うかんだのは、別の、もっと力の強い神の名だった。

　アマリエのような巫み女こを持つ神。

　三つの月と太陽がひとつに重なる〝月げつ蝕しよくの刻とき〟に、深い関係のある神。

　そして、その信しん仰こうは絶対で、いかなる命令であろうと従わぬことを許ゆるされない神。

（〝一の神〟よ）

　とうとうアマラは尋ねた。
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（彼らの仕つかえる〝名を秘ひすべき神〟とは、あなたのことではないのですか？）

　その瞬しゆん間かん。

　歓かん喜きがアマラの全身を襲おそう。

　これは〝一の神〟が、アマラの言葉を肯こう定ていしていることを示していた。

「そんな！」

　アマラは、テーブルにドンと手を突ついて立ち上がっていた。

　水晶球はその振しん動どうで少し揺ゆれたが、それでも静かに輝き続ける。

「……そんな、ひどいことって！」

　巫女として、信じていたすべてが、彼女の心の中で崩くずれ落ちようとしていた。




「良かった！　無ぶ事じだったのね！」

　セイルとシャインデルが傭よう兵へいを捕とらえるために夜の街に出ようとしていたところに、ひとりの少女が階かい段だんを駆かけ上がり、扉とびらをバンッと開いて飛び込んできた。

「セイル！」

　少女は魔道士の胸に飛び込む。

「……アリシア」

　ほっとした表情になったセイルは、少女の艶つやのある黒くろ髪かみを撫なでた。

「気にしてたんですよ。あなたのことですから、捕つかまりはしないと確信してましたがね」

　アリシアと、ヒルデとユリアの双ふた子ご、それにディーナは、ダイモニオンの襲しゆう撃げきがあった頃には、街で情報を集めるために地下の隠かくれ家がを出ていた。

　それで、今まで連れん絡らくがつかなかったのだ。

「ええ、私たちが戻もどろうとした時に、ちょうど巨きよ人じんが出てきたの。もしもの時はっていうあなたの言葉に従って、私たち、一いち座ざの野や営えい地ちまで戻ったの。そうそう、双子とディーナたちは向こうに置いてきたわよ。もうあの子たちの手伝える状じよう況きようじゃなさそうだったから」

「賢けん明めいでしたね。さすがは森の民たみの長おさです」

　セイルは微ほほ笑えんだ。

「もう、からかわないで」

　アリシアは人ひと目めもはばからずにセイルの頰ほおに口づけしたが、すぐに真ま顔がおになる。

「……それで、被ひ害がいは？」

「ひどいものです。怪け我が人にんを連れ出すのがやっとで、亡なき骸がらは置いてくるしかなかったほどですから」

　セイルはこの時、扉のところに黙だまって立つ、もうひとつの人ひと影かげに気がついた。

「ピュティア？」

　魔ま道どう士しの青年が声をかけると、いつもの快かい活かつさの消えた少女は、か細ぼそい声で尋たずねた。

「……リック、来たんでしょ？」

「ええ……と」

　セイルは助けを求めるような目でシャインデルやカミロを見るが、二人も事情を説明するのをためらう。

「来たわよ」

　代わりに答えたのはサイベルだった。

「ダイモニオンと一いつ緒しよにね。散さん々ざん暴あばれたからやっつけたけれど、殺しちゃいないから、きっともう〝悪あく魔まの胎はら〟に帰っているんじゃないかしら」

　いとも簡かん単たんに自分が倒たおしたような口く調ちようだ。

「……そう」

　少女はサイベルの言葉を半分も理解できぬ様よう子すで、膝ひざを抱かかえて部へ屋やの隅すみに座すわり込んだ。

「もう、なんで連れてきたのよ？」

　咎とがめるような視線をアリシアに向けるサイベル。

「ごめん。でも、どうしても来たいって……」

　アリシアは弱よわ々よわしく弁べん解かいした。

「フレオリックに、やっぱり会いたいんだろうな」

　小さくうなずくシャインデル。

　しかし、

「……あの顔、辛しん気き臭くさいったら、ありゃしない」

　と、赤あか毛げの貴き婦ふ人じんは容よう赦しやなく吐はき捨すてる。

「キツいね、あんた」

　辛しん辣らつなことでは一いち座ざで並ならぶ者のないギルも、これには呆あきれ顔がおである。

「あの子のあんな姿すがたを目にするのは辛つらいな」

　温おん厚こうな怪かい力りき男おとこビゲリスの、ピュティアを見る視線は悲しみに満ちていた。ピュティアが何度か一座を訪おとずれた時、ビゲリスは子供たちの相手をしてもらったことがあるのだ。

「何と言って慰なぐさめていいのか、分からんよ」

　彼は顔を背そむけた。

　こうして、一同が困こまり果はててピュティアを見み守まもっているところに……。

「ごめんなさい、遅おくれて」

　アマラがやってきた。こちらも顔かお色いろは良くない。ぼんやりとした様子で部屋に入ると、そのままセイルの隣となりの席に座る。

「……アマラ」

「あら、ピュティア？」

　声をかけられて、アマラは初めて金きん髪ぱつの少女の存そん在ざいに気がついた。

「どうしたのよ、あなたまで？」

　サイベルが注意する。

「えっ？　な、何でもないわよ！」

　努つとめて明るく振ふる舞まおうとするが、どこかぎこちない。

「……それで、結論はもう出たの？」

　アマラは自分から注目をそらすために、向かいの席に足を投げ出して座るダル・ハーに尋ねる。

「今から傭よう兵へいをとっ捕つかまえに行くんだとよ」

　と、ダル・ハー。

「これから先さきのことは、もう俺おれの知ったこっちゃないがな」

　ダル・ハーがセイルの提てい案あんの概がい要ようをざっと説明すると、アマラは明らかに不同意の顔をセイルに向けた。

　彼女の言わんとすることは、セイルにも分かる。

「大だい丈じよう夫ぶです、マギの杖つえは使いませんよ」

　安心させるように、彼は笑ってみせる。

「大した魔法じゃないですからね。杖の力を借かりるまでもありません」

「あなたはそう言って、いつも、わたしを騙だましてきたわ」

　アマラは感情が迸ほとばしりそうになるのを必ひつ死しに抑おさえながら、頭かぶりを振ふった。

（……そう、あなたはわたしをずっと苦しめてきたのよ！）

　心の中だけの悲ひ痛つうな叫さけび。

（あなたとなんか、出会わなければ良かったのに！　どうして!?）

「……駄だ目め、絶ぜつ対たいに。それにたった二人なんて、死にに行くようなものよ」

「でも、それ以上は傭兵に化けて入り込むのは無む理りです」

　セイルは反はん論ろんする。

　その時。

「……五、六人までなら、潜もぐり込めるよ」

　あらぬ方かたを見つめながら、ポツリとピュティアが漏もらす。

「はあっ？」

　ダル・ハーが問とい返す。

「何言ってんだ、おめえ？」

「あたしは盗とう賊ぞくだよ。あんな所に閉とじ込められたら、逃にげ道のひとつや二つ、探さがしとく癖くせがついてんだ」

「五、六人、ですか？」

　セイルは考え込む。

「僕ぼくとシャインデルの他ほかに……」

　そう言いかけたところで全員が手を挙あげた。老ムアンマルまでもが身を乗り出す。

「サイベルさん……、それにアマラ」

　セイルは仕方なしに、という様子で選んだ。

　どうせこの二人は、駄目だといってもついて来るに決まっているからだ。

「ヒュオン、カミロ、ビゲリス、あなたたちは反はん乱らん派はの人たちと行動をともにしてください。アリシアとギルは一座で待たい機きして」

　ほとんど全員から不満の声が上がったが、次の一言でみな黙だまり込んだ。

「僕らが倒れた場合、後を任せられる人が必要なんです」

「……分かったよ。だが無理はするな」

　カミロはうなずき、セイルの腕うでをつかんだ。

　しかし……。

「あたしは行く」

　ピュティアが言った。

「危き険けんです」

　セイルは頭を振る。

「……なら、道は教えない」

「もう、我わが儘まま言うんじゃないの！」

　サイベルが叱しかりつけた。

「リックに会うんだよ！」

　ピュティアは顔を涙なみだでクシャクシャにして、床ゆかに小さなこぶしを打ちつけた。

「リックに会うの！　どうしても！」

「……ピュティア？」

「……会って……それで……もしあいつが本当に変わっちゃったんなら……あたしがこの手で殺す」

　少女は両手を広げてじっと見つめる。

「それが……あたしが大好きだったあいつにできる、ただひとつの恩おん返がえしだもの」

　この決意に、誰だれも異い論ろんを差し挟はさむことはできなかった。

　すると……。

「やれやれ」

　ダル・ハーが椅い子すから腰こしを上げ、伸のびをした。

「俺おれも行かせてもらうぜ、魔ま道どう士しさんよ」

「あなたもですか？」

　セイルはもう諦あきらめ顔である。

「考えても見ろや、賞しよう金きん首くびが三人行くんだぜ。誰かひとりでもくたばりゃ金きん貨か五千だ。そんな機会を逃のがせるかよ！」

　賞金稼かせぎがそう言ってまた座すわり込むと、シャインデルが笑いながら肘ひじで彼を突ついた。

「大した憎にくまれ口を叩たたくもんだ」

　シャインデルは声を落とした。

「お前がついていくのは、ピュティアを守ってやるためだろ？」

「…………」

　ダル・ハーはポリポリとアゴ鬚ひげを搔かく。

「短みじけえ付き合いでもねえしな。それに……あんな子供に好きな奴やつを殺させちゃいけねえよ」

「心こころ優やさしい賞金稼ぎだよ、あんたは」

「昔はこうじゃなかったんだがよ」

　ダル・ハーはため息をついた。




　　　　＊　＊　＊




　夜空では、三つの月がいつもよりも天てん頂ちよう近くに集まり、輝かがやいていた。

　その空の下、〝悪魔の胎〟の地下の一室では、ニンが少年との約束を守り、真ま夜よ中なか過ぎになっても起きていた。

　待ちくたびれ、微睡まどろみかけた頃ころになって、ようやく低いノックの音がした。

「お姫ひめさん？」

「はい」

「ちょっと待って」

　カチャリという音。

　鍵かぎが開いた。

「さあ、逃にげるんだ！」

　ルシアスは扉とびらを開いて、ニンの手を引いた。

「あなた、どうして？　こんなことをしたら……」

「いいから！　急いで！」

　ルシアスは、戸と惑まどう少女を急せかす。

　その時……。

「あらあら」

　背はい後ごで女の声がした。ルシアスは腰こしの短たん剣けんを抜ぬいて、さっと振り向く。

「先せん客きやくね。私が来るまでもなかったかしら？」

　陰かげから出てきた女は、長い髪かみを搔かき上げてふっと笑った。

「アマリエ！」

　ニンが女の手を取る。

「大だい丈じよう夫ぶ、友とも達だちなの」

　少女は振り返ってルシアスに説明した。

　アマリエはニンの背せ中なかを優しく叩たたくと、状じよう況きようが吞のみ込めていない少年に笑えみを見せた。

「心配しなくていいわ。目的はあなたと同じ。ところで、逃とう走そう経けい路ろは確かく保ほしてある？」

「あ、ああ。地ち下か道どうさ」

　短剣を収おさめながらルシアスは答える。

「〝胎〟の最さい下か層そうのひび割れと、昔の宮きゆう殿でんの排はい水すい溝こうがつながっているとこがあるんだ。狭せまいけど、さっき人が通れる程てい度どに幅はばを広げてきた」

「そう。魔法で強きよう行こう突とつ破ぱするよりいいかもね。案内して」

「……そういうことなら、しんがりは私が務つとめよう」

　再ふたたび背後に誰だれかの気け配はい。一同はドキリとして振り向く。

「先生！」

　ルシアスは驚おどろきの声を上げた。

　闇やみから現われたのは、黒こく衣いの剣けん士しだった。

「魔道士への借かりは、おまえを逃にがすことで返すとしよう」

　ニンに向かってリックは言った。

「いきなりの大おお所じよ帯たいね」

　アマリエは肩かたをすくめる。

「さあ、グズグズしている訳わけにはいかないわ。案内して、坊ぼうや！」

　ルシアスを先せん頭とうに、一いつ行こうはいったん螺ら旋せん状の階かい段だんを上のぼると、枝えだ状に分かれる複ふく雑ざつな回かい廊ろうを進んで再び〝胎〟の底へと続く石いし段だんを下おりてゆく。

「道は確たしかなのね？」

　アマリエは確かく認にんする。

「ああ。あんたら偉えらい人が知らないとこまで、全部知ってるからね」

　ルシアスはそう答えたが、ちょっぴり不安そうだ。

　しばらく進むうちに、彼らはルシアスの言う〝ひび割れ〟にたどり着ついた。

　なるほど、幅を拡ひろげた形けい跡せきがある。

　リックと回廊ですれ違ってから夜中まで、ルシアスはずっとここを掘ほり拡げていたのだろう。よほど必死だったのか、掘り跡あとの所ところ々どころに血のにじんだ跡も見られる。

　リックたちはゆっくりとひとりずつ、一列になって狭せまい道を進む。

「……さあ、出たぜ！」

　突然、道が開けた。宮殿の排水溝に出たのだ。

　直接、ガリス川へと流れ込むこの大排水溝は、アーチ状の天てん井じようも高く、幅も小川くらいある。宮殿が破は壊かいされた今となっては、流れ込む水も雨水だけで、意外と悪あく臭しゆうはない。深さは膝ひざ上うえ程てい度ど。この流れを辿たどれば、街に出ることができるはずだ。

「お、おぶおうか？」

　流れにニンが足を踏ふみ入れようとするのを見て、ルシアスは声を緊きん張ちようさせて尋たずねた。

「下した心ごころ見え見え」

　アマリエがからかう。

「ち、違ちがうって！」

　ルシアスは顔を真まっ赤かにした。

「私なら、気を使わないで。平気だから」

　ニンは足あし先さきを冷つめたい水に浸ひたす。

「残念ね、小さな英えい雄ゆうさん」

　と、アマリエが少女に続こうとした時。

「……待て」

　リックが彼女の肩をつかんだ。

「誰？」

　アマリエもすぐに気配に気がつく。

　正しよう面めんから五、六人。流れに逆さからってこちらに向かってくる。

「…………」

　リックはグリードの柄つかに手を置きかけて、止めた。

「フレオリック？」

　アマリエが彼の顔を見る。

「心配は要いらない。味み方かただ……、お前たちの」




　やがて、視し認にんできる距きよ離りにセイルたちが入ってきた。

「ニン！　アマリエ！」

　サイベルが目を丸くする。

「よく逃にげられたわね？」

「この坊ぼうやのおかげね」

　アマリエが視線でルシアスを示した。

「ど、どうも」

　少年はちょっと緊きん張ちようした表情で挨あい拶さつをする。

「あなたも……ニンさんを？」

　セイルは、少し離はなれたところに立つリックに尋ねる。

「ただの気き紛まぐれだ」

　リックはそっけない。

　近くにピュティアがいることに気がついていても、それをまったく顔に出さない。

　一いつ方ぽうピュティアも、リックからは目をそらしたままだ。

「シャインデル……」

　アマリエは金きん髪ぱつの戦せん士しにためらいがちに声をかけた。

「感かん謝しやしているよ、アマリエ」

　彼は鉄てつ杖じようを肩に乗のせたままうなずく。

「もう少し他ほかの言い方はないの？」

　アマラが冷ひやかすように、シャインデルの脇わき腹ばらを小こ突づいた。

「相あい変かわらず、女のあしらいが下へ手たなんだから」

　しかし再会を喜んでいられる時間は短かった。

「…………」

　リックは後方を振り返った。足あし元もとを流れる水の微び妙みような変化を、彼は感じ取ったのだ。彼の様子に気がついたサイベルも、緊張した表情に戻もどって慈じ悲ひの剣を抜いた。

「裏うら切ぎり者ものが何人か引ひっ掛かかるとは思っていましたが、これは大たい漁りようでしたね」

　人を食くったようなハインの声が、排はい水すい溝こうに響ひびいた。

「今度はお仲なか間まじゃないわね」

　アマリエが〝呪じゆ波は〟を集中し、光球を声の方向に飛ばした。

　水面に触ふれて白い蒸じよう気きを上げる白はく熱ねつ球きゆう。その光に浮うかび上がるのは、三つの人ひと影かげ。

　それは紛まぎれもない三神しん官かんのものだった。

「フレオリック、残念だ。お前には期待していたのだがな」

　ダイモニオンが頭かぶりを振ふる。

「私は私だ。誰だれの言いなりにもならぬ」

　リックは不ふ敵てきに微ほほ笑えんだ。

「みなさん、どうでしょう」

　ハインは両手を拡げ、一同を見み渡わたした。

「私は寛かん大だいな人間のつもりです。ニンさえ返していただければ、ルシアスを含ふくめて全員をここから逃がして差し上げますが？」

「吞のめないわね、そんな条じよう件けんは」

　アマリエが即そく座ざに言い放はなつ。

「忘わすれてました、あなたは別です。アマリエ、あなたの背はい信しんは罰ばつしない訳わけにはいきません」

　ハインは目を細ほそめた。

「……所しよ詮せんは裏うら巫み女こ。代だい用よう品ひんに過ぎなかった、ということですか」

「アマラ」

　リックが三神官を見つめたまま、彼女に告つげる。

「ニンを連れて下がれ。ここは私が足あし止どめをする」

「……アマラ？」

　銀ぎん髪ぱつの女おんな占うらない師しの名を聞いた時、一いつ瞬しゆんハインの顔に形けい容ようしがたい表情が浮かぶ。




　ハインがアマラの名を聞くのは、この時が初めてだった。

〝狩人かりゆうど〟との一戦で、確たしかに彼女の姿すがたを目にしてはいた。

　だが、あの時飽あくまで傍ぼう観かん者しやであったハインは、サイベルたちが彼女の名を呼んだ時、その声が耳に入るほど近くにはいなかったのだ。




「あなたひとりじゃ無む理りよ！」

　リックの命令にアマラは頭を振る。

「相手は三人なのよ！」

　その中のひとり、オリヴィエだけを相手にした時でも、リックとサイベル、それにセイルの三人がかりで引き分けに持ち込むのがやっとだったのだ。

「いや、相手はひとりだ」

　リックは言った。

　これに応こたえるように、オリヴィエがハインの前に出る。

「面おも白しろい。お手て合あわせ願ねがおうか、フレオリック。今こん度どは死ぬまでだ」

　彼は背せにしていた剣を抜いた。

　前に使っていた大たい剣けんではない。水すい晶しようのように七なな色いろに輝かがやく刃やいばを持つ、両手用の長ちよう剣けんだ。

「それは？」

　リックは静かに尋たずねる。

「お前だけ魔ま剣けんでは不ふ公こう平へいだろう。広間の煮にえ滾たぎった釜かまの中に浸ひたされていたのはこの剣、灼しやく熱ねつの剣だ」

「なるほど、聞いたことはある。常つねに高熱を発し、水に浸していないと周まわりのものをすべて焼やき焦こがしてしまうと言われる妖よう剣けんだな」

「フレオリックの最後には相応ふさわしい剣だ。……ハイン、ダイ、余よ計けいな手出しはするな」

　オリヴィエは後こう方ほうの仲間に釘くぎを刺さした。

　リックはシャインデルに視し線せんで合あい図ずする。

「……脱だつ出しゆつするぞ」

　元もと百人隊たい長ちようはうなずくと、ニンやルシアスたちを促うながした。

　アマラが少女と少年を先せん導どうして、来た道を引き返す。

「シャインデル！」

　抗こう議ぎするサイベル。

「あの男が仇かたきだという話は聞いた。だが、今はニンを救い出すことが最さい優ゆう先せんだろう？」

「そうはいかないわ！」

　サイベルはリックたちの方に踏ふみ出そうとする。

　その腕うでを力強くセイルがつかむ。

「……ニンへの借かりを返すんでしょう？」

「……くっ！」

　サイベルは剣の先せん端たんを忌いま々いましげに水面に叩たたきつけると、踵きびすを返して出口の方に向かった。




「……どうする、逃にげられるぞ」

　ダイモニオンがハインにささやく。

「すぐに追いつきますよ」

　ハインの表情には余よ裕ゆうがあった。

「この勝負、簡かん単たんに終わりますからね」




「では、いくか」

　二人の剣士は無む言ごんで対たい峙じした。

　間ま合あいはやや遠い。ここにはもう、シャインデルとの死し闘とうの間にあった、お互たがいの技ぎ量りようを試ためし尽つくそうという余よ裕ゆうはない。

　一いち撃げき必ひつ殺さつ。

　どちらかが動いた一いつ瞬しゆん後ご、どちらかが血ち煙けむりを上げているのだ。




「……おい、ピュティア」

　ダル・ハーが、その場から一歩も動こうとしない少女に焦あせった調ちよう子しで声をかけた。

「分かってんだろ、野や郎ろうが足あし止どめしてる間まにトンズラこくんだよ！」

　賞しよう金きん稼かせぎが腕を引っ張ろうとすると、少女は邪じや険けんにその手を振ふり払はらう。

　唇くちびるを固かたく結んで、リックの戦いから一いつ瞬しゆんたりとも目をそらそうとはしないのだ。

「……仕方ねえな」

　ダル・ハーは呻うめいて、戦せん斧ぷを抜ぬいた。

　そして、ピュティアが、

「リック……」

　と、一ひと言ことつぶやいた時。




　バシャッ！

　水みず煙けむりが上がって二人は同時に動いた。

　その動きはあまりにも素す早ばやく、ハインやダイモニオンの目にさえ映うつらない。

　両者ともに、出した技わざは突つき。

　グリードが風を裂さき、灼しやく熱ねつの剣は空気を焦こがした。

　二人の間に旋つむじ風かぜが発生して、水を巻まき上げる。

　そして……。




「……リック……リック！　リーック！」

　ピュティアの悲ひ鳴めいが排水溝に谺こだました。

　グリードは、オリヴィエの脇わき腹ばらの肉をわずかに削けずり取っていた。

　だが、灼熱の剣は、リックの左胸を完全に刺し貫つらぬいていた。

　ピュティアの脳のう裏りに、ブレーグの街まちでの悪あく夢むが甦よみがえる。

　あの時、リックが刺されたのは右胸だったが、今度は左……。

「腑ふ抜ぬけが……」

　オリヴィエは剣を収おさめ、クルリと背せを向ける。

　リックは水に沈しずんだ。

「奴やつらを追おうのだろう、好きにしろ」

　竜りゆう騎き士しは、すれ違ちがいながらハインに告げた。

「……お言葉に甘えて」

　ハインがさっと手を上げると、水中からいくつもの黒い影かげが現われた。

　赤い瞳ひとみを持つ鼠ねずみ人にん間げんたちである。

　彼らはニンを求め、壁かべや天てん井じようを這はって移動を開始した。




「くそったれが！」

　ダル・ハーは、リックが沈み始めた瞬間に水に飛び込んでいた。

　濁にごった水を搔かき分けて進むその手に、何かが当たる。

　賞金稼ぎは必死になってそれを引き上げた。

「ぶはっ！」

　水面に顔を出して確かく認にんすると、やはりそれは黒こく衣いに身を包んだ男の身体からだ。

　ダル・ハーはそれを肩かたに抱かかえ上げた。

「ピュティア！」

　ダル・ハーは少女に向かって怒ど鳴なると、追ってくる鼠人間たちに背を向けて走りだした。

「しっかりしやがれ！　この悪あくたれの小こ娘むすめが！」

　少女はハッとしてダル・ハーの後に続いた。




　ダル・ハーとピュティアは、すぐにニンたちに追いついた。

　やはり、リックたちのことが気になったのか、逃にげ足は遅おそかった。

「せ、先生！」

　ダル・ハーに抱えられたリックを見て、ルシアスが声を上げた。

「呼こ吸きゆうが……止まって……」

　リックの様よう子すを見たアマラは、愕がく然ぜんとなる。

「……噓うそ」

「リックは死んじゃいないよ！」

　ピュティアは黒い外がい套とうにすがって鳴お咽えつしていた。

「死ぬ訳わけないんだ！」

「……そうだぜ」

　血に塗まみれたダル・ハーがリックを背せ負おったまま、その震ふるえる肩に手を置く。

「この野や郎ろうはよ、俺おれが殺やるんだ。それまで死ぬはずがねえ。行くぜ、ネズミどもが追ってきやがる」

「……今こん度どは俺が足止めしよう」

　シャインデルが言った。

「セイル、後は頼たのむ」

「いえ、僕ぼくが残ります」

　セイルは頭かぶりを振ふる。

「みんなはあなたが」

「二人とも行って！」

　割って入ったのはアマリエだった。

「あなたたちがこんな風ふうにまとまらないんじゃ、絶ぜつ対たいに三神しん官かんには勝てないわ」

　彼女はシャインデルを見上げた。

「ここで一人一人倒たおれてゆけば、それこそハインの思う壺つぼよ。態たい勢せいを立て直すの」

「そのためにお前を捨てろというのか？」

「馬ば鹿か言わないで、私なら殺されない。殺せない理由があるのよ」

　ぎこちない微ほほ笑えみ。

「……信じるぜ」

「……信じて」

　シャインデルはニンたちとともに走りだした。

　彼らの姿すがたが見えなくなると同時に、赤い目がアマリエの周囲を覆おおった。

「ずいぶんと早いわね。別れの余よ韻いんぐらい楽しませてくれてもいいのに」

　アマリエは両手を拡げて〝呪じゆ波は〟を練ねった。

　指ゆび先さきから同時に十本の光の矢が飛んで、鼠人間を射い抜ぬき、たちまち死体の山が築きずかれる。

　だが……。

　飛びかう光の矢の向こうに、巨きよ大だいな影が現われた。

「……トルケマーダ」

　アマリエは片かた目めの黒こく竜りゆうを見て口くち元もとを歪ゆがめた。

「この狭せまいところをご苦く労ろうなこと」




　走り続けるシャインデルたちの後方で、咆ほう哮こうとそれに続く爆ばく音おんが鳴なり響ひびいた。

　シャインデルは一いつ瞬しゆん振り返るが、足は止めない。しかし、瀕ひん死しのリックを抱え、足の遅い少女たちを連つれた一いつ行こうは、暗い地ち下か道どうに慣なれた鼠人間たちにすぐに追いつかれる。

「ちっ！」

　ルシアスはニンを背せ中なかに庇かばって短剣を抜いた。

　彼らの周囲を無む言ごんの赤い目が取り囲かこむ。

　セイルは〝呪波〟を練り、シャインデルは炎ほのおの鉄てつ杖じようを構かまえる。

「……まだ無む駄だな努力を重ねるつもりですか？」

　ハインの声が聞こえてきた。姿は見えない。

「私の忍にん耐たいを試ためすのは、もうこのくらいにしておくべきですね。やろうと思えば、そこにいる全員を消し去ることさえできるんですよ」

「だろうな。傭よう兵へい一千を倒した奴やつだ、侮あなどらんよ」

　と、シャインデル。

「では、先さきほど提てい示じした条じよう件けんに従いますね？」

「それはできません」

　セイルが答える。

「アマリエやフレオリックのためにもね」

「……待ってください」

　ニンが魔ま道どう士しを制せいした。

「私に……話をさせて」

「駄だ目めだ！」

　ルシアスが進み出ようとする少女を阻はばむ。

　だが、ニンは少年を見返し、キッパリと告げた。

「これ以上犠ぎ牲せい者しやを出すことは、太たい主しゆ家けの後こう継けい者しやとして許ゆるせません。……それにあなたはお友とも達だちとして失いたくないの」

　ニンはセイルの方を見る。

「ありがとう、セイルさん。あなたたちのこと、忘れません」

　セイルはためらった。

　おそらく、自分とシャインデルだけだったら、徹てつ底てい抗こう戦せんの道を選えらんだだろう。

　だが、ここにはルシアス、ピュティア、ダル・ハー、それにアマラがいる。

　サイベルも、残ったフロランドのことを考えれば、ここで失う訳にはいかない。

「分かりました、ニン姫ひめ」

　セイルは少女の肩かたを抱だき締しめ、ささやいた。

「決けつして希望は失わないで。いいですね」

「……はい」

　ニンはうなずくと、セイルから身体からだを離はなし、突つっ立っているルシアスに顔を寄よせた。

「まだ、名前を聞いていなかったわ」

「ル、ルシアス」

「素す敵てきな名前ね……さよなら、ルシアス」

　ニンは少年の頰ほおに口づけすると暗くら闇やみに消えていった。

「……行くぞ」

　何もできない自分に怒いかりを覚おぼえながら、シャインデルは言った。

「フレオリックの容よう体だいが心配だ、早く手当てを」

「そうしてくれ」

　ダル・ハーがうなずく。

「……まあ、ここで殺されなけりゃあだけどな」

「あのハインという男の性格からすれば、ここは何もしないわね。私たちなんか、ハインにとっては塵ちり芥あくたに過ぎないのよ」

　と、悔くやしそうなサイベル。

「……ニン」

「しっかりしなさい」

　アマラがルシアスを叱しつ咤たする。

「あんたのそんな顔、ニンは見たがらないわよ」

　アマラの言うことは正しかった。ルシアスはギュッと唇くちびるを嚙かむと、ダル・ハーを助けてリックを支ささえ、歩き始めた。




「……見み逃のがすのか、あの小こ煩うるさい連れん中ちゆうを？」

　ニンが自分たちのところまで戻もどってくると、ダイモニオンはハインに尋たずねた。

「彼らを追う必要はありませんよ」

　魔道士はニンの手を取ると、喉のどの奥おくで笑った。

「もし、あの銀ぎん髪ぱつの女性が私の知っているアマラなら……。月げつ蝕しよくの刻ときに、必ずまた〝悪あく魔まの胎はら〟に現われますからね」







　第四章　突とつ　入にゆう







　夜明けとともに、高らかな喇叭ラツパの音がアラス河か畔はんに響ひびき渡わたった。

　馬上にあった太たい主しゆアルゲニブの右手が、ゆっくりと挙あげられる。

　一いつ拍ぱくおいて太たい鼓こが連れん打だされ、これに合わせて、数万の軍ぐん勢ぜいが川を越こえ、至し神しん智ち教きよう団だんの陣じん営えいに向けて波のように動き始めた。

　先せん陣じんを切るのは重じゆう騎き兵へい千二百。

　その蹄ひずめが蹴け立たてる土つち埃ぼこりの中を、槍そう兵へいと重じゆう装そう歩ほ兵へい、総そう勢ぜい六千四百が続く。

　さらにその後方で剣けんを抜ぬき、走りながら鬨ときの声を上げるのは軽けい装そう歩ほ兵へい五千。

　長ちよう弓きゆう兵へいは膝ひざをつき、弦つるを力の限り振ふり絞しぼると、矢や先さきを天てん蓋がいに向けて指を離はなす。

　同時に、両りよう翼よくに配はいされた馬上の弓きゆう騎き兵へいも、矢を放はなつ。

　数千の矢が空を覆おそい、平へい原げんは一いつ瞬しゆん、時間が夜明け前まで戻もどされたようになった。




　一方、至神智教団側がわでも兵が動きだしていた。

　魔ま道どう士し部隊の張はる障しよう壁へきが矢を弾はじき、業ごう火かの幕まくが騎兵の行く手を阻はばむ。

　そして、光の矢が地を這はうように飛んで、馬や歩兵の足を吹き飛ばす。

　これに対し、

「妖よう煉れん銀ぎんの盾たてを！」

　バルヨナ将しよう軍ぐんの命令が飛んだ。騎兵は左右に展開、これに代わって重装歩兵が前に出て、銀色に煌きらめく盾を隙すき間まなく並べる。

　光の矢は、この盾の壁かべに命めい中ちゆうすると、ことごとく消え失うせた。

　妖煉銀とは、非常に〝呪じゆ波は〟の伝でん導どう率りつが高いことで知られている高こう価かな金属。

　緑りよく柱ちゆう石せきの杖つえの魔道士が放つ程度の〝呪波〟は、すべて吸きゆう収しゆうされてしまうのだ。

　そして、重装歩兵が攻こう撃げき魔ま法ほうを防ふせいでいる間に、テイワズが指し揮きする騎兵が、両翼から騎き馬ばと歩兵の壁をやり過ごして魔道士隊の中に飛び込む。混こん戦せんとなり、馬ば上じようから振り下おろされる戦せん斧ぷが、貧ひん弱じやくな魔道士の防ぼう具ぐを卵たまごの殻からのように簡かん単たんに叩たたき割ってゆく。

　しかし……。




　アラス北岸の小こ高だかい丘おかの上に陣じん取どり、この戦せん況きようを見ていたダレクは一いつ向こうに冷れい静せいさを失っていなかった。

「猊げい下か、中央の部隊が押おされています」

　シェイマスが報告する。

「よい」

　ダレクは煩うるさそうに手を振った。

「異い端たん者しやどもの動きさえ止められれば、それで十じゆう分ぶんだ」

　倒たおれてゆく朋ほう友ゆうたちを見つめながら、シェイマスは黙だまってダレクの前から辞じするしかなかった。




　　　　＊　＊　＊




　フレオリック……、フレオリック……。

　彼方かなたから誰だれかの呼ぶ声がする。

　フレオリック……。

　誰だ、私を呼ぶのは？

「……！」

　リックは寝しん台だいから跳はね起きた。

「……ここは？……私はまた生き延のびてしまったのか？」

「……リック」

　彼は、か細ぼそい声を聞いた。

　声だけで分かる。

　ピュティアだ。

　リックは無言で顔を背そむけた。

「リック……」

　ピュティアはうつむいた。

「やっと気がついたんだね、安心したよ」

　別の声。

　これはルシアスだ。

「……目が……見えない」

　リックは言った。

「多量の出しゆつ血けつのためですよ」

　セイルの声が答える。

「完全に見えるようになるまでは、まだ数日はかかるでしょうね」

「お前が治ち療りようしたのか？」

「ギリギリのところでした。心しん臓ぞうも止まって、手当てのできるところにたどり着つくまでに、かなりの時間がかかりましたから」

「他の連れん中ちゆうは？」

「シャインデルと……アマラは、まあ、平へい気きです。サイベルも機き嫌げんは最悪ですが、怪け我がはありません」

「ニンとアマリエは？」

「…………」

　リックは立ち上がろうとし、激げき痛つうに顔を歪ゆがめる。

「駄だ目めだよ、もう少し休まないと」

　ピュティアが毛もう布ふをかけて寝ねかせようとする手を、リックは邪じや険けんに払はらいのけた。

「なにすんだよ、先生！」

　ルシアスが驚おどろいて声を上げた。

「師しなどと呼ぶな。お前など、弟で子しにした覚おぼえはない。この娘むすめを連れて失うせろ」

「なんだとお！」

　ルシアスは、ドンと床ゆかを踏ふみ鳴ならした。

「おいらのことは、なんて言ってもいいさ！　けど、このバカ女……、バカ女だけど、ずっと寝ねないであんたのこと看みてたんだぞ！　あんたに嫌きらわれてると思いながら、それでも、それでも、ずっとあんたのことを想おもい続けて！　そんな子の気持ちを、思いやってやれないなんて……」

　少年は声を震ふるわせた。

「こんな仕打ちをする奴やつの弟子なんか、こっちから願い下げだ！」

「フレオリック」

　セイルが静かに言った。

「この少年も、あなたのそばを離れようとしなかったひとりです。あなたが気がつきそうになったら逃にげ出しましたが、ついさっきまでダル・ハーもいました」

「……少し、ひとりにしてくれ」

「ええ。ルシアス、ピュティア」

　セイルは少年と少女を連れて部へ屋やを出ると、そっと扉とびらを閉とじた。




「……まだ人の気け配はいがする」

　しばらくしてリックは言った。

「……分かっちゃった？」

「アマラか……」

　リックの口からため息が漏もれる。

「何か用か？」

「別に」

　アマラが寝台の脇わきに座すわり込むのを、リックは振しん動どうから察さつする。

「前にブレーグの街で私の愚ぐ痴ちを聞いてもらったから、今こん度どはこっちが聞いてあげようかと思って」

「余よ計けいな心配は要いらんな」

「そうかしら？」

　女の手がリックの頰ほおを撫なでた。

「……可か哀わい相そうに。一番優やさしい人が、最初に苦しむ時代なのね」

「…………」

　リックは無む言ごんで扉の方向を指ゆび差さした。

　だが、無む理りに彼女を押おし退のけようとはしない。

「ピュティアは、ヤズミナじゃないわ」

　アマラはリックの耳みみ元もとでささやいた。

　この言葉に、リックがほんの少し、身体からだを硬こう直ちよくさせるのをアマラは感じた。

「…………」

「…………」

　二人の間に沈ちん黙もくが流れる。

　やがて、根こん負まけしたかのように口を開いたのは、リックの方だった。

「……私はあの子を殺してしまう」

　その声は、ささやきのように小さかった。

「それを……恐おそれていたのね」

　アマラはうなずいた。

「あなたは今まで、何度もあの子を死し地ちに追い込んでいる。あなたがひどい怪我を負おった時には、あの子は一いつ緒しよに死のうともした。これ以上一緒にいれば、いつまでも平安を知らぬ放ほう浪ろうを続けた末すえに、いつかきっと命を落とす。そう思ったんでしょう？」

「……私から離れれば、あの子にはまだ、幸しあわせな、明るい未来が待っているかも知れぬ」

「あなたの幸せは？」

「私にはその資格がない。ヤズミナを、そして弟のヤイルを死に追い込んだ罪つみだ。この身が滅ほろぶまで贖しよく罪ざいはない」

「……きっかけは、オリヴィエ？」

「そうだ」

　リックは答える。

「奴やつは、私を映うつしだす鏡、いや、ピュティアと出会う前の私そのものだった。奴と私の違ちがいはただひとつ。奴の剣けんには迷まよいがなく、私の剣は不ふ覚かく悟ごに曇くもっているという一点だけだ」

「あなたの剣が……曇っている？」

「ああ。私はピュティアとともにいる時間に喜びを覚おぼえていた。それが……生に対する醜みにくく浅あさましい執しゆう着ちやくとなっていたことを、奴は教えてくれた」

「リック……」

　アマラは初めてその呼び方で声をかけた。

　喜びは罪であり、生きようと願うことが浅ましい執着としか考えられなくなるほどの深い絶ぜつ望ぼうと自じ己こ否ひ定てい。

　その一いつ端たんに、彼女は触ふれた。

　だが、真まっ先さきに沸わき上がってきた感情は、同情でも哀あわれみでもなく、やり場のない怒いかりだった。

「それで、ピュティアに冷つめたく当たって、別れようとしたのね？」

「……それが最さい善ぜんだと考えた。それに、オリヴィエを倒すには、奴と同じく迷いを断たたねばならない」

「だけど、その結果がこれよ」

　アマラの声は冷ひややかだった。

「ピュティアがどれほど苦しんだか、分かる？　挙あげ句くに、シャインデルとやり合って、セイルに剣を向け、オリヴィエには手も足も出なかった」

「少なくとも、オリヴィエとは相あい討うちには持ち込む心算つもりだった。そうすれば、三神しん官かんの一いつ角かくは崩くずれる。後はセイルやシャインデルがいる」

「……あなたは馬ば鹿かだわ」

　アマラは容よう赦しやなく言った。

「どうしようもなく。本ほん当とうに、死んだくらいじゃ償つぐないのつかない馬鹿よ」

「ああ、その通りだろう」

「でもね……」

　何な故ぜだかリックには分からない。怒おこっていたアマラの声が、不ふ意いに震ふるえる。

「その馬鹿が好きだって人が……こんなにもたくさんいるのよ」

　アマラは寝しん台だいから立ち上がって、扉とびらのそばに行く。

　急に扉を開く音に続いて、ドドドッと人の傾なだれ込んでくる音がリックの耳に入った。

「ってえ！　押おすなって言ったろ～が！」

　と、ダル・ハーの声。

「悪い悪い」

　カミロが答えた。

「おい、怪け我が人にんの部屋だ、静かにしろ！」

　ビゲリスが注意する。

「お前だって、聞き耳立ててたろ」

　とは、ギル。

「あたいの足、踏ふんでんの誰だれさ！」

　これはキムリ。どうやら、動けるようになったようだ。

「すみませ～ん、たぶん、あたしです」

　のんびりした調ちよう子しのフロランド。

「先生、やっぱり、先生って……」

　涙なみだ声ごえなのはルシアスだろう。

「リック、僕ぼくらはみな似たようなものです。罪を背負い、どうすればそれを贖あがなえるかを考えて一いつ生しようを過すごしてゆく」

「結論は出んよ。結けつ局きよく、苦しんで、のたうち回るだけさ、俺おれたちにできることは」

　二つの手が伸のびて、リックの肩に置かれた。

　セイルとシャインデルだ。

「……ところで、後はセイルとシャインデルがいる、って言ったわよね？　私をどうして外はずすのよ!?」

　頰ほおをつねるのは、もちろんサイベル。

　そして……。

「リック……」

　一番聞きたかった声がした。

　一同が少し、離れる音。

　やがて、不安げな手が、リックの手に重かさねられる。

「……ピュティア」

　リックは見えぬ目を少女の方に向けた。

「リック、あのね……あたし……」

「すまない」

　リックは小さく言った。

「約束を破やぶってしまった。いつも一いつ緒しよにいると誓ちかったのにな」

　ピュティアはリックの胸に飛び込み、顔を埋うずめて泣ないた。

「本当に馬鹿だよ、リック。悪者になろうとして……あたしのことなんか考えて……」

「そのために、より深く傷きずつけてしまった」

「いいの！……いいの」

　リックは、少女の金きん髪ぱつをそっと撫なでた。

「アマラ……」

　彼は銀髪の巫み女こを呼よんだ。

「何かしら？」

　答えるアマラ。

「この子は……ヤズミナではないんだ」

　リックは頰ほおをピュティアの髪かみに寄せた。

「絶対に……死なせはしない」

　周まわりを取り囲む一同の間で、喚かん声せいが上がる。

　ピュティアは顔を上げ、剣けん士しの唇くちびるに唇を重ねた。




「……ところで」

　落ち着きが戻もどったところで、リックは尋たずねた。

「私はどのくらい寝ねていた？」

「丸まる一いち日にちよ」

　と、サイベル。

「では？」

「そう。……今日きようが〝蝕しよく〟の日」

「こうしてはいられぬな」

　リックは立ち上がろうとする。

「ピュティア、グリードを」

「駄だ目めよ！」

　アマラが制せい止しする。

「いくら何なんでも、視し力りよくさえ戻っていないのに」

「時間がない」
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「はい、これ」

　ピュティアが剣をリックに渡わたす。

「それはそうだけど……。セイル、何なんとか言って！」

　アマラは魔ま道どう士しに助けを求める。

　ところが……。

「世界が滅ほろんだら、視力が戻っても意味ないですよ」

　セイルもマギの杖つえを手に取った。

「リック、言っておくけど、オリヴィエは私の獲え物ものよ」

　サイベルが釘くぎを刺さす。

「だけど！　目が見えなくてどうやって!?」

「ピュティア」

　リックは少女に声をかけた。

「見えるようになるまで、お前が私の目になってくれ」

「うん！」

　ピュティアは黒こく衣いの剣けん士しの腕うでを取った。

「おいらも手て伝つだうよ」

　と、ルシアスも前に出る。

「……で、今こん度どはどうやっていくの？」

　サイベルが周りを見渡した。

「あの排はい水すい溝こうはもう使えないわよ」

「決まってるだろ」

　シャインデルが悪戯いたずら小こ僧ぞうのようにニヤリと笑う。

「正しよう面めん突とつ破ぱさ」




　　　　＊　＊　＊




　午前も半なかばを過すぎた頃ころ……。

　アラス河か畔はんの戦いは、一いつ進しん一いつ退たいの攻こう防ぼうを繰くり返していた。

　戦せん闘とう開始当初は有利に兵を進めていたザモーラ側がわも、戦場の三方に陣じん取どった魔道士の小隊による天てん候こう操そう作さに翻ほん弄ろうされ、なかなか決定的な打だ撃げきを教団に与あたえられずにいた。

　さらに、ダレクの伏ふく兵へいが、後こう方ほうから太たい主しゆの本ほん陣じんを狙ねらって〝呪じゆ波は〟攻こう撃げきをかけた。

　アルゲニブは止やむなく本陣を前方に移動させる決けつ断だんを下くだした。

「小こ賢ざかしいことを」

　アルゲニブは伏兵を殲せん滅めつするために本陣に温おん存ぞんしていた兵を送り出すと、吐はき捨すてた。

「それにしては、陛へい下か、随ずい分ぶんと楽しそうなご様よう子す」

　従じゆう者しやが水を差し出しながら言う。

「まあな。こうでなくては手て応ごたえが……」

　アルゲニブはそう答えかけて、従者の声が普ふ段だんと違うことに気がついた。

「おぬし？」

「申もうし訳わけありません」

　従者は兜かぶとを脱ぬいだ。現われた長い髪かみは若い娘むすめのものである。

「……カースティか」

　太主はやれやれというように大きな手で顔を覆おおった。

　この勝かち気きな少女は、太主の初はつ恋こいの女性の娘。半年前に侍じ女じよとして宮きゆう廷ていに入ったのだが、今ではアルゲニブの身の回りのほとんどの世せ話わを彼女ひとりでこなしていた。

　前日には、都みやこに返したはずだったのだが……。

「無む茶ちやをする」

「母親似にですからね」

　カースティは太主を相手に、他人が聞いたら卒そつ倒とうしそうな口をきく。

「でも、これで戦場でも快かい適てきな暮くらしが送れるでしょ？」

「分かった、分かった。だが、ここは危き険けんだ。余よから離はなれるなよ」

「はい、陛下！」

　カースティは敬けい礼れいして兜を被かぶり直した。




　一方、最さい前ぜん線せんでは……。

　敵てきに囲かこまれたテイワズとバルヨナが奮ふん戦せんしていた。

「雑ざ魚ことはいえ、よくもこう湧わいてくる！」

　バルヨナは羽は根ね付つき槍やりを振ふり、四人の魔道士の首を一いつ気きにはねた。

「〝呪じゆ波は〟を練ねる時間さえ与あたえなければ、恐おそるるには足たらぬ」

　テイワズは折おれた長ちよう剣けんを捨すてると、手に慣なれた暗あん殺さつ用ようの短たん剣けんを抜ぬき、襲おそいかかってきた騎き兵へいに投げつけてその頸けい動どう脈みやくを断たち切った。

「後方の部隊が追いつくのを待ってはいられぬ。一気にダレクの首しゆ級きゆうを取るぞ！」

「おうっ！」

　二人は血けつ路ろを開こうと、敵の大部隊の中心に向かって突とつ進しんしていった。

　鮮せん血けつが平へい原げんを赤く染そめる激げき戦せんが河か畔はんのあちこちで繰くり広げられている中、兵が移動し、死体だけが残された真しん空くう地ち帯たいのような場所が幾いくつかできていた。

　そのひとつで……。

「まったく、あなたと組んでから面めん倒どうな仕事ばかりだわ」

「それはこっちの台詞せりふだね、お嬢じようちゃん」

　二人の女おんな剣けん士しが小しよう休きゆう止しを取っていた。

　ひとりは、まだ可か愛わいいと言った方が相応ふさわしい、波なみ打うつ金きん髪ぱつを持つ少女。

　もうひとりは、やや年とし上うえ。黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみの、凄せい絶ぜつな印いん象しようの美女である。

　彼女たちは死体の山の陰かげで、切れ味あじの鈍にぶった剣の脂あぶらを拭ぬぐっていた。

「ほんの一日で大おお儲もうけって話だったはずよね？」

　剣で生きてゆくことを決めたクラリッサが、冷つめたい目で相あい棒ぼうを見る。

「タイタスに騙だまされたんだよ、あの狸たぬき爺じじい」

　クラリッサの揶や揄ゆに、暗殺者ヴォージェラは弱よわ々よわしく抗こう弁べんする。

　流れ矢が飛んできて、ヴォージェラが手をついている場所のすぐ脇わきに突つき立ったが、彼女はそのくらいのことでは眉まゆひとつ動かさない。

「……ねえ」

　自分の剣の手入れを終えたクラリッサは、ヴォージェラに尋たずねた。

「いつかまた、先生を狙ねらうの？」

「フレオリックかい？」

　ヴォージェラは空を見上げる。

　クラリッサはリックに剣の手て解ほどきを受けた、いわば最初の弟で子し。

　皮ひ肉にくなことに、ヴォージェラは彼の命を狙う暗殺者。アルゲニブの私し生せい児じで、ヤズミナの姉あねに当たる女だった。

「……もう、どうでもいいかな」

「えっ？」

「そう、思うこともあるのさ。あんたに憎にくまれたくないし」

　ヴォージェラは照てれたように笑った。

「あんた、あたしが背せ中なかを任まかせられるただひとりの女だからね」

「……そんなこと言って、今回のドジ、誤ご魔ま化かそうったってそうはいかないんだから」

「分かった？」

「分かっちゃった」

　クラリッサはヴォージェラの肩かたに頭を預あずける。

「でも、あなた一いち応おう、お姫ひめさまなんだよね？　お父とうさんに会いたくないの？」

　彼女は聞いた。これまで何度も繰くり返した質問である。

「しつこいねえ」

　呆あきれた表情のヴォージェラ。

「あそこにいるんでしょ？　味み方かたなのに」

　クラリッサは本ほん陣じんの方角を指ゆび差さした。ほんの少しの距きよ離りである。

「……ほおら」

　ヴォージェラは、クラリッサの頭を押おし退のけると立ち上がった。

「そろそろお仕事に戻もどるよ。手てぇ抜ぬいて負まけたら、それこそ報ほう酬しゆうが……」

　ヴォージェラは本陣の方を一いつ瞬しゆんチラリと振り返ったが、急に目を細めて押し黙だまった。

　ちょうど、急きゆう使しが馬を駆かってそちらに向かうところだ。

「どうしたの？」

　その顔をのぞき込むクラリッサ。

「…ちょっと、顔を見せに行くかねえ」

　ヴォージェラは剣を鞘さやに戻すと、愛あい馬ばの鞍くらに飛び乗った。
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　雲は低く西から東へと流れ、吹ふきつける風は時おり、埃ほこりを巻き上げて渦うずを生む。

　リックはピュティアとともに黒馬に、シャインデルは葦あし毛げに、セイルはアマラとともに栗くり毛げの一頭に、そして、サイベルはダル・ハーの御ぎよする馬車に乗っていた。

「本ほん当とうにお前たちだけでいいのか？」

　ビゲリスが尋ねる。

「これ以上は重量超ちよう過かよ」

　サイベルがピシャリと言った。

「カミロとヒュオン、それにうちのフロランド。この馬車は、持ち主に相応ふさわしく繊せん細さいで上品な造りだから、ギュウギュウに薄うす汚ぎたない連れん中ちゆうを詰つめ込むようにはできていないの」

「薄汚い連中、かい？」

　馬車の中でボヤくカミロ。

「そいつが繊細で上品なお方の物もの言いいかね？」

「逆さからわん方がいいぜ」

　ヒュオンが適てき切せつな助じよ言げんを与あたえた。

「余よ計けいなことを言うと、俺おれみたいになる」

「ビゲリス」

　セイルは友人に告つげた。

「ここからは、家族のある者は駄だ目めです」

「俺にはないがね」

　ギルは口を挟はさんだが、

「お前には『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』の全員を守る義ぎ務むがある。誓ちかったよな？」

　と、シャインデルに言われると反論できない。

「じゃあな」

　シャインデルはそっけなく手を上げて、ギルに別れを告げた。

「今こん度どは、何年も戻って来ないってのはなしだからな」

　ギルは笑い顔を作って、こぶしを戦士の胸に当てる。

「ああ」

　シャインデルも笑えみを返した。

「そら！　行くぜ！」

　ダル・ハーが威い勢せいよく馬に鞭むちを当てた。

　六頭立ての馬車は、鋼こう鉄てつを仕し込こんだ車しや輪りんで石いし畳だたみを削けずりながら先頭に立って走り始める。

「黒ちゃん、ここは任せるからね」

　ピュティアは黒馬に声をかけてその首くび筋すじを軽く叩たたいた。

　黒馬は分かってる、と言わんばかりにブルルと嘶いななくと、馬車の後について駆かけてゆく。

「はっ！」

　シャインデルの葦あし毛げが、これと並へい走そうする。

　しんがりはセイル。彼の背せにはアマラが身体からだをピッタリと密みつ着ちやくさせている。

「……アマラ」

　セイルは注意した。

「上でアリシアが見ているんですが」

　彼らの上空で見守るように、一羽わの白鳥が旋せん回かいしていた。

　アリシアの変へん身しんした姿すがただ。

「妬やかせちゃ悪いわね」

　アマラは悪戯いたずらっぽく空に向かって舌したを出すと、身体をほんの少し、セイルから離した。




「さてと」

　一行が〝悪あく魔まの胎はら〟に向かって走り去ると、ギルは残った者たちを振り返った。

　ビゲリスや、キムリ、そしてムアンマル老と反はん乱らん派はの若者たちである。

「俺たちは俺たちでできることをやろうぜ」

「できることじゃと？」

　と、ムアンマル。

「決まってるじゃねえか」

　ギルは短剣を取り出し、その刃に指を這はわせる。

「〝悪魔の胎〟の外だって、奴やつらの傭よう兵へいや鼠ねずみ人にん間げんたちがウロウロしてやがる。そいつらを追おい払はらって、街まちを取り戻すんだよ」

「ちょっと、これだけの人数で？」

　キムリが疑問を差し挟はさむ。

「なあに、数だけなら圧あつ倒とう的てきさ」

　ギルは凄すご味みのある笑みを浮うかべた。




　ガガガガッ！

　道に転ころがる岩を弾はじきながら、馬車は〝悪魔の胎〟に向かっていた。

　街から丘おかの上の〝悪魔の胎〟まで、道はたったの一本。黒い鋼鉄の門の上にある、無数の弓ゆみ狭はざ間まから狙ねらう射い手てにとっては、緩ゆるやかに蛇だ行こうするこの道を上ってくる敵は格かつ好こうの的まとだ。

「……よく考えてみりゃあ、どうして俺はここにいるんだ？」

　ダル・ハーがサイベルの隣となりの御ぎよ者しや台だいで、鞭むちを振りながらボヤいた。

「つい、雰ふん囲い気きに吞のまれちまったがよ、俺が戦っても何の得とくもないじゃねえか」

「もう遅おそいわ」

　と、赦ゆるしの剣けんを手にしたサイベル。

「そろそろ門よ、しっかりしなさい！　あなたの手た綱づな捌さばきに、私やフロランドの命がかかっているんですからね！」

　そう言った瞬しゆん間かん、ガッとダル・ハーの足の間に矢が突つき立った。

〝悪魔の胎〟からの、長ちよう弓きゆうの射しや程ていに入ったのだ。

「ええい、ままよ！」

　ダル・ハーは、曲まがった道をさらに大きく曲がるように馬を操あやつった。

　方向の変わる地点では、車体が大きく傾かたむき、半分倒たおれそうになる。

「こ、殺す気か！」

「舌ぁ、嚙かんだだろうが！」

　馬車の中からヒュオンとカミロが抗こう議ぎした。

「ご主人さま～、酔よいそうです～」

　フロランドも窓から顔を出す。

「うるさいわね！　文もん句くがあるのなら自分の足で走りなさい！」

　サイベルは絶たえ間まなく射いかけられる矢を払い落としつつ、自分が振り落とされないように身体を支えるので手いっぱいだった。

　また、馬車の両りよう翼よくを走るシャインデルとリックにも、矢は降ふり注そそいだ。

「走れ！　炎えん狼ろうっ！」

　シャインデルの握にぎる炎ほのおの鉄てつ杖じようの前では、無数の矢も一瞬のうちに灰はいとなる。

「右！　屈かがんで！　また右！　左！」

　ピュティアはしっかりとリックの背中にしがみつきながら、矢が飛んで来る方向を伝えた。

　視力がまだ回かい復ふくしないリックは、ピュティアの声と風を切る矢や羽ばねの音から判はん断だんし、正せい確かくに矢を斬きり落としてゆく。

　だが、矢の雨は降り止やまない。

　おそらく、矢や狭はざ間まに張はりついている射手の数は、百人近いのだろう。

「門に着くまで命があるかよ！」

　ダル・ハーが怒ど鳴なる。

「……おい！　セイル！」

　馬車の中から、後方の魔ま道どう士しに向かってカミロが声をかけた。

「連中を黙だまらせようぜ！」

「そうですね！」

　カミロは矢を避よけながら馬車の屋や根ねによじ登り、セイルは手た綱づなをアマラに預あずけると、鞍くら頭がしらをトンッと蹴けってカミロの隣に飛び移った。

「何を考えているの、あの二人は？」

　啞あ然ぜんとするアマラ。

「よしっ！」

　天てん才さい的てきな弓の名めい手しゆカミロは、自分の弓に矢をつがえ、馬車の屋根にスッと立って弦つるを引き絞しぼった。今の馬車の位置からだと、下から狙うことになる。当てるのは至し難なんの業わざだ。

　だが……。

「いいぜっ！」

　彼はセイルに合あい図ずした。

「岩をも砕くだく波は動どうを……宿やどらせて……」

　セイルは〝呪波〟を練って矢の先に触ふれた。

　何の変へん哲てつもない矢が、紫むらさき色いろの輝かがやきを帯おびる。

「さあっ！　飛べっ！」

　カミロの手から矢が放はなたれた。

　ビュンッ！

　矢は光の軌き跡せきを描えがいて、一直線に飛び、矢狭間の列の真まん中なかに命めい中ちゆうした。

　一瞬後。

　ドグワァーンッ！

　閃せん光こうとともに大だい爆ばく発はつが起こり、白い土つち煙けむりが雲のように沸わき起こった。

　その土煙が晴れると、岩いわ壁かべに巨きよ大だいな穴が開いているのが分かる。

　射い手ては沈ちん黙もくした。門の上部は完全に噴ふき飛んでいたのだ。

「おらっ！　このまま突っ込むぜ！」

　ダル・ハーは馬車の速度を上げた。







　第五章　胎たい　内ない







「急きゆう使し！　バルヨナ将しよう軍ぐんよりの急使！」

　アルムミはそう声を張はり上げながら、ザモーラの本ほん陣じんを駆かけ抜ぬけていた。

　武ぶ器きを持たない前線からの使いに扮ふんした彼は、兜かぶとで顔を隠かくしたまま太たい主しゆに近づいていった。太主アルゲニブは今、従じゆう者しやひとりをそばに置いただけで、他の兵たちから少し離はなれた丘の上から戦場全体を見み渡わたしている。

（迂う闊かつだな、アルゲニブ）

　アルムミは兜の奥おくでニヤリとしながら、もう一度声を上げた。

「バルヨナ将軍よりの急使！」

　アルゲニブはこれに気がついた様よう子すで、彼の方を振り返る。

「急使、だと？」

　太主は、アルムミに近くに寄るようにと合あい図ずした。

　アルムミは馬から下り、盾たてを鞍くらにかけると、小こ走ばしりで太主に近づく。

　武器を持たぬことを示すために、両手を拡ひろげながら。

　だが……。

　暗あん殺さつ用ようの武器は、アルムミの身体からだの中にあった。

　シャインデルの炎ほのおの鉄てつ杖じように、顔と頭部の半分を叩たたき潰つぶされた時に失った左目。

　その眼がん窩かに埋うめ込まれた義ぎ眼がんに、猛もう毒どくを塗ぬられた針はりがバネ仕じ掛かけで仕し込こまれているのだ。

「陛へい下か……」

　アルムミは敬けい礼れいしながら近づいていく。

　そして、太主の足あし元もとにひざまずくと、顔を上げて兜を脱ぬいだ。

「……お主ぬしは？」

　アルゲニブは急使の正しよう体たいに気がついた。

　かつて彼は、アルムミに秘ひ密みつ外がい交こう特とく使しを任まかせたことがあったのだ。

醜みにくく変わりはててはいるが、あの裏うら切ぎり者に間ま違ちがいない。

「手て遅おくれです、陛下」

　アルムミは醜しゆう怪かいな笑いを浮うかべ、義眼を太主に向けた。

　カチッ。

　小さな針が、太主の喉のどを狙ねらって飛んだ。
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　リックたちは固かたく閉とざされた黒い鋼こう鉄てつの門の前までようやくたどり着ついた。

「カミロ……」

　セイルは親しん友ゆうをゆっくりと馬車の屋や根ねから降おろした。

「どうした？」

　その重おも苦くるしい気け配はいに、リックが尋たずねる。

「……心配要いらねえよ」

　苦しそうにカミロは答えた。

「ほんの、かすり傷きずだ」

「かすり傷じゃありませんよ～」

　フロランドが声を震ふるわせる。

「あの矢の雨の中でしたから、無ぶ事じとはいきませんでした」

　セイルが唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「……これ以上、動くのは無む理りね」

　空から下りてきて人間の姿すがたに戻もどったアリシアが、カミロの傷を手当てしながら眉まゆをひそめた。急きゆう所しよを辛かろうじて外はずれてはいるものの、八本もの矢が彼の身体を貫つらぬいていた。

「置いて行くわよ。後はアリシアに任まかせて」

　アマラは決けつ断だんを下くだした。

「アマラ！」

　ピュティアが目を丸くする。

「重じゆう傷しよう者しやに足を引っ張ぱられる訳わけにはいかないのよ」

「でも！　いつもみたいにセイルが〝呪じゆ波は〟を使えば」

「いや」

　そうカミロ自身が頭かぶりを振った。

「この後の戦いを考えりゃあ、〝呪波〟は温おん存ぞんしとくべきだ。行ってくれ」

「……ダル・ハー」

　サイベルは賞しよう金きん稼かせぎに命めいじて、カミロの身体を道の端はしに寄よせた。

「帰りにはちゃんと拾ひろって上げるからね」

　サイベルは、息いき苦ぐるしそうなカミロの黒くろ髪かみを撫なでた。

「……それより、今こん度ど一いつ緒しよにいいことしようぜ」

「その元気なら大だい丈じよう夫ぶ」

　サイベルは微ほほ笑えんだ。

「……さて、問題はこのデカい門をどうやって開けるかだな」

　シャインデルは鋼鉄の門を見上げてつぶやいた。

「そうですね……」

　セイルは試ためしに指先で小さな白はく熱ねつ球きゆうを作り、門に触ふれさせた。

　バチッ！

　驚おどろいたことに、黒い鋼鉄の門は白熱球を弾はじいた。

「……！」

　白熱球はセイルの頰ほおをかすめ、物もの凄すごい速度でどこかに飛んでいってしまった。

「まともに〝呪波〟をぶつけていたら……」

　セイルはゾッとなった。ここにいる全員が灰はいと化かしていたかも知れないのだ。

「どういう仕し組くみだ？」

　シャインデルがルシアスに聞く。

「よくは知らないよ」

　ルシアスは自信がなさそうに答える。

「けど、何だか、魔ま法ほうでは壊こわせないようにしてあるってハインが前に……」

「それを早く言いなさいよ、お馬ば鹿かな子！」

　サイベルがにらんだ。

「叩たたき壊こわせ……ねえだろうな」

　ダル・ハーが斧おので小こ突づいてみて、諦あきらめのため息をつく。

「……試ためしてみるだけだ」

　シャインデルが炎の鉄てつ杖じようを振ふりかぶった。

「おい、馬鹿！」

　ダル・ハーが止めようとするのを待たず、紅ぐ蓮れんの炎をまとった鉄杖が鋼鉄の門に打ちつけられる。

　ズーンッ！

　全身が揺ゆすぶられるような轟ごう音おんが響ひびき渡わたり、門が震えた。

「いけるか？」

　シャインデルは再さい度ど、鉄杖を叩きつける。

　と、同時に。

「ダル・ハー、動くな」

「あっ！　リック！」

「ぐはっ！」

　黒こく衣いの剣けん士しは音を頼たよりに走ってダル・ハーの背せを踏ふみ台に跳ちよう躍やくすると、氷の剣を抜いて門に斬きりつけた。

　……ズズーンッ！

　リックが着ちやく地ちしてから一いつ拍ぱくおいて、鋼鉄の門もん扉ぴが〝悪あく魔まの胎はら〟の奥に向かってゆっくりと倒たおれた。

「……門は壊れなかったけど、蝶ちよう番つがいがいかれたようだ」

　倒れた門を観かん察さつして、ヒュオンが肩かたをすくめた。
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　カチッ！

　針が義眼から飛び出した瞬しゆん間かん。

　アルムミとアルゲニブの間に、ひとつの人ひと影かげが飛び込んでいた。

「うっ！」

　小さな呻うめき声を上げて、その人影は倒れる。

「カースティ！」

　アルゲニブが、その野や望ぼうのためなら家族を犠ぎ牲せいにすることさえ厭いとわないと言われたザモーラの太たい主しゆが、悲ひ痛つうな叫さけびを上げた。

「おのれっ！」

「ちっ！」

　アルムミは跳とび退すさって、逃にげの姿し勢せいに入る。

　この暗殺具は一いち撃げき必ひつ殺さつ。外はずせば、第二段はない。

　そして、アルムミは退ひき時どきだけは常つねに心こころ得えている男だった。

　だが……。

「舐なめた真ま似ねをしてくれるね」

　黒くろ髪かみの女が、アルムミの前に立ちはだかっていた。

「逃げられると思って？」

　後ろを金きん髪ぱつの少女が塞ふさぐ。アルムミは逃げ場を失った。

「偽にせの急使なんて、つまらない手を使うね、至し神しん智ち教きよう団だんも」

　ヴォージェラは剣をアルムミの喉のどに突きつけた。

「どうして気がついた？」

　アルムミは唸うなった。
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「その盾たてさ」

　ヴォージェラはアゴをしゃくって、馬の鞍くらにかけられた盾を示した。

「あの紋もん章しようの持ち主は、とっくに死んでいるんだよ。あたしが暗殺したんだから確たしかさ」

「教団に用意させたのが間違いか」

　アルムミはすっかり諦あきらめた表情を作りながら、左手の中なか指ゆびの指ゆび輪わを探さぐった。もしもの時の脱だつ出しゆつ用ように、ダレクから借かり受けた品だ。これに意い識しきを集中することで、空間を跳ちよう躍やくしてこの場から逃のがれることができるのだ。

　しかし……。

「ほら」

　ヴォージェラは自分の剣をクルリと逆さか手てに持ち替かえると、アルムミの手に渡した。

「……どういうことだ？」

　アルムミは指輪に意識を向けるのを止やめ、剣を握にぎり直した。

「あんたにも機会をやるってことさ、薄うす汚ぎたないドブネズミ」

「……ダレクへの土産みやげが欲ほしかったところだ」

　アルムミは、憤ふん怒ぬの混じった甲かん高だかい笑い声を立てる。

「来な」

　徒と手しゆのヴォージェラは、小こ馬ば鹿かにするように手て招まねきした。

「女ああああっ！」

　アルムミは全体重を乗せて、剣をヴォージェラの頭に振り下ろす。

　だが、冷つめたい刃やいばが食い込む寸すん前ぜん、彼女の姿はアルムミの視し界かいから消えた。

「……暗殺ってのは、こうするんだよ」

　動きを止めたアルムミの耳に、ヴォージェラはささやく。

　長く尖とがった五本の爪つめが、傷きず跡あとの醜みにくいアルムミの頭ず蓋がいを貫つらぬき、脳のう漿しようを飛び散らせていた。




　一いつ方ぽう。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　クラリッサは、カースティの肩に口をつけ、毒どくを吸すい出していた。

「そうか……」

　アルゲニブは大きく息を吐はいた。

「……この子は？」

　死体から剣をもぎ取って鞘さやに戻もどしたヴォージェラが、父太主のもとにやってきて尋たずねた。

「侍女だ。……安心しろ、この年で若い娘むすめに色いろ気けは出さぬ」

　言葉少なにアルゲニブは答える。

「そう……」

「何なに故ゆえ、余よを助けに来た？」

　今度は太主が娘に尋ねた。

「……さあね」

　ヴォージェラは黙だまり込む。

　その間に、クラリッサはカースティを起こして太主の手に預あずけた。

「厚あつ手での鎧よろい下したが、針が深く刺ささるのを防いでくれたようです」

　クラリッサは説明する。

「お主ぬしは？」

　娘むすめとの間に気き不ま味ずい思いをしていた太主は、質問を彼女の方に向けた。

「ええっと、クラリッサといいます。……ヴォージェラの友とも達だちの」

　クラリッサは少しためらっていたが、ちょっと間を置いて続けた。

「フレオリック先生の弟で子しです」

「……皮ひ肉にくなものだな」

　カースティを抱だき抱かかえたアルゲニブは、まじまじとクラリッサを見る。

「フレオ……リック……？」

　まだ意識が朦もう朧ろうとしているカースティも、クラリッサの顔に目を向けた。

「クラリッサ！」

　ヴォージェラが呼んだ。

「戻もどるよ、仕事に」

「ええ。……では」

　クラリッサは太主に敬礼して踵きびすを返した。

「……父ちち上うえ」

　ヴォージェラは、そちらの方を見ないようにしてアルゲニブに声をかける。

「その子……嫌きらいじゃないよ。じゃあね」

　二人の女おんな戦せん士しは再び血ち煙けむりの戦場へと戻っていった。
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　馬車と馬を置いて〝悪あく魔まの胎はら〟の内部に侵しん入にゆうしたリックたちは、湿しめった、妙みような臭においのある空気の中を、道をよく知るルシアスを先頭に進んだ。

「……この臭い……な～んか覚おぼえがあるんだけど」

　ピュティアは首を傾かしげながらつぶやき、リックの手を引く。

　しかし、しばらく行くと……。

　リックは突とつ然ぜん、足を止めた。

「どうしたの？」

　尋たずねるピュティア。

　何かが自分たちを取り囲かこんでいることを、リックは感じ取っていた。

　少し遅おくれて、セイルやサイベルたちも、数百の赤い目が、じっと自分たちを見つめていることに気がついた。耳をすませば、低く不ぶ気き味みに、物を擦こすり合わせるような音が小波さざなみのように響ひびいていることも分かる。

　セイルが〝呪波〟を使ってあたりを柔やわらかい光で照らし出した。浮うき上がったのは、数えきれない数の鼠ねずみ人にん間げんである。

「またこいつらか」

　シャインデルが鉄てつ杖じようを構かまえた。

「一いつ気きに叩たたき潰つぶす」

「待ってくれよ」

　ルシアスがその腕うでをつかんで止めた。

「あいつら、見た目はあんなんだけど、決けつして悪わるい奴やつらじゃない。おいらにとっては一いつ緒しよに暮くらした仲間なんだ」

　少年はそう言って前に出る。

「……おいらだ。大だい事じな用があるんだ、通してくれ」

　シシシッ！　という声が群むれを渡った。

　やがて、前に位置する連中から、鼠人間たちは道を開いていった。

「ありがとう。お前たちも、ここを出た方がいいぜ」

　ルシアスに続いて一同は、鼠人間の間を通って〝悪魔の胎〟の中心を目め指ざした。

　しかし、すぐに別の一団が彼らの前に立ちふさがる。

　百人近い傭よう兵へいである。全員が板ばん金きん鎧よろいと盾たてで身を固かため、得え物ものは大たい剣けんか鉄てつ鎚つい。さらに、背には大おお弓ゆみを担かついでいる。

「時間稼かせぎね」

　サイベルが嘲ちよう笑しようする。

「……腕うで慣ならしだ。私が行こう」

　一歩前に出たのはリックだった。

「命の惜おしい者は去れ」

　彼は静かに言った。だが、傭兵たちはひとりとして退しりぞかない。

「警けい告こくはした。……ピュティア？」

　リックは左手の親指で、パチリとグリードの鍔つばを弾はじいた。

「いいよ！」

　ピュティアの言葉と同時に、リックは傭兵たちの間に飛び込んでいた。

「……絶ぜつ好こう調ちようだね」

　それを眺ながめてヒュオンが苦く笑しようする。

「右！　左斜ななめ前！　左に二人！　正しよう面めん！」

　ピュティアが敵てきの位置を報しらせる。

　リックはその声と気け配はいを頼たよりに、剣を振るう。

　相手の動きには捉とらわれない必殺の一いつ刀とうが、自分に斬きりかかってくる剣ごと、相手を斬り捨てる。板金鎧も、グリードの前では紙と変わらない。氷の剣が一いつ閃せんする度たびに、必ず数人が同時に倒たおれ、血ち飛沫しぶきが上がった。あっという間まに四十人以上が絶ぜつ命めいする。

「……そろそろこっちも身体からだを動かすか？」

　シャインデルがヒュオンを見た。

「おいしいとこ、全部持っていかれてもねえ。……おい、ピュティア！　俺おれたちを斬らせるなよ！」

　二人は戦いの中に躍おどり込んだ。

「お前は行かねえのか？」

　ダル・ハーがサイベルを見る。

「私の相手はオリヴィエだけよ。主役は最後に登場するの」

「……よくもまあ、しゃあしゃあと」

　だが、ヒュオンに向かって弓が構えられると、サイベルのすました表情も変化した。

「あの馬ば鹿か！」

　罵ののしりながら慈じ悲ひと悔かい恨こんの剣を同時に抜ぬくと、幼おさな馴な染じみの方に向かって走った。

　だが、一いつ瞬しゆん遅おそく、ヒュオンは足と腹部を射い抜ぬかれる。

「ちっ！」

　細ほそ身みの剣が風を切り裂さき、六人が同時に倒れた。

　彼女を狙ねらった射い手ては、セイルが〝呪じゆ波は〟で吹き飛ばす。

「ヒュオン！」

　サイベルはヒュオンのそばに駆かけ寄ってその身体を抱だき起こした。

「……油ゆ断だんしたな。俺もここまでか」

　ヒュオンは薄うす目めを開いてサイベルを見上げる。

　ドンッ！

　サイベルは膝ひざから彼を突つき落とした。

「ってえな！　お前、怪け我が人にんに向かって！」

「な～にが怪我よ！　これ、本当にかすり傷じゃない！」

「そうでもないぜ、歩けないんだ」

「……もう、心配させないで」

「サイベル……」

　ヒュオンは上体を起こし、サイベルの頰ほおに手を当てる。

　だが……。

「あの～」

　フロランドの間ま延のびした声が割って入った。

「お二人さん、もう戦い、終わっちゃいましたけど……。みなさん、行っちゃいましたよ」

「そ、そうね」

　サイベルは照てれ隠かくしのように服の汚よごれを払はらい、立ち上がった。

「ひとりで馬車まで戻もどれる？」

「何とかな」

　ヒュオンは顔を歪ゆがめる。

「……君にずっとついていく気だったんだが」

「先、行くわ」

　サイベルはフロランドとともに、先行するリックたちを追った。




「……やはり、妙みようだ。ここの傭よう兵へいどもも、斬った時の手て応ごたえが異い常じようだった」

　リックは歩きながら、グリードの血を払はらって鞘さやに収おさめてつぶやいた。

「ああ」

　転ころがる死体の切り口を見たシャインデル。

「この街で初めて戦った鼠人間と同じだな。この連れん中ちゆう、身体の一部、いや、かなりの部分が結けつ晶しよう化かしている。……何な故ぜだ？」

「そうか……瘴しよう気きです！」

　セイルがポンと手を叩たたいた。

「瘴気ですって？」

　アマラが彼の顔を見る。

「そうです。この空気、分かりませんか？」

「……！」

　ピュティアが口をふさいだ。

　この硫い黄おうのような臭におい。少女は以前、神しん獣じゆうの住む遺い跡せきで、これと同じ臭いを嗅かいでいた。

「これを長いこと吸すっていると身体に異常をきたします。この傭兵たちはゆっくりと鉱こう物ぶつになりかけていたんですよ」

「急いだ方がいいってことね」

　と、サイベル。

「そう濃こくはないですから、すぐに影えい響きようが出るとは思えませんが」

「……一いつ体たいここでは何が起きている？」

　リックは尋ねる。

「分かりません。マルツァディーク神と関係があるのかどうかも……」

「……何だよ、マルツァディークって？」

　ルシアスがこっそりとピュティアに聞く。

「あんた、ここに住んでて知らないの？　三神しん官かんが信じてる神様だって」

「あの人たち、おいらたちにはそういう話、しないんだよ」

　少年は頭を搔かく。

「言っても、あんたの頭じゃ理解不ふ可か能のうだってことか」

「な、何だとお！」

　と、場ば所しよ柄がらをわきまえずに口くち喧げん嘩かを繰くり広げる二人。

　その横で、アマラは爪つめを嚙かむ。

（これがマルツァディークに関かかわりがあるとしても、三神官が仕つかえているのは別の神……。どうやら、直接ハインに問とい質ただすしかないようね）

　彼女は胸のうちで決意を固めた。

　そして……。




　彼らは向かってくるならず者や傭兵たちを薙なぎ倒たおしながら、とうとう広ひろ間まの前までたどり着ついた。

　だが、そこに待っていた男の姿を見た瞬間、ルシアスの頭にカッと血が昇のぼった。

「シャガード……！」

「ここでちょいと待ってもらうぜ、旦だん那な方がた」

　ならず者の頭は、薄うす笑わらいを浮うかべた。

「貴き様さまのような屑くずが、俺おれたちを止められると思っているのか？」

　シャインデルが鉄てつ杖じようを彼の鼻はなに突きつける。

「試ためすかい？」

　突とつ然ぜん、シャガードの腕が通常の三倍ほどの長さに伸のびて、アマラの首に巻きついた。

「……！」

「やりなよ、この女を殺して構かまわないんならな」

　シャガードはアマラを引き寄せると、ベロリと舌を出し、その先せん端たんをアマラのこめかみに突きつける。

「こいつ、ラクヌンガを！」

　ピュティアが叫んだ。

「この女の脳のう、くくくっ、啜すすったらうまいだろうな」

「……野や郎ろう」

　ダル・ハーは戦せん斧ぷを手にズイッと進み出た。

「おおっ？　やるか？　やるかあ～？」

　シャガードは舌先をこめかみに食い込ませる。

「私の前に人ひと質じちは無意味だ」

　リックが氷ひよう剣けんの柄つかに手を置く。

「……待って、先生」

　リックがグリードを抜こうとするのを、ルシアスが止めた。

「あいつは、おいらがやらなくちゃ」

（あいつからニンを守るために……、おいらは先生に剣を習おうと思ったんだから）

　少年は心の中で続けた。

「あんたでどうかなる相手じゃないだろ！」

　ピュティアが頭かぶりを振ふる。

　だが、リックは少年の声に固い決意を感じ取った。

「……雑ざつ念ねんは捨すてろ」

「はいっ！」

　ルシアスはシャガードの前に立った。

「その人を放はなせよ」

「ガキが……、引っ込んでいろ、死ぬぜ」

　シャガードは嘲せせら笑う。

「女を盾たてにしないと、おいらにも勝てない訳わけか……」

「……！」

　シャガードはアマラを突き放し、背にした剣に手をかけた。

（柄つかを握にぎる手は、小こ指ゆびと薬くすり指ゆびに意識を置き……）

　少年の目には、まるで止まっているかのようにシャガードの動きがはっきりと見えた。

（静かに相手を〝観み〟て……）

　ごく自然に手が動いて、ムアンマルから借かりた剣を抜く。

（心の中で相手の身体からだに中心線を引き、その線に沿そって……）

　真まっすぐに剣の先せん端たんが頭ず上じように引き上げられ、そして……。

（手先でなく、身体全体で斬きる！）

　ズシュッ！

「……ふう」

　ルシアスは全身で大きく息を吸すうと、その場に座すわり込んだ。

　目の前には真まっ二ぷたつになったシャガードが横たわっている。

　驚きよう愕がくの表情が張りついたままの顔。その手は、まだ剣を半分抜きかけたところだった。

　リックは手を差し出して、少年を立たせる。

「……どうでした、先生？」

　ルシアスは聞いた。

「相手は雑ざ魚こだ。そこそこ、というところだな」

　そっけない感想。だが、その厳きびしい一ひと言ことは、まさに師たる者のそれだった。

「さあ、行くわよ、ニンはこの中ね」

　サイベルは広間の扉とびらに手をかけた。







　第六章　蝕しよくの刻とき







　扉とびらが開くと同時に、リックたちは広ひろ間まに傾なだれ込んだ。

　三神官の席が設もうけられていた台の上には祭さい壇だんが置かれ、その上には一いつ糸しまとわぬニンが横たわっている。

　そして……。

　三神官と至し神しん智ち教きよう団だんの魔ま道どう士し二人が、祭壇の前に立っていた。

　彼らの足あし元もとに転ころがって動かないのは、アマリエだろうか。

「……あいつら」

　シャインデルがそちらの方に駆かけ出しかけるのを、オリヴィエが〝灼しやく熱ねつ〟の剣の柄つかに手を置いて牽けん制せいする。

「アノー、ゲールラッハ？」

　セイルがつぶやく。

「我われ々われは祖そ師しを裏うら切ぎる訳わけにはいかないのだ、セイル」

　アノーは苦く渋じゆうの表情を浮うかべていた。

「この方かたの創つくった教団ですからねえ、グフ」

　ゲールラッハは短い首をさらにすくめる。

「ここは祖師との関係を大だい事じにしたい、ってことですよ」

「……よく来ましたね」

　ハインは二人の教団員を制すると、一いつ行こうに微ほほ笑えみかけた。

「少し、話し合いましょうか？」

「ニンとアマリエを返してくれるのなら、話し合ってもいいですよ」

　セイルが答える。

「君きみがセイル・グレイですか？」

　ハインは目を細める。

「なるほど、似ている」

「……あなたがハイン、僕ぼくの原げん型けいですね。フレオリック、いえ、リックから話は聞きましたよ」

　セイルはうなずいた。

　自分が、ハインの造り上げた分ぶん身しんであることを、彼は冷静に受け止めていた。自分の出しゆつ生しようについていろいろ抱いだいてきた疑ぎ問もんが一気に解決し、逆にすっきりとした気持ちだ。

　セイルは、アマラとカミロに真まっ先さきにこのことを告つげた。だが、二人はそれがどうした、という顔をして、セイルはセイルだ、と言ってくれたのだ。

　それは、リックや他の人たちも同様だった。

　イフィーを失って以来、自分はひとりだ、ひとりでいなくてはならない、と信じていた彼は、初めて自分が多くの人々との絆きずなに結ばれていたことに気がついたのだ。

「感かん謝しやしていますよ、僕を〝造って〟くれたことを」

「アマラ……」

　ハインは銀ぎん髪ぱつの女に目を向けた。

「あなたが、アマラだったんですね」

「わたしを知っているの？」

「ええ。あなたが生まれる以前から知っていた、と言ってもいいでしょう」

「わたしも、あなたを思い出したような気がする……」

　アマラは、彼の方に進み出た。

「駄だ目めですよ～、アマラさん！」

　フロランドが思わず止めようとするのを、サイベルが口をふさいで黙だまらせる。

「静かに、謎なぞ解ときが始まるわ」

「さあ、水すい晶しよう球きゆうを」

　ハインに促うながされ、アマラは皮かわ袋ぶくろに入った透とう明めいな球体を取り出す。

「アマリエ」

　次にハインは呼んだ。

　オリヴィエが、ぐったりと動かない女を強ごう引いんに立たせた。

「我わが意いに従したがって……」

　ハインは〝呪じゆ波は〟を使い、操あやつり人にん形ぎようのように彼女を自分の目の前まで歩かせる。

「さあ、裏うら巫み女ことしての義務を、果はたしなさい」

　己おのれの意い志しをその瞳ひとみに感じさせないアマリエは、ハインの言うままに手を差し出して水晶球に触ふれた。

　すると……。

「……！」

　ハインの顔に、喜びの色が走った。

　水晶球の中心から一いち条じようの白い光が垂すい直ちよくに伸のびて、ドーム状の天てん井じように当たった。その光の当たった場所から、天井はまるで溶とけるように口を開き、雲ひとつない空が見え始める。

　差し込む日光の眩まぶしさに、暗いところに目が慣なれていた一同は顔を背そむけた。

　そして、広間が碧あおい天てん蓋がいのもとにすべてを曝さらした時……。

　天てん頂ちようには太陽と、カエト、アバル、それにアティードの三つの月が集まりつつあった。




　　　　＊　＊　＊




　その頃ころ……。

「……まだ、アルゲニブは生きているのか」

　本ほん陣じんの天てん幕まくにこもって地図を睨にらむダレク司し教きようの顔に、ようやく焦あせりの色が浮かび始めた。

　戦せん況きようは依い然ぜん、互ご角かく。徒いたずらに戦死者だけが増ふえてゆく。

　そこに……。

「猊げい下か！」

　前線の指し揮き官かんに任にん命めいされた、金こん剛ごう石せきの魔ま道どう士しが飛び込んできた。

「どうだ!?　アルムミの首しゆ尾びは？」

　ダレクは待ちわびたと言わんばかりの表情で尋たずねる。

「敵てき側がわ本陣に慌あわただしい動きはなく、どうやら暗殺は失敗した模も様ようです」

　魔道士は、頭を下げることさえ忘れて早はや口くちで告つげた。

「それより、お急ぎください！　ここは危き険けんです、本陣の後こう退たいを！」

「愚おろかな……」

　アルムミの失敗を告げる報に気を落としたダレクは、魔道士の警けい告こくに耳を傾かたむけない。

「ザモーラの主しゆ力りよくは、平へい原げんの真まん中なかで我わが軍に包ほう囲いされておるのだぞ」

　彼は地図を指ゆび差さした。

「ここまで一体、どれほどの兵力が迫せまれるというのだ」

「二騎きです！　二騎が猛もう然ぜんとこちらへ！」

　魔道士は焦りを声に滲にじませる。

「二騎……たった二騎だと？」

　ダレクは、この馬ば鹿かげた報告に笑いだした。

　しかし……。

　バッ！

「……！」

　ダレクは目を見み張はった。二人の騎き兵へいが、槍やりで天幕の麻あさ布ぬのを引き裂さきながら、眼がん前ぜんに飛びだしてきたのだ。逃にげようとした副ふく官かんが、馬の蹄ひづめに頭を踏ふみ砕くだかれる。

「……総そう司し教きよう、ダレク猊下とお見受けする」

　兜かぶとの面めん頰ぼおを上げぬまま、馬上のバルヨナは言った。

「ザモーラの大たい儀ぎのため、その首しゆ級きよう、いただきに来た」

　鮮せん血けつに塗まみれた戦せん斧ぷを胸の前に構かまえながら、テイワズは告げる。

「ザモーラの大儀だと？　笑しよう止し！」

　ダレクは〝呪波〟を放はなとうと杖つえに手を伸のばす。

　次の瞬しゆん間かん。

　バルヨナの羽は根ねつき槍やりが、総司教の首を払はらい飛ばしていた。




　　　　＊　＊　＊




「まだ、多少時間はあります」

　ハインは微ほほ笑えみをたたえたまま、リックたちを見み渡わたした。

「余よ裕ゆうだな」

　水晶球に触ふれた後に倒れたアマリエを抱だき上げながら、シャインデルが唸うなる。

「こちらも知りたいことがあるんですよ」

　ハインは肩かたをすくめ、アマラを見る。

「この人たちは、知っているんですか？　自分たちがどういう存在であるか？」

「〝一の神〟に選ばれた四人って話でしょ」

　サイベルがフンと鼻はなを鳴ならす。

「そっちはマルツァディークの神しん官かん。こっちは〝一の神〟の選んだ人間。お互たがい、神かみ々がみの代だい理り戦せん士しってところかしら？」

「やはり……、あなた方は何も知らない」

　ハインは頭かぶりを振ふった。

「こんな人たちに、神しん聖せいな任にん務むの邪じや魔まをされていたとはね」

「師し父ふよ、お教えください。三神官とは、そして〝蝕しよくの刻とき〟とは、何を意味するのです？」

　アノーがハインの前に出て懇こん願がんする。

「……彼らは、マルツァディークの信しん徒とじゃないわ」

　アマラが言った。

「私と同じ、〝一の神〟の僕しもべ。そして、彼らもまた、選ばれた四人……」

「はあ？　何だって？」

　ダル・ハーが頭を抱かかえる。

「訳わけが分からんぞ!?」

「……あなただけは、正確に理解しているようですね」

　ハインが銀ぎん髪ぱつの巫み女こにうなずく。

「我々は〝一の神〟により、マルツァディークの降こう臨りんを防ふせぐために遣つかわされた神官。女神マルツァディークから、宇う宙ちゆうを救おうとしているのですよ」

「宇宙か……。大おお袈げ裟さな物もの言いいいだ」

　と、そっけないリック。

「そう聞こえるかも知れませんが真実です。遥はるかか昔、創そう世せいの直後のこと。この宇宙の美しさに牽ひかれ、兄神である創そう造ぞう神しんエルから奪うばおうとした女神マルツァディークは、永ながい戦いの末すえにエルに敗やぶれ、こことは別の空間、別の時間線で長い眠ねむりに就つきました。だが、ほぼ千年ごと、つまり天球を巡めぐる三つの月と太陽の蝕の際さいに、彼女の眠りは浅くなるのです」

「じゃあ、今その女神が目め覚ざめかけているとでも？　信じろって言うのが無む理りね」

　サイベルが冷ひややかに腕うでを組んで三神官を見た。

　これに対し、ダイモニオンがかぶりを振る。

「一いつ体たいお前たちは何を見ている？　すでに女神の一部は目め覚ざめているのだぞ」

　セイルの額ひたいにひとすじの汗あせが流れた。

「……まさか……この〝悪あく魔まの胎はら〟が？」

「これを単なる大岩とでも思ったのか？」

　もうひとりの神官オリヴィエは、侮ぶ蔑べつの色を隠かくそうとはしない。

「ここはマルツァディークと我われ々われの世界との接せつ点てん。女神の子し宮きゆうへと至いたる道なのだ」

「まさに〝悪魔の胎〟か……」

　シャインデルはオリヴィエの言葉に偽いつわりがないことを確信する。

「さ、参考までに聞くけど」

　ピュティアが震ふるえる声で口を挟はさむ。

「その女神が目覚めるとどうなるの？　まさか、世界を滅ほろぼそうとでもしちゃうの？」

「いいえ」

　少女はほっとため息をついたが、ハインは続けた。

「創造神エルがこの世界への興きよう味みを失い、別の時じ空くうへと旅立ってかなりが経たちます。世界とマルツァディークはひとつになるでしょう。おそらくは再さい創造。世界はマルツァディークの意のままに生まれ変わり、私たちどころか、動植物、岩、水、空気、そして星々。今あるすべての存在、森しん羅ら万ばん象しようが無むに帰きするのです」

　ピュティアの顔は、真まっ青さおを通り越こして紫むらさきになった。

「それを防ぐために、街まちの娘むすめたちを殺し、ニンを犠ぎ牲せいにするというのか？」

　と、シャインデル。

「他ほかに方法はないのです。眠りを続けさせるためには、女神の最もつとも好このむ犠牲、すなわち無む垢くな魂たましいを〝蝕の刻〟が過ぎ去るまで捧ささげ続けなければなりません。今、最も危険な時間が迫せまっています。この日までに捧げた犠牲で、かなり女神の飢うえは抑おさえられたはず。だが、あとひとりの犠牲はどうしても必要です。それで、世界は救われます」

「二つ、質問がある」

　リックが言った。

「もし、女神が大人おとなしくまた永い眠りに就いたら、〝悪魔の胎〟はどうなる？」

　ややためらった後、ハインは答えた。

「……再び来た場所、時空の狭はざ間まに消えます」

「では、ここにいる連れん中ちゆうは？」

「ともに。我われ々われ三神官も含ふくめて……。だからこうして、屑くずに等しいならず者や傭よう兵へいを使っているのですよ。……もっとも、そこにいるルシアスとアマリエは、事じ前ぜんに逃のがれさせる心算つもりでしたが。私が目をかけた者はみな、裏うら切ぎるようです」

　ハインは哀かなしげに頭かぶりを振る。

「もうひとつ。何故、このミシュハバードに〝悪魔の胎〟は出現した？」

「これは推すい測そくですが……。エルの信徒から邪じや神しんと呼ばれ続けてきたマルツァディークは、この街の持つ邪じや悪あくさに引き寄せられたのでしょう」

「お前らが来るまで戦争もなく、平和だったこの都市が、邪悪だと？」

　シャインデルが表情を曇くもらせる。

「他の国々の多くが戦乱に苦しむ中、救いの手を差し伸のべることなく独ひとり繁はん栄えいを楽しむ。豊かな者が享きよう楽らくを追おい求める陰かげで、貧まずしい者は蔑さげずまれ、唾つばを吐はかれる。これほど邪悪なことがあるでしょうかね？　この街のそうした酷むごさは、そこにいるルシアスがよく知っていますよ。……さあ、これで我々のなそうとしていることの正せい当とう性せいを理解していただけたと思うのですが？」

　ハインは話を終えた。

　だが……。

「今ので、説明は半分というとこですかね、グフ」

　ゲールラッハが豚ぶたのように喉のどを鳴ならした。

「師し父ふが女神の降こう臨りんを防ぐために遣つかわされた〝一の神〟の神官だとして、セイル・グレイたちの立場はどう説明されるんですかねえ」

　肥ひ満まんの魔ま道どう士しは、見かけよりもずっと鋭するどい質問を発した。

「〝一の神〟は、この宇宙を含ふくめ、すべての創そう造ぞう物ぶつを慈いつくしみ、愛しているのよ」

　アマラが口を開いた。

「たとえ娘神の望みでも、今ある均きん衡こうを崩くずしての再創造を認めることはできなかった。でも、一方で、〝一の神〟は自みずからに宇宙への介かい入にゆうを禁じている」

「……こんな小さな世界に介入するには、力強すぎる神だということだ」

　オリヴィエが皮ひ肉にくげに口くち元もとを歪ゆがめる。

「だから」

　アマラは続けた。

「この世界に住むものに、その未来を委ゆだねようと決めたのね。でも……」

「〝一の神〟は預よ言げんにより、我々を導みちびこうとした。しかし、この神は別名〝運うん命めい〟とも〝偶ぐう然ぜん〟とも呼ばれるように、二面性を持つ神。預言は二つに分かれ、マルツァディークの降臨への対たい処しよも、二通りの道が示されることとなった」

　オリヴィエがアマラの言葉を接ついだ。

「ひとつは我々の選んだ、再び女神を眠ねむりに戻もどすため、多くの命を捧ささげる道。そして、もうひとつが……、お前たちの取るべき道だ」

　ダイモニオンがリックたちを見渡す。

「私たちの取るべき道……か」

　と、リックはつぶやく。

「とにかく、私はニンを殺させないわ」

　サイベルは、魂たましいの指ゆび輪わを胸に当てて宣せん言げんした。

「このまま借りを返さないでいると、寝ね覚ざめが悪いじゃない」

「千年後にまた同じことを繰くり返すより、ここできっちりと決けつ着ちやくをつける方が俺おれの流りゆう儀ぎに合っているな」

　シャインデルが鉄てつ杖じようを背せに回して笑う。

「たとえ、あなたが原げん型けいでも、僕ぼくとは考え方が違ちがいます」

　セイルはハインに向かって言った。

「マギの杖と……そしてイフィーが僕に教えてくれたんですよ、命の大たい切せつさをね」

「リック……」

　ピュティアが心配そうに黒こく衣いの剣けん士しを見上げる。

　四人のうちの、三人までの意い志しが一いつ致ちした。

　あとは彼だけだ。

「……神や預言など、どうでもいいことだ」

　やがて、リックは言った。

「リック!?」

「だが、貴き様さまら三神しん官かんのやり口は気に入らん」

　彼はグリードの柄つか頭がしらに手を置いた。

　この時。

　氷の剣と、炎の鉄杖、そして魂の指輪とマギの杖が共きよう振しんし、それが美しいひとつの旋せん律りつを生んであたりを満たした。

「預言が……成じよう就じゆした？」

　アマラの手の中で、水すい晶しよう球きゆうが優やさしく光った。

「……そうなのね」

「やはり、戦いは避さけられませんか」

　ハインは残念そうな表情で〝真〟マギの杖を握にぎる。

「そこの二人、邪じや魔まはしないでください」

「……はっ」

「危あぶないことはしません、グフフ」

　アノーとゲールラッハは手て出だしを禁きんじられた。

「ルシアス、あなたはニンのそばに」

　セイルがリックの後ろに立つ少年に声をかけた。

「さて、俺は誰だれの相手をするのかな？」

　ダイモニオンはシャインデルを見る。

「……たぶん、お前か」

「ダル・ハー、彼女を頼たのむ」

　シャインデルは賞しよう金きん稼かせぎにアマリエを任まかせ、鉄杖をビュンと振って巨きよ人じんの前に進み出た。

「数が合わないわよ、ハイン」

　サイベルが、フロランドを後こう方ほうに下がらせる。

「もうアマリエは、そっちの仲間じゃないんだから」

「アマリエを裏うら巫み女こに仕し立たてたのは、僕の落おち度どです」

　ハインは肩かたをすくめる。

「本来、巫女の役割を担になうのは、アマラだけだったんです。預よ言げんの四人のひとりだったはずのアマリエに二重の役を負わせたことが、こちらの預言の歪ゆがみを大きくしました」

「……だが、数合わせはできている」

　オリヴィエがさっと手を振った。空が一いつ瞬しゆん暗くなり、巨きよ大だいな黒こく竜りゆうが広ひろ間まに降おり立つ。

「トルケマーダ、お前の獲え物ものはそこだ」

　竜りゆう騎き士しがセイルを指差すと、片目の黒竜は咆ほう哮こうを上げた。

　だが……。

「オリヴィエ、彼は私に回してくれませんか？」

　ハインが声をかける。

「やってみたいんですよ、自分の分ぶん身しんとね」

「……ふっ、いいだろう」

　オリヴィエはうなずいた。

「トルケマーダ、そういう訳わけだ。お前はあの女でも喰くえ」

　黒竜は不満そうに低く唸うなったが、サイベルに首を向けると殺さつ戮りくへの欲よく望ぼうに顎あぎとを大きく開いた。

「……ちょうどいいじゃない。その化ばけ物ものも、みんなの……院長たちの仇かたきだから」

　サイベルは、大きく翼つばさを羽は撃ばたかせる竜の方に向かう。

　こうなると残るのは、黒衣の剣士と竜騎士だ。

「さて、今こん度どは確実に仕し留とめる」

　オリヴィエはリックと対たい峙じした。




「前はフレオリックに譲ゆずって、貴き様さまとやり合う機会を失ったからな」

　ダイモニオンはニヤリとすると、こぶしに鎖くさりを巻きつけた。

「一いち撃げきで死んでがっかりさせないでくれ」

「ああ」

　シャインデルは鉄てつ杖じように炎ほのおをまとわせる。

「やり合ったことを後こう悔かいさせてやる」

「是ぜ非ひ、頼たのむ！」

　ダイモニオンのこぶしが飛んだ。それを受け止めた鉄杖が竹のようにしなり、シャインデルの身体からだは跳はね飛ばされて壁かべに叩たたきつけられた。




　ゴオオオオオッ！

　紅ぐ蓮れんの炎がサイベルを包み込んだ。

　トルケマーダはサイベルの上空を旋せん回かいしながら、炎の息を紅くれないの貴き婦ふ人じんに浴あびせ続ける。

「こうして……修しゆう道どう院いんのみんなを焼き殺したのね」

　だが、魂たましいの指ゆび輪わの障しよう壁へきが、蛇じや神しんクネプの修しゆう道どう女じよを熱から守っていた。

　黒竜は炎の効果がないのを見て取ると、今度は着ちやく地ちして、刺とげに覆おおわれた尾おをサイベルの頭めがけて振り下ろす。

　サイベルはクルリと優ゆう雅がに身体を回し、完かん壁ぺきにこれを見み切きった。

「フロランド」

「はい！」

　離はなれていた侍じ女じよが、強きよう酸さんを満たした短たん剣けんを女おんな主しゆ人じんに放ほうる。

　二人の息がピタリと合った。

　サイベルは短剣を左手でつかむと、そのまま竜の残った目に投げつけた。

　眼がん球きゆうに突つき立った短剣は砕くだけ、潰つぶれた眼球と眼がん窩かを酸が焼き焦こがす。

　苦く悶もんする黒竜。

（優しかったみんな……）

　修道院の院長、友とも達だちの修道女たちの笑え顔がおが、この邪じや竜りゆうの炎の中で消えていった。

（罪つみもない人々……）

　蒸むし焼きにされ、飢うえた牙きばに嚙かみ砕くだかれるアムサールの街の住人たち。

（……もう、私個人の復ふく讐しゆうはどうでもいいわ）

　サイベルは素す早ばやく距きよ離りを詰つめると、悔かい恨こんの剣で翼の付つけ根ねの動脈を狙ねらう。
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　その殺さつ気きを感じ取り、トルケマーダは首を巡めぐらせる。

（この歪ゆがんだ魂たましいを宿やどした竜の命を絶たつのは……）

　長さを詰めて軽くした剣は、巨大な竜の反はん応のうをはるかに上うわ回まわる速度で走った。

「これ以上の悲しみを止めるためよ！」

　振り下ろされた鋭するどい爪つめの間をかいくぐり、稲いな妻ずまのような白い軌き跡せきが描えがかれる。

　グオオオオーッ！

　空気を震ふるわせる咆ほう哮こう。

　毒どくが血管を駆かけ巡り、激げき痛つうがトルケマーダを襲おそった。

　巨きよ体たいをねじ曲げ、憤ふん怒ぬに駆られた黒竜は、サイベルを嚙み砕こうとあがく。

　だが、筋きん肉にくが硬こう直ちよくし、首が麻ま痺ひして思うように動かない。

　そこにゆっくりと近づいてゆくサイベル。

　人間を脆ぜい弱じやくで、臆おく病びような生き物としか見み做なしていなかった肉にく食しよく竜りゆうが、その足音と匂においに初めて恐きよう怖ふを覚おぼえる。

「……苦しいでしょう？　あなたに殺された人々も、同じように苦しんだのよ」

　ズシンと音を立てて倒れ、鱗うろこひとつ動かせなくなった竜の顔の横に立ち、冷ひややかにサイベルは告げた。

　不ふ思し議ぎと、気持ちは静かだ。

「可お笑かしいわね……今はあなたに哀あわれみをかけてあげる気になっている」

　サイベルはトルケマーダの首くび筋すじに、慈じ悲ひの剣けんを突き立てた。




「お姫ひめ様さま！　お姫様！……ニン！」

　ルシアスは祭さい壇だんに駆け寄ると、冷えきった少女を抱だき上げて必ひつ死しに呼びかけた。

「ニン！　起きるんだ！　こんなとこで死んじゃ駄だ目めだ！　君はまだ死んでいい人じゃない！……好きなんだ……ニン……起きてくれ！」

「……う……ううん」

　少女の頰ほおにわずかに赤みが差した。

「ニン！」

「……ルシアス？」

　ニンの目ま蓋ぶたがうっすらと開いた。

「……今度は……覚えていたでしょ？」

　少女は、少年の顔を見て微ほほ笑えんだ。

「……ダル・ハーさん、リックさん、大だい丈じよう夫ぶでしょうか～？」

　フロランドが心配そうに賞しよう金きん稼かせぎの袖そでをつかんだ。

「まあな」

　アマリエを背せ負おったまま、彼はうなずく。

「でも、まだ目が～！」

「安心しろ」

　ダル・ハーは屈かがみ込むとフロランドに歯を見せて笑った。

「奴やつはよ、この俺おれでさえ手を焼く男だ。竜使いなんぞに負まける訳わけがねえ！」




「不ぶ様ざまだな。敗やぶれ、視し力りよくを失って小こ娘むすめの目を借かりるとは」

　オリヴィエは、少女に支えられるリックに対し、軽けい蔑べつの色を隠かくさない。

「確たしかに不様かも知れぬ。だが、私は以前よりもずっとものが見えるようになった。侮あなどると地を這はうのは貴様の方だ」

　リックはそう言って、ピュティアを下がらせる。

　ピュティアは、剣を使う邪じや魔まにならない程てい度どに離れて彼の後ろに立つ。

「……なるほど。では、こちらも手は抜ぬくまい」

　オリヴィエは〝灼しやく熱ねつ〟の剣を正せい眼がんに構かまえた。リックは普ふ段だんの構えを捨すてて、グリードを握にぎる手をだらりと下げる。隙すきだらけの、まったくの無む防ぼう備びに見える姿し勢せいだ。

「いつでもいいぞ」

　リックは告げた。

「一撃で……終わりだ」

　オリヴィエの瞳ひとみが冷つめたく光ると、彼の身体からだは金こん色じきに輝かがやき始めた。

　この変へん身しんにより、オリヴィエは通常の数倍の反応速度を得るのだ。

　彼の姿が、残ざん像ぞうを残してふっと、ピュティアの視界から消えた。

　速い！

　ピュティアの目では、ついてゆくことは不ふ可か能のうだ。

「リック！……右！」

　指し示じが遅おくれる。

　だが……。

　ビュンッ！

　オリヴィエの剣は空くうを斬きった。リックがすっと足を退ひいて、今の一撃をかわしたのだ。

「ちっ！　ならばっ！」

「……えっと、右！」

　再ふたたび、〝灼熱〟の剣は虚むなしく空気を断たつ。

「……！」

　馬ば鹿かな！　あの娘の指示は完全に遅れているはずだ！

　オリヴィエの顔に初めて焦あせりが現われる。

　今の剣は、常人には決けつして見えぬ三さん段だん突づき。以前のリックは、この技を避よけることができなかった。しかし、今のリックはそれを軽くかわしている。

「……今度はこちらからゆく」

　リックはグリードを握り直した。




「手を出すなと言われたが……」

　アノーは呻うめいた。

「このまま我われ々われは見ているしかないのか？」

「あなたがどちらに味み方かたする気か知りませんがね、グフ」

　ゲールラッハはすました顔である。

「ここは結果待ちといきましょう。セイルに師し父ふ、生き残った方と交こう渉しようするだけですよ」

「それが賢けん明めいね」

　彼らの背せ中なかでアマラが言った。

　グラディウスの先せん端たんが、贅ぜい肉にくのついたゲールラッハの背に食い込む。

「ハインの味方はさせないわ。……私がセイルのためにできるのはこれくらいだけど」

「……アマラ、あなたはもしや」

　アノーが振り返りかけた。

「動かないで！」

　鋭するどい声が飛ぶ。

「あの子のためなら、この手を血に染そめるくらい何でもないのよ」




　ギュウウウウウンッ！

　二本のマギの杖つえが放はなった〝呪じゆ波は〟がぶつかり合い、空間をねじ曲げた。

「結けつ構こうやるじゃないですか」

　ハインはつぶやくように自じ問もん自じ答とうする。

「私の潜せん在ざい能のう力りよくをほぼ八割再さい現げんしていると言ってもいい。だが、それがどうして今日きようまで生き延びている？　すでにマギの杖により、生命力を使い果はたしているはずだ」

「子供の時のまま、傲ごう慢まんな魔ま道どう士しになっていればそうなっていたでしょうね！」

　セイルの杖から無数の光の矢が飛び出し、ハインに向かって飛ぶ。

　ハインも杖をさっと振って、その矢を消失させた。

「性せい格かく因いん子しに変へん更こうが？」

　今こん度どはハインの杖から光の円えん盤ばんが生まれる。

「イフィーですよ！」

　セイルは光の円盤に負ふの熱量の塊かたまりをぶつけ、中ちゆう和わする。

「ひとりの女性が僕ぼくを変えたんです！」

「なるほど！」

　ハインは笑い、衝しよう撃げき波はを放はなつ。

　セイルの肋ろつ骨こつが砕くだけた。




　シャインデルの身体は三度、壁かべと床ゆかに叩たたきつけられた。

　ゴボッと熱あついものが喉のどに込み上げてくるのを吞のみ下くだす。かすかに舌に残る金属の味。

　起き上がろうと腹ふつ筋きんに力を入れると、稲いな妻づまに貫つらぬかれたような痛いたみが全身を走る。

「これで終わりだな」

　ダイモニオンがその様子を見て確信する。

「お前はよくやった。このダイモニオンのこぶしを受けながら、二度までも起き上がってきたのだからな。このままのびていろ。そうすれば、苦しまぬ方法でとどめを刺してやる」

「……そう言われて」

　シャインデルは鉄てつ杖じようを支ささえに、上半身を引きずるようにして起こした。

「はい、そうですかと寝ねている馬ば鹿かがどこにいる」

「貴き様さま！」

「この筋きん肉にく野や郎ろうが！」

　地から沸わき上がる幽ゆう鬼きのようにゆっくりと立ち上がると、シャインデルはダイモニオンの肩かたをつかんで自分の額ひたいをガッと相手に打ちつけた。

　ダイモニオンの額が割れて、赤いものが飛び散った。




「何な故ぜだ！　何故これほど前と強さが違ちがう！」

　オリヴィエは吐はき捨すてた。

「あの小こ娘むすめの指し示じで、避よけられる訳わけがない！」

　だが、リックはことごとく彼の攻こう撃げきをかわしていた。

　オリヴィエは気づかなかったが、リックはピュティアの指示に反応しているのではなかった。少女の声や息いき遣づかいに表われる、驚おどろきや緊きん張ちようの中に、オリヴィエの姿を見ていたのだ。

　その意味で、ピュティアはまさにリックの目となっていた。

「貴様と俺おれの、何が違うというのだ？」

　竜騎士はギリッと歯を食いしばった。

「肉親を殺し、愛するものを殺し、生ける死人と化して、同じように手を血に染めてきた貴様と俺の！」

「確かに……我々はよく似ていた」

　リックは〝灼しやく熱ねつ〟の剣を打ち返し、オリヴィエを後こう退たいさせる。

「だが、お前にはピュティアがいない」

「……！」

　オリヴィエはすり足で間ま合あいを詰めると、再さい度ど三段突きを仕し掛かけた。

「……やはり地を這はうのは貴様だった」

　リックは静かに身を沈しずませ、重心を下げてきたオリヴィエのさらに下に潜もぐって氷ひよう剣けんを払はらい上げる。

　オリヴィエの剣は、瘴しよう気きに満ちた空気を断ち、リックの黒くろ髪かみをかすめていた。

　そして、グリードは、オリヴィエの胴どうを背せ骨ぼね近くまで斜ななめに深く斬きり裂さいていた。

「〝一の神〟……よ」

　血ち煙けむりを上げて、オリヴィエは倒たおれた。

「…………すまんな、サイベル。お前の獲え物ものだったのだが」

　黒こく衣いの剣けん士しは血ち糊のりを拭ぬぐい、剣を収おさめた。

「リック！」

　ピュティアは駆かけ寄よった。

　だが、リックは少女の手を借かりずに、しっかりとした足あし取どりで歩き始める。

「ピュティア、もう指示は必要ないぞ」

　彼は言った。

「お前の見ているものはすべて見える。私たちはひとつだ」




「よくやりましたが、所しよ詮せんは複ふく製せいですか」

　膝ひざをついたセイルの前に立って、ハインは頭かぶりを振った。

「……僕ぼくはあなたとは違う」

　セイルは荒あらい息を整ととのえながら言った。

「女の子の命を奪うばって、後はのうのうと平和を貪むさぼるなんてことはできない」

「きれいごとを……」

　ハインはセイルの眉み間けんに杖つえを向けて、〝呪じゆ波は〟を練ねる。

「邪じや神しんが目を覚さます？　いいじゃないですか？」

　セイルは続けた。

「戦ってやりますよ。ただの化ばけ物ものじゃないですか？　何十世紀も人の命を奪い続けて惰だ眠みんを貪っていたような化け物を、僕は絶対に神とは認みとめません！」

「君きみは……愚おろかだ」

　ハインは白熱球を放はなった。

　だが……。

　まったく別の方向から飛んできた〝呪波〟が、彼の攻こう撃げき魔ま法ほうを相そう殺さいした。

「何！」

　ハインが振り返った先にいたのは、杖をこちらに向けて立つ二人の至し神しん智ち教きよう団だん員いんだった。

「やれやれ、二人でやっとこの程てい度どとはね」

　ゲールラッハが苦く笑しようした。
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「アマラさん、離れていなさい。とばっちりを受けますよ」

　アノーが優やさしく、啞あ然ぜんとした表情の巫み女こに注意した。

「あなたたち……？」

「やはり、私はセイルという人間が好きなんでしょうね」

「まあ、一いつ生しように一度くらい、いいことがしてみたいんですよ、グフ」

　二人はハインの方に向かって移動した。

「……舐なめた真ま似ねを」

　ハインは彼らの方に向けて、限界まで〝呪波〟を増ぞう幅ふくした破は壊かい魔ま法ほうを飛ばそうとする。

「させません！」

　セイルが自分のマギの杖で、ハインの杖を払いあげた。

〝呪波〟が干かん渉しようし合い、青白い稲いな妻ずまが走る。

「身体からだを使うことなら、あなたより上かも知れませんよ」

　セイルはまるで剣のようにマギの杖を正せい眼がんに構かまえた。

　だが、その時。

　突とつ然ぜん、広ひろ間まの床ゆかがグラリと揺ゆれた。

　爆ばく音おんと衝しよう撃げき、突とつ風ぷうがリックたちを襲おそう。

「……あ、あれ！」

　ピュティアは空を仰あおぐと、声を上げて天てん頂ちようの一点を指差した。

　真ま昼ひるの太陽に三つの月が接近し、重なりつつあった。

　碧あおかった空が、夕ゆう暮ぐれのように次し第だいに暗くなってゆく。

「そんな！　早はや過すぎる！」

　ハインは叫さけんだ。




　　　　＊　＊　＊




　同じ空を……。




　カデロンでは、ミリヤムとヴィンの姉きよう弟だいが、季節外はずれの吹雪ふぶきの中、不安そうに見上げていた。

　また、津つ波なみに襲われたマルガ砦とりででは、勝かち気きなマアナ・シャイが。

　竜たつ巻まきが吹ふき荒あれるクスタザールの広場では、子供たちが。

　ユガの近きん郊こうでは、リオスとディディたちが。

　アルダーブルでは、レティシアが。

　エスタファルのドーラも。

　この不ふ吉きつな天てん文もん現げん象しようを見み守まもっていた。




　そして……。

　ミシュハバード近くの野や営えい地ちでは、久ひさしく馬車を出ることがなかったカミロの姉あねカルミナが、外に出てきていた。

「あんた……」

　ビゲリスの妻つまはその姿すがたを認みとめると、息を吞のんだ。

「傷が……」

　カルミナのまわりには、いつしか座ざ員いんたちが集まり始めていた。

　双ふた子ごやイスマル、ウェナたち、イシードロやティーズまでも。

「始まりの終わり……終わりの始まり……」

　カルミナは天頂を指差した。




「やつらか！」

　ビゲリスは、振り回した棍こん棒ぼうで圧あつ倒とう的てきな数で襲いかかる傭よう兵へいを薙なぎ倒たおしながら、震ふるえる〝悪あく魔まの胎はら〟を見た。不ふ思し議ぎなことに、〝悪魔の胎〟に一番近いミシュハバードが、一番天てん変ぺん地ち異いの影えい響きようが少なかった。

「ニン様は!?」

　老ろう骨こつに鞭むち打うつムアンマルが唸うなる。

「セイルたちがいるんだ、きっと助けだす！」

　ギルが鼠ねずみ人にん間げんに向けて矢を放はなった。

「立ち上がるんだ、ミシュハバードの民たみよ！　今こそ、三神しん官かんを打ち破やぶる時だ！」

　ビゲリスは、茫ぼう然ぜんと空を見上げる街まちの人々に呼びかけた。

「街を、自由を、自分たちの手に取り戻もどせ！　太たい主しゆ家けの血を継つぐニン姫ひめが、今、あの〝悪魔の胎〟の中で戦っている！　幼おさない姫の勇ゆう気きの欠かけ片らさえ、貴様たちにはないのか!?　この街は一いつ体たい誰だれのものだ!?」

　この声が、傍ぼう観かん者しやだった人々の心に小さな炎ほのおを点ともした。

　中年の職人が、木の板をつかんで傭兵の前に立った。

　子を背せ負おった主しゆ婦ふが、石を握にぎって鼠人間の群むれをにらんだ。

　諦あきらめと怯おびえの色が群ぐん衆しゆうから消え、彼らの決意がひとつとなった。




「資材は放ほうっておいて！　人命を優ゆう先せんするんだ！」

　アムサールの廃はい墟きよでは、エルシーを抱だいたアリューズが仲間に指示を出していた。

〝悪魔の胎〟を揺ゆるがした地じ震しんは、ここでも大きな被ひ害がいを出している。

　旧領りよう主しゆとの戦いで大たい半はんが焼しよう失しつした街は、復ふつ興こうに取りかかったばかりだったのだが……。

「すぐに津波が来るぞ！　避ひ難なんを急ぐんだ！」

「に、逃にげるといっても、一体どこに？」

　住人たちが、すがるような目で指し導どう者しやの少女を見る。

「……アラアト・アル・ガバルだ！」

　アリューズは決断した。

「あの要よう塞さいを避ひ難なん所じよにするぞ！」




　アゼラでは……。

「あれが……〝蝕しよく〟」

　シモンは薄うす暗ぐらい空を見上げてつぶやいた。

　最初の地震は、月と太陽が重かさなり始める少し前に起こった。

　だが、事じ前ぜんの警けい告こくが国くに中じゆうに行き達とどいていたためか、動どう揺ようや混こん乱らんの報告は少ない。

「ジェド」

　太主は、そばに控ひかえる百人隊たい長ちように声をかけた。

「ここは大だい丈じよう夫ぶだ。イザボーとブランウェン親子のところに行ってやれ」

「はっ、ですが…」

「シャインデルの家族を守れ。私は彼に罪つみを負おわせる代かわりに、彼女たちを守ると約束した」

「ああ。ここでなすべきことは何もないぞ」

　サイモニデスもうなずく。

「すべての決定はおそらく、あのシャインデルたちにかかっておるのだからな」




　北方の至し神しん智ち教きよう団だん本ほん山ざんでは……。

　三つの月の縁ふちが太陽にかかる頃ころから大地が軋きしみ始めて、その歪ゆがみが頂点に達たつした瞬しゆん間かん、ドンッと地の底から突き上げてくるような振しん動どうが、教団の石造りの建物を震ふるわせた。

　強固な魔ま道どう研けん究きゆう棟とうが砂のように崩くずれ、そびえ立つ天てん文もん観かん察さつ塔とうは根ね元もとから折おれた。

「げ、猊げい下か！」

　焦あせりの声とともに、地ち下か牢ろうの扉とびらが慌あわただしく開かれた。

「……この異い端たん者しやに何か？」

　元もと総そう司し教きようのゴフレドゥスは、牢に入ってきた司教たちに感情の表われない視線を向ける。

「お導みちびきを！」

「本山は今、混乱と恐きよう慌こうに満みちています。どうか、猊下の指し揮きで、収しゆう拾しゆうを！」

「我われ々われではどうすることもできないのです！」

　司教たちはゴフレドゥスの鎖くさりを外はずし、その前に平へい伏ふくした。

「〝呪じゆ波は〟と学問を玩もてあそび、議ぎ論ろんのための議論を繰くり返すことしか知らぬ愚おろか者ものどもが……」

　ゴフレドゥスは萎なえた足で立ち上がった。

「状じよう況きようは？」

「た、建物の半数が崩れ、火の手がいくつか上がっております」

「図書館以外の建物はすべて捨すておけ」

　元総司教は命めいじた。

「レイナルフ、お前は手を集めて、麓ふもとの村々を回れ」

「はっ？」

　若者が怪け訝げんな顔でゴフレドゥスを見上げる。

「ここでそれほどの被ひ害がいが出ておるのなら、村はより深しん刻こくだろう。そうした人々を救うことこそ、我らが使し命めいなのだ。さあ、急げ！」




　アラス河か畔はんの戦場では……。

　平へい原げんが大きく揺ゆれて、深い地じ割われが四方に走った。

　騎き馬ばが倒たおれてその深みに転てん落らくし、さらにアラス河の水がそこに傾なだれ込む。

　稲いな妻ずまが槍そう兵へいを襲おそい、重じゆう装そう歩ほ兵へいは膨ふくれ上がった川の水に吞のみ込まれた。




「何が起きているの!?」

「こりゃ戦争どころじゃないね」

　ヴォージェラとクラリッサは堪たまらず膝ひざをつき、お互たがいを庇かばった。

「今回も無む報ほう酬しゆう……か」

「まったく、あなたと組むと！」

「ろくなことないよ」

　二人の女おんな傭よう兵へいは顔を見合わせて笑うと、戦場からの脱だつ出しゆつ路ろを探さがした。




「無む念ねんだ！」

　混乱の最さい前ぜん線せんで、ダレクの首しゆ級きゆうを抱かかえたバルヨナは唸うなった。

「これではダレク戦死の報が戦場に広まる前に、双そう方ほうとも戦せん闘とう続ぞつ行こうが不ふ可か能のうになる！」

「太たい主しゆ陛へい下かへの手て土産みやげができただけでもよしとするか」

　テイワズは肩かたをすくめる。

　二人は馬を捨て、混乱の最前線からの帰き還かんを図はかった。




「……退ひくぞ」

　カースティを腕うでに抱だいたまま、アルゲニブは断だんを下くだした。

「我わが軍の方が押おしているように見えますが？」

　副ふく官かんのひとりが言った。

「いや」

　混乱の戦場を見み渡わたして、太主は首を振ふる。

　両軍とも、それまでの戦闘で失った以上の兵士をこの天変地異で失っていた。

　それでも、戦士たちは戦いを止めようとはしない。

「……我らはエレネイ統一の大たい儀ぎのため、〝戦いくさ〟をしにここに来たのだ。虐ぎやく殺さつではない。教団を叩たたく機会は、またあろう」

　アルゲニブは外がい套とうを翻ひるがえすと、カースティを休ませるために天てん幕まくの中へと下がった。




　　　　＊　＊　＊




「そんな！　早はや過すぎる！」

　ハインは茫ぼう然ぜんと空を見上げた。

「甘あまかったようですね」

　セイルはマギの杖を下ろす。

「すでに女神の一部がこちらの空間とつながって目め覚ざめかけているのなら、時間を歪ゆがめることなど簡かん単たんなことでしょう」

「終わりだ」

　ハインは〝真〟マギの杖を投げ捨てた。

「……ハイン」

　杖は、やっと意識を取り戻したアマリエの前まで転ころがっていった。




　やがて、銀ぎんの月カエト、碧みどりの月アバル、赤の月アティード、三つの月が静かに、完全に太陽と重なった。

　ひとつとなった月げつ影えいの縁ふちがふらりと揺ゆれ、丸い池の中心に石を投げ入れたような小さな波は紋もんが表面に起こる。そして、その波紋はゆっくりと大きな波となって回転を始め、血のように赤くなった天空に巨きよ大だいな黒い渦うずを出現させた。

「世界はマルツァディークとひとつになる……」

「そうは……させません」

　セイルはマギの杖を真まっすぐに黒い渦に向けた。

（これが最後です、イフィー。全力でいきます）

「浄じよう化かの光を……」

　眩まばゆい緑色の光が杖の先から迸ほとばしり、天頂の渦に命中する。

　だが、渦には何の変化も見られない。

「……無む駄だです。大たい海かいに燃もえ差さしを投げ込んで、カラカラに干ひ上あがらせようとするようなものですよ。見なさい、手て遅おくれです」

　ハインは渦の中心を指差した。

　渦の内部で、何か小さなものが動いた。

　そして、それは次し第だいに大きさを増まし、こちらに迫せまってくるように見える。

「……あれが、マルツァディーク？」

　リックの腕を取ってやってきたピュティアが、それを見上げてつぶやいた。

「とんでもない」

　ハインは頭かぶりを振ふった。

　その時。

　渦から吐はき出されるようにして、何かがこの空間に飛びだした。

　一いつ瞬しゆんしかピュティアたちの目には映うつらなかったが、その姿はまるで、知られている生物すべての結けつ合ごう体たいのようだった。

　鱗うろこ、翼つばさ、手て足あし、触しよく手しゆ、螯はさみ、複ふく眼がん、触しよつ角かく、えら、甲こう殻かく、刺とげ、爪つめ、牙きば……。

　あらゆる器き官かんを備そなえたその存在は、靄もやのような幻げん想そう的てきな虹にじ色いろの光に包まれている。

　すべてであって、なにものでもない。

　聖せいであり、邪じや。

　醜しゆうであり、美び。

　悪あく夢むのようでありながら、実じつ体たいを備えている。

　吐はき気けを催もよおすような嫌けん悪お感かんと、目を離はなすことを許ゆるさない魅み力りよくが、同時に心に襲おそいかかってくる。

　圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かんである。

　これが神かみ々がみのひとりではないとしても、それに近い存在であることは、ピュティアたちにもはっきりと分かった。

　そして、渦うずから生まれたその存在は、セイルたちの眼がん前ぜんまで下りてきて一いつ瞬しゆん、動きを止めると、また向きを変え、あっという間まに空の彼方かなたに消えた。

「……次が来る」

　リックが気け配はいを感じ取った。

　この得え体たいの知れない存在は、一体だけではなかった。

　先さきほどのを皮かわ切きりに、一体、または数体ずつ、尽つきることなく現われては、空の彼方に消えてゆく。

「ありゃ何なんだ？　何なんだよ!?」

　ダル・ハーが吠ほえた。

「……あれは邪じや裔えい。女神の子供たち。マルツァディークはその覚かく醒せいの前に、百八柱の邪裔を放はなつそうです。世界を無むに帰きすために」

「再さい創そう造ぞうの前の……下した準じゆん備びって訳わけね」

　サイベルが皮肉な笑えみを口くち元もとに浮うかべると、ハインはうなずいた。

「すべての邪裔がこの世に現われた時こそ、女神の顕けん現げんの始まりです」

「そんなこと！」

　セイルは〝呪じゆ波は〟の増ぞう幅ふく率りつを上げた。生命を削けずり、通常の数十、数百倍まで魔ま力りよくを強める。だが、マギの杖つえをもってしても、邪裔の出現する速度が落ちる様よう子すはない。

　あるものは、北ほつ方ぽうの雪深い山に。

　あるものは、南なん海かいの荒あら波なみの間に。

　またあるものは、砂すな嵐あらしの吹ふき荒あれる砂さ漠ばくに。

　そして、あるものは蒸むし暑あつい熱ねつ帯たいや、乾かわいた平へい原げんに。

　邪裔たちはそれぞれの土地を見つけ、そこにたどり着つくと、大地を、空気を、また水を腐くさらせ、光を蝕むしばみ、闇やみを広げ、その地に住むものの命を吸すい取ってゆくのだ。

　邪裔がそばを通り過ぎるだけで。木き々ぎは枯こ死しし、小さな生き物は息いき絶たえてゆく。

　マギの杖の攻こう撃げき魔ま法ほうも、彼らをほとんど傷きずつけることができない。

「無駄な……」

　ハインが自分の作りだした分ぶん身しんの行動に、哀あわれみの視し線せんを向ける。

　だが……。

「何ですか～、あれは？」

　フロランドが緊きん張ちよう感かんに欠ける声を上げた。

　赤い空に、どこからともなく黒い雲が現われたのだ。

　雲は、まるで意い志しあるもののように動き、渦うずから飛び出してくる邪裔を包み込む。

　邪裔は雲に吞のみ込まれると、苦く悶もんするように身を捩よじり、それでも何とか雲を振り切って逃のがれると四方に散ってゆく。

「……あれは」

　ハインは雲から飛び出して足あし元もとに降ふってきたものを見た。

「小鳥？」

　彼は、一羽わのヨシキリの亡なき骸がらを拾ひろい上げた。

　雲と見えたものは、無数の鳥や虫の集まりだった。

　それが邪裔を食くい止めようと、絶ぜつ望ぼう的てきに非ひ力りきな、小さな身で挑いどんでいったのだ。

　決けつして、諦あきらめようとはしないで。

「戦っていたのは……私たちだけではなかった。この世界の生いきとし生いけるものが……すべて……」

「…………」

　おぼつかない足あし取どりでハインのそばまでやってきたアマリエが、漆しつ黒こくの杖を差し出す。

　ハインはうなずいて〝真〟マギの杖をつかむと、セイルの杖と交こう差ささせた。

「……！」

「セイル、邪裔に気を取られてはならない。やつらはとてつもなく強いが、所しよ詮せんは女神の落おとし子ご。世界とマルツァディークのつながりが断たたれれば、その力の大たい半はんは失われます」

「ハイン……」

「二つのマギの杖が同どう調ちようすれば、〝呪波〟の増幅率も飛ひ躍やく的てきに上がります。二人の命を使い切れば、望のぞみがあるかも知れません！」




「ちっ！　すべては無む駄だか……。まあ、いい。汚よごれ役にも飽あきてきたところだ」

　目ま蓋ぶたや頰ほおを腫はれ上がらせたダイモニオンは、黒い渦を見上げると、シャインデルとの戦いの手を止めた。

「もうやめだ、シャインデル！　いくらやっても決けつ着ちやくはつきそうにもないしな。だが！」

　ダイモニオンは、床ゆかを蹴けって空中高く跳ちよう躍やくした。

　そして、方向を変え空に向かおうとした邪裔の一体の身体からだを、両腕うででガッと捕とらえる。

「よく見ておけ、シャインデル！　この邪裔どもの力を！　もし、世界が生き延のびれば、こいつらの始し末まつはお前たちの仕事だ！」

　ズズーンッ！

　ダイモニオンは邪裔とひとつになって落らつ下かし、広ひろ間まの床ゆかにねじ伏ふせる。

　山や羊ぎ、蝙蝠こうもり、人、狼おおかみ、そして形けい容ようし難がたき存そん在ざいへと、刻こく々こくと姿を変える邪裔。

　ダイモニオンはその首をねじ切ろうとするが、逆に邪裔はクラゲのような触しよく手しゆを何本もダイモニオンの首に巻きつける。

　常じよう人じん離ばなれした怪かい力りきが、まったくこの邪裔には通用しないのだ。

「見ろ、こいつらには本来の姿すがたというものがない！　何にでも化ばける！　何にでもなる！」

　ダイモニオンは声を振ふり絞しぼる。

　突とつ然ぜん、邪裔は己おのれの顔を美しい女性のものに変えた。

　女神スヴァニルダを思わせる魅み惑わく的てきな微び笑しよう。

　だが、一いつ瞬しゆん後ご、その口が不自然なまでに大きく開き、耳まで裂さけた。

　おぞましいその表情に、アマラまでもが身体の震えを抑おさえることができない。

　真まっ赤かな唇くちびると鋸のこぎり状の無数の歯の間から、長い舌したが真まっすぐに伸のび、それを払はらいのけようとしたダイモニオンの腕をスッパリと斬きり落とす。

　舌の先せん端たんが鋭するどい刃やいばに変わっていたのだ。さらにそのまま舌は回転して鋭い錐きりと化かし、ダイモニオンの胴どうを貫つらぬいた。
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「いやあああっ！」

　ピュティアがリックの胸に顔を埋うずめる。

「グオオオオッ！」

　ダイモニオンは邪じや裔えいの触しよく手しゆを十本、二十本とまとめて引き千ち切ぎる。だが、数限りない触手が一本、また一本とダイモニオンの巨きよ体たいに絡からみつき、とうとう彼を覆おおいつくした。

「探さがしだせ！　そして、倒たおせ！」

　それが、ダイモニオンの最後の言葉だった。

　葡ぶ萄どう酒しゆを詰つめた皮かわ袋ぶくろをつぶしたような音がした。

　邪裔は骨の欠かけ片らひとつ残さず、ダイモニオンの砕くだけた身体を吸きゆう収しゆうすると、再び飛ひ翔しようし、虹にじ色いろの光の軌き跡せきを残しながら赤い空へと消えていった。

「……ダイモニオン」

　アマラが目を伏ふせる。

　シャインデルはなすすべもなく、立ち尽つくしていた。




「邪裔の出現が止まりました！　とうとうマルツァディークが現われます！」

「くっ！」

　二人がかりの〝呪じゆ波は〟攻こう撃げきも、わずかに黒い渦うずの縁ふちを震わせるだけの効果しかなかった。

（……イフィー、すまない）

　セイルは、自分の命の炎ほのおが燃もえ尽きてゆくのを感じた。

　だが、その時。

　マギの杖つえに新たな手が添そえられた。

「お前の杖は術じゆつ者しや以外の生命力を〝呪波〟に転てん換かんできるのだろう。私の命も使え、ハイン」

　ピュティアを抱だいたリックの腕だった。

「この子が生きてゆく世界をなくす訳わけにはいかない」

「あたしだって……リックと一いつ緒しよに生きていきたいから」

　ピュティアも自分の手のひらをリックの手に重かさねた。

「がさつな俺おれも、多少は役に立つかな」

　新あらたな手はシャインデル。

「ここまでくりゃあ、最後まで付き合うか」

　ダル・ハーもごつい手を載のせる。

「我々とて」

「グフフ」

　考え方の違ちがいをこえて、アノーとゲールラッハが手を伸のばした。

　さらに、その上にはフロランドの小さな手のひらが。

「私のこの高こう貴きな魂たましいが、こんなところで失われるなんて……。どれだけ多くの青年貴き族ぞくが泣くことか」

　そう言いながら、サイベルも微ほほ笑えんで手を重ねた。

「へっ、どうせ捨すてた命だぜ！」

　と、ルシアス。

「駄だ目めよ、死ぬことを考えては、みんなで生きるの」

　ニンもそっと手を添える。

「……そう、生きたい、存在したいと思う心。そして、誰だれかに生きて欲ほしいと願う気持ち。それが……力になる！」

　最後にアマラが、アマリエとともに水すい晶しよう球きゆうを握にぎった手を置いた。

　その瞬間。

　マギの杖から発せられる光の色が変わった。
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　純じゆん白ぱくよりもさらに白く眩まぶしい、正せい視しすることの困こん難なんなほどの輝かがやきである。

　その輝きは、マルツァディークとつながる黒い渦を激しく振しん動どうさせ、歪ゆがめてゆく。

「いけえーっ！」

　叫さけぶルシアス。

「時じ空くうの彼方かなたに帰っちまえ！」




　この時、エレネイの各地で、一いち条じようの輝きが天頂に向かって伸のびるのが見えた。

「フレオリック？」

　この白い輝きを見て、リオスとディディがつぶやいた。

「シャインデル……」

　イザボーは胸に手を当てながら、心の奥おくで禁きんじられた愛を抱いだく男の名を呼んだ。

「セイル」

　ディーナが妹いもうとを抱き寄せる。

「サイベルさん……」

　アラアト・アル・ガバル要よう塞さいから、アリューズが身を乗り出す。




　この輝きを前にして、四人と出会ったすべての人が、我われ知しらず彼らの名前を呼んでいた。

　誰もが、この輝きの下にいるのが、彼らであることを確かく信しんしていた。




　そして……。

　バ───ンッ！

　黒い渦は、耳をつんざく爆ばく発はつ音おんとともに吹ふき飛んだ。

　赤かった空が、全面真まっ白しろに輝く。

　エレネイ半はん島とう全体が捻ねじれ、山々が咆ほう哮こうし、海が哭ないた。

　雲が波なみ飛し沫ぶきのように天高く吹き上がり、木き々ぎが枝えだを歪めて悲ひ鳴めいを上げる。

　すべての星ほし々ぼしが流りゆう星せいのように宇宙を駆かけ巡めぐり、時間が波となり押おし寄せ、また引いてゆく。

　光と闇やみ、秩ちつ序じよと混こん沌とん、存そん在ざいと無む、生と死。

　それらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなり、また分かれていった。

　やがて、一瞬の永えい遠えんが過ぎ去り、凍こおっていた〝刻とき〟が、また流れだす。

〝蝕しよく〟が終わったのだ。

　空はいつもの碧あおさを取り戻もどし、世界は普ふ段だんの活動に戻った。

　各地に飛び散った邪じや裔えいたちも、その力の大たい半はんを失い、鳥や獣けものの群むれに追い立てられ、逃にげるように空気に溶とけ込んで姿を隠かくした。




「……あたしたち、消えていない」

　ピュティアが最初に口を開いた。

　月げつ蝕しよくの四人とその仲間たちは、白い灰はいに覆おおわれた〝悪あく魔まの胎はら〟の広ひろ間まにたたずんでいた。

　この世界から消えているはずの〝悪魔の胎〟は、半分崩ほう壊かいしながらも、この世界に留とどまっていた。

「月が……」

　アマラが空を仰あおいだままつぶやいた。

「……ひとつに」

　三つの月は空から消えて、暖かい日を注そそぐ太陽と、それと対たい照しよう的てきな、見み慣なれぬ大きな青あお白じろいひとつの月だけが、天頂に浮うかんでいた。

　そして。

「ハイン……」

　セイルは膝ひざをついて、その腕うでに三神しん官かん最後のひとりを抱いていた。

「しっかりして。僕ぼくたちはやりました、勝ったんです」

　ハインは力なく笑った。

「……やりましたね。創そう造ぞう神しんとの戦い以来の痛いた手でを、マルツァディークに負わせてやりました。これで、この宇宙に手を出すのを諦あきらめるでしょう」

　咽むせた彼の口から血が吹ふき出す。

「……やはり、命を削けずり過ぎましたか」

「僕は生きているのに……あなた、まさか？」

　セイルは自分の原型の顔を見た。

　命が燃もえ尽つきようとしていたはずなのに、体からだ中じゆうに力がみなぎっている。

　ハインが自分に生命力を分け与あたえたとしか思えない。

　だが、ハインは頭かぶりを振ふる。

「〝一の神〟の思おぼ召しめしですよ」

「今、手当てを！」

「分かっているでしょう、命を使い切ったんです。無む駄だは止よしなさい。……私は受け入れています、多くの命を奪うばってきた代だい償しようがこれなんです」

「罪つみの償つぐないは生きてするものですよ、父とうさん！」

「父さんはないでしょう。せめて、兄にいさんくらいにしておいてくれないと……。でも、いいものですね。初めて、家族というものに……」

　ハインの手から〝真〟マギの杖つえが落ち、光の粒つぶとなって空気に溶け込んだ。

　こうして、孤こ高こうの神しん官かん魔ま道どう士しは静かに逝いった。







　最終章　月げつ蝕しよく紀き







　一ひと月つきの後のち。

　別れの時が来た。

『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』とリックたちは、ニンとムアンマル、そして街まちを取り戻もどしたミシュハバードの住人に見送られて、街がい門もんのところにやってきていた。

　傷きずが癒いえるまで残ることになったキムリの姿すがたは、ニンの隣となりにある。

「行ってしまわれるんですね」

　ニンは淋さびしそうな色を隠かくさない。

「ああ。この街はもう、賞しよう金きん首くびが居い座すわっていい場所じゃない」

　シャインデルは空を見上げた。

「俺おれたちには世界中に散った邪じや裔えいどもを始し末まつする責任があるし、それに個人的にも討うたねばならぬ奴やつもいる」

　彼がアルムミの死を知るのは、まだ後のことだった。

「さよなら。……あなたのこと、決けつして忘わすれない」

　シャインデルに向かって、そう言ったのはアマリエだ。

「俺もだ。ここに残るんだってな」

「ええ。たくさんの人を殺してきたから。街の人からは決して優やさしい目で見られることはないでしょうけど、私は逃にげない。ここで償つぐなっていくつもり」

「今こん度どは……いい出会いをしたいな」

「ええ。その時まで」

「その時まで」

　二人は手を触ふれ合うことさえなかった。

「セイルさんたちも……」

　ニンは、ほのかな思し慕ぼを抱いだいていた魔道士の青年とその仲なか間まを見た。

「僕たちも同じです。立りつ派ぱな君くん主しゆとなって、もとのような、いえ、もっと素す晴ばらしい国を造つくってください。その時にはきっとお邪じや魔まします」

「ここには思い出が幾いくつもあるから……きっと」

　と、アマラ。

「興こう行ぎようもさせてもらうからね」

　アリシアが付つけ足たした。

「ええ、楽しみにしています！」

　ニンは笑い、馬車に乗り込む赤あか毛げの女に目を向ける。

「サイベルさん……」

「湿しめっぽいのは苦にが手てなのよ。今度ここに来る時には、盛せい大だいな歓かん迎げいをお願いね」

「もちろんですとも」

「まず、式しき典てんに、羽は根ね布ぶ団とんの寝しん台だい付つきの続き部べ屋や、山さん海かいの珍ちん味みをふんだんに使った料理に楽がく団だんは欠かせないわね。葡ぶ萄どう酒しゆは最高の赤、お風ふ呂ろは牛乳と香こう草そう風呂の二つを……」

「ご主しゆ人じんさま～！」

　フロランドがその口をふさぐ。

「すいませ～ん。長くなるから、もう行きますね」

「はい」

　ニンは小さく手を振ふる。

「さらばだ」

　リックは別れの言葉もそっけない。

「まあ、金かね儲もうけにはならなかったけどさ」

　ピュティアが、またいつもの、というような顔をする。

「……さいなら、お姫ひめさん」

　そして、彼らと轡くつわを並べ、ルシアスが言い尽つくせぬ想おもいを胸に軽く頭を下げた。

　ニンは背せ伸のびして彼を抱だき締しめると、耳みみ元もとにささやく。

「残ってもらえないの？　あなたは……」

「ごめん」

「最後まで言わせないのね。……さよなら」

　ニンは口づけした。

　今度は、頰ほおではなかった。




　彼らより一ひと足あし先さきに、ミシュハバードを旅立った者たちがいた。

　ゲールラッハとアノーである。

「本ほん山ざんに帰って、どう説明しましょうかねえ？」

　馬上でゲールラッハが吞のん気きに言った。

「頭の痛いたい問題ではあるな、兄きよう弟だい」

　アノーもこれから多くの難なん題だいが待っているにもかかわらず、満みち足たりた顔をしている。

「正しよう直じきに話せば、我われ々われも異い端たん審しん問もん会かい送りですね、グフフ」

「兄弟。君きみも、セイルやフレオリックたちが好きなんじゃないか？」

　アノーはゲールラッハの顔を見た。

「さてねえ……」

　ゲールラッハは首くび筋すじをポリポリと搔かいた。

「……グフ、知ってましたか？」

「何を？」

「ダレク猊げい下かは私の叔お父じなんですよ」

「すると……」

　アノーは片かた眉まゆを動かす。

「イフィーは従妹いとこでした。心のきれいな子だったんですよ。醜みにくい嫌きらわれ者だった私にも、いつも優しく微ほほ笑えんでくれた……」

　肥ひ満まんの魔ま道どう士しは、照てれたように禿とく頭とうを搔く。

「あの時、ああすればまたあの子が笑ってくれるような気がしてねえ」




『ティーズの驚きよう異いの一座』とサイベルの馬車、それにシャインデルとリックたちは、街が地平線の彼方かなたに消えるまでは同じ道を進んでいたが、やがて元もと百人隊たい長ちようが馬を止めた。

「お前ら、どっちに行く？」

「お前は？」

　と、リック。

「そうさな」

　シャインデルは肩かたをすくめた。

「一度故こ郷きように帰るか。急に家族の顔が見たくなった。無む論ろん、大おおっぴらには入れんがね」

「私たちはまた諸しよ国こく漫まん遊ゆうといくわ」

　サイベルが高らかに笑う。

「……ところで、あなたは一座と一いつ緒しよに行くのかしら？」

　彼女はちょっとためらい、ヒュオンを見た。

「な、何なら、使って上げてもいいのよ、ダル・ハーの代わりに」

「いや、連れん中ちゆうにはまだ借かりがあってね」

　と、ヒュオン。

「まあ、生きていりゃまた会えるって」

「ふん」

　サイベルは鼻はなを鳴ならす。

「次に会う時には、私はどこかの太たい主しゆ夫ふ人じんね」

「楽しみにしてるぜ」

　ヒュオンは破は顔がんした。

「だけどな……。今になって思うぜ、生きていて良かったってな」

「何よ、それ」

「君の顔を見ることができる」

「……馬ば鹿か」

「ご主人さま、照れてる」

　ゴン！

「痛いです～」

　フロランドはこぶしを落としたサイベルを涙なみだ目めで見た。

「僕ぼくたちはまた、興こう行ぎようですね」

　セイルはため息をつく。

「このところ、稼かせぎがなかったからな」

　カミロがうなずく。

　彼の馬の後ろには、月げつ蝕しよくの刻ときに奇き跡せきの回かい復ふくを見せたカルミナが乗っている。

「私も〝一の神〟の巫み女この立場から、女おんな占うらない師しに戻もどらないとね」

　アマラは言い、

「でも、その前にひとつはっきりさせておかないと……。アリシア！」

　と、一いち座ざの歌うた姫ひめを振り返った。アリシアが自分の前にくると、彼女は告つげる。

「みんなの前でちゃんと言うわね。アリシア、わたしもあなたと同じ。セイルを愛しているの。これからは、あなたの恋こい敵がたきよ」

　リックがセイルをまじまじと見つめ、みんなの間からオオッという声が上がる。

「面おも白しろいわね。その勝しよう負ぶ、受けて立つわ！」

　アリシアはうなずくと、セイルの頰ほおに口づけした。

「負まけるもんですか！」

「こっちこそ！」

　アマラは反対の頰に口づけする。

「……この勝負、勝しよう者しやは見えぬが、敗はい者しやは決まったな」

　リックがつぶやいた。

「えっ？」

　彼の顔を見るピュティア。

「セイル・グレイだ」

　こうして、一行はその場で別れた。

　シャインデルは北に。

　サイベルは東に。

　セイルと一座は南に。

　残ったのは、ダル・ハーとルシアス、それにリックとピュティアだ。

「で、どうすんのさ、これからあんたは？」

　ピュティアがダル・ハーに尋たずねた。

「そうだな、シャインデルじゃねえが、一度郷きよう里りに帰るか。姫ひめさんからちょいとばかし謝しや礼れいは頂いただいたし、女によう房ぼう子こ供どもの顔もしばらく見てねえからな」

　賞しよう金きん稼かせぎは鬚ひげをしごいた。

「もう、再さい婚こんしてたりして」

「ぶ、物ぶつ騒そうなこと言うなって。……おっと」

　彼はリックを見た。

「けどよ、フレオリック。あんたの首、諦あきらめたと思うなよ。金きん貨か五千、必かならず頂くからな」

「ああ。お前に付つけ狙ねらわれていないと、退たい屈くつだからな」

「おうっ！　その首、洗って待ってやがれ！　じゃあな！」

　ダル・ハーは栗くり毛げの馬の頭かしらを北西に向けると、旅立っていった。

「あんた、姫さんのところに残らなくて良かったの？」

　ダル・ハーまでもが去ると、ピュティアは最後に残った邪じや魔ま者もの、馬を並べるルシアスに尋ねた。

「身分が違ちがい過すぎらあ。大だい体たい、あの子はセイルさんに気があったんだぜ。勝かち目ないさ」

「何なんだ、分かってるんじゃない」

「それに……」

　ルシアスは袖そでをまくり、〝悪あく魔まの胎はら〟での戦いで受けた傷を見せた。

「あんた、これ！」

　パックリと開いたままの傷くず口ぐちからは、癒えかけの肉に混まじってキラキラ緑に光る結けつ晶しようが見えた。

「おいらも〝悪魔の胎〟での生活が長かったからね。瘴しよう気きが染しみ込んじゃったらしいや。そう長生きはできないだろうよ。……でも、おいら、ニンの前では死ねない。ニンを悲しませるのは嫌いやだ」

「ルシアス……」

「だから、短い命、自分がどこまで強くなれるのか、確たしかめてみたくなったんだ。先生について、極きわめられるところまで、極めてやるさ！」

「……あんた、立りつ派ぱだよ」

　ピュティアは少年の肩に手をかける。

「……って、言うとでも思うのかい！」

　いきなり少女は首を締しめ上げた。

「あんたがいなけりゃ、リックと二人っきりなのにぃーっ！」

「ぐぐっ、てめえ！」

　ルシアスはピュティアに蹴けりを入れる。

「てめえこそ邪魔なんだよ！」

「いてて！　やったね！　リック、この馬ば鹿かがさ！」

　ピュティアはリックにすがりつく。

「あーっ！　きたねえ手で先生に触さわるな！」

　ルシアスは二人を引き剝はがそうとする。

「胸に触るなっ！　すけベガキ！」

「これでも胸かよ！」

　呆あきれたように黒馬が嘶いななく。

「……よせ、二人とも」

　リックが割って入った。

「どうしてそう仲がいいんだ？　先さきが思いやられる」

「よかなんかないよ！　こいつが……あっ、リックが笑ってる！」

　珍めずらしいものを発見したかのように、ピュティアは指ゆび差さした。

「ほ、本ほん当とうだ！」

　と、ルシアスも目を丸くする。

「笑ってなど、いない」

「噓うそ！　笑ったもん！」

「笑ったよなあ」

「笑っていない、と言った」

「ほら、また笑った！」

「いない！」

　こうして、ヤーバシアのフレオリックは笑えみを取り戻もどした。

　黒こく衣いの剣けん士しは今初めて、穏おだやかな気持ちが、凍いてついた胸を満たすのを感じていた。

　新しい時代が、エレネイに訪おとずれようとしていた。
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　月がひとつになった現げん象しようについて、いかなる天文学者も賢けん者じやも、納なつ得とくのいく説明を見つけることはできなかった。

　結けつ局きよく、この現象を〝大だい融ゆう合ごう〟と名な付づけ、学者たちはそれで満足した。

　もっとも、アゼラのシャインデルは、これについて後にこう説明している。

「女神も、自分がここに来たって証しよう拠こを、ひとつくらい残したかったんだろうよ」




　アラスの戦いが決着がつかずに終わった後、ザモーラと至し神しん智ち教きよう団だんの関係は修しゆう復ふくされた。

　ダレクが戦死し、ゴフレドゥス総そう司し教きようが復ふつ帰きしたことが大きかったのである。

　とはいえ、教団はこの後十年を経へずして、改かい革かく運うん動どうの路ろ線せんの違いから幾つかの会かい派はに分ぶん裂れつすることとなった。アノーやゲールラッハも、それぞれ修しゆう道どう会かいを起こし、その創そう始し者しやとなった。

　一方、ザモーラ神しん聖せい太たい主しゆ国こくは勢せい力りよくを拡かく大だいし、とうとうエレネイの統とう一いつを成なし遂とげた。

　アルゲニブの死後のことである。




　ミシュハバードは十一年後、平和裡りにザモーラに併へい合ごうされた。

　ニンは私とともに、その共きよう同どう統とう治ちを命めいぜられ領りよう主しゆとなった。

　女太主から一領主へと、身分は格かく下さげの形となったが、街の人々の彼女への敬けい愛あいは変わることがなかった。

　ダル・ハーの一家がこの街に移住してきたのも、この頃ころのことだった。

　亭てい主しゆは相あい変かわらず、一年の大たい半はんが旅の空だったが、よくできた妻つまが家を守り、子供たちは元気に育った。




　キムリは〝日ひ陰かげ〟のタイタスの引いん退たい後ご、傭よう兵へいの元もと締じめとなった。血ちの気けの多い性格は、数千の傭兵と賞金稼ぎを束たばねる身になっても変わることはなかった。




　その後の〝月げつ蝕しよくの四人〟と巫み女こアマラについては、語るべきことはほとんどない。

　私が二は十た歳ちになって師のもとを巣す立だち、ミシュハバードに戻ってからは、彼らの消しよう息そくを耳にすることは少なかった。

　数多あまたの土地で数多の民たみ人びとによって、彼らが登場する邪じや裔えい退たい治じなどの逸いつ話わが語られているが、そのほとんどは荒こう唐とう無む稽けいなお伽とぎ話ばなしにすぎない。

　面おも白しろいのは、ミシュハバードに近いある街では、消えてしまった三つの月と昔の太陽について語る際さいに、カエトをフレオリック、アバルをシャインデル、アティードをセイル、そして太陽をサイベルと呼ぶ習しゆう慣かんが生まれていたことだ。

　また、かの地の人々は、大地をアマラの愛が満たすところと呼び、現在の大きな月のそばで、ささやかにエメラルド色に輝かがやく小さな星をこう呼んだ。

　ピュティア、と。
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　少女は夢を見ていた。

　裏うら庭にわの楡にれの木の下……。

　安あん楽らく椅い子すに腰こし掛かけた母が繕つくろいものをしている横で、今年十歳になるアマラは、木箱にちょこんと座すわって母の鼻はな歌うたを聞いていた。

　その小さな手には、虹にじ色いろの光を放はなつ透とう明めいな水すい晶しようの珠たま。

　楽しげな光こう景けいであるが、少女の心の片かた隅すみにある醒さめた部分が、これが現げん在ざいの出で来き事ごとでないことを告つげていた。

　今のアマラは村を逃にげ出し、冷たく暗い、湿しめった樫かしの虚うろの中で膝ひざを抱かかえて微睡まどろんでいるのだから……。

（……これ、いつのことだっけ？）

　針はりを動かし続ける母の丸いお腹なかを見て、夢の中の少女はぼんやりと考えた。

　妹が生まれてもう一か月になる。

　だからこれは、少なくとも数か月は前のことなのだ。

「……どうしたの、お母かあさんの顔に何かついている？」

　アマラの視し線せんに気がついて、母は微ほほ笑えんだ。

　母はまだ二十代。少女の目に、木こ漏もれ日の差す母の顔は女神のように美しく映うつっている。

　アマラは甘あまえるように、母の大きなお腹に耳を押おし当てた。母のものとは別の、小さな鼓こ動どうがかすかに聞こえる。

「歌を唄うたってるよ」

　アマラは母を見上げてそっとささやくように言った。

「あなたと会うのが待まち遠どおしいのね」

　母は少女の銀色の髪かみを撫なでる。

　すると……。

「おいおい、アマラを独どく占せんしないでくれよ」

　力強い腕うでが、背せ中なかから少女を抱だき上げた。

「さあ、父とうさんにもその笑顔を見せて」

　日焼けした農のう夫ふが、顔の半分を覆おおった鬚ひげの間から白い歯をのぞかせた。

　父はアマラの小さな身体からだをいったん空高く持ち上げると、胸に抱だき寄よせて頰ほおずりする。

「……お前はこれから、どれだけの人に幸福を分け与あたえてくれるのかな？」

「この子は〝一の神〟さまに選ばれた巫み女こですもの……。きっと、たくさんの人に……」

「ああ。だが、誇ほこらしいと同時に、淋さびしくもあるな」

「ええ……。でも、慣なれなければね、アマラが私たちだけの子供じゃなく、すべての人にとっての巫女であるという考えに」

　二人は、アマラが手にしている透明な水晶球に視し線せんを落とした。

「何があっても、この珠を通じて〝一の神〟さまがこの子を守ってくれるさ」

「そう……、たとえ私たちの手から、この子が永えい久きゆうに去さってしまっても……」

（わたし、どこにも行かないよ！　ずっと母さんと父さんのそばにいる！）

　二人のどこか哀かなしげな表情に、アマラがそう言おうとした時……。




「……気け配はいがすると思ったら子供か。夢を見ているのか？」

「悲しい夢……のようですね」

　不ふ意いに、外げ界かいからの声がアマラに達とどいた。

　その声が、アマラを心象風景ゆめの谷間から、森の奥おくの古こ木ぼくの虚に引き戻もどした。

「……？」

　少女は涙なみだに濡ぬれた頰ほおで声の主ぬしを見上げた。

　それは奇き妙みような取り合せだった。

　ひとりは、五十代半なかばに見える逞たくましい老ろう剣けん士し。狼おおかみを連れん想そうさせる灰はい色いろの髪と髭。齢としを重かさねるに連つれて角の取れた、温おん厚こうな顔つきをしているが、その目に油ゆ断だんはない。手た綱づなを握にぎるのは左手。毛け織おりの外がい套とうの下、利きき腕うでは常つねに、一いつ瞬しゆんで剣の柄つかを握にぎれる位置にある。そして、腰こしの長剣とは別に、背せにも一ひと振ふりを携たずさえている。

　もうひとりは、漆しつ黒こくのローブをまとい、漆黒の杖つえを手にした長身の男。杖は魔ま道どう士しの証あかし。目ま深ぶかに被かぶったフードの奥の美しい顔は、二十代前半の青年のものにアマラの目には映った。

「……危き害がいを加くわえるつもりはないよ、出ておいで」

　老剣士はそう優しい声で呼びかけると、暗い虚の奥に手を差し入れた。

　アマラの純じゆん粋すいな、碧みどりの大きな瞳ひとみが、じっと老剣士と魔道士を見つめる。

（どうして？……こんな山奥の森に？）

　お姫ひめ様さまや太たい主しゆ様のように、お伽とぎ話ばなしの中でしか知らない存そん在ざいが、今まとめて自分の前に立っているのだ。

　警けい戒かいするな、というのは無む理りな注ちゆう文もんだ。

　少女が不ふ審しんの目で二人を見上げたまま黙だまっていると、老剣士は困こまった顔になって説明を付つけ足たした。

「いや、奇き妙みような取り合せに見えるかも知れんが、わしらは二か月ほど前に酒場の喧けん嘩かに巻き込まれて知り合った仲でな。しばらく、気の向くまま、ともに旅をしているのだ」

「私は目的があるんですよ、ご老ろう体たいと違ってね」

　魔道士は訂てい正せいを入れる。

「……オジさんたちは、私を殺そうとしないの？」

　アマラは勇気を出して尋たずねた。

「オジさんはないんじゃないですか？」

　実じつ際さいは三百歳を超える魔道士は、ため息をついた。

「安心おし、わしらはお前さんを傷つけない。誓ちかってもいい」

　剣士は少女に語りかけた。

「しかし、物ぶつ騒そうなことを言う。殺そうとする、とはどういうことかな？……何かあったのかね？」

「…………」

　アマラは頭かぶりを振ふった。

　何かがあった、のではない。

　これから起こるのだ。

　それを、巫女のことを知らない外部の人間に説明しようとしても無む駄だなことは、幼おさないアマラにも分かっていた。

「……お前さん、名は何という？　わしはロヴァル。旅の剣士だ」

　老剣士は少女の警戒を解とこうと、しゃがみ込んで視線の高さを同じにしながら名な乗のった。

「ロヴァル……さん」

　当時のアマラには想そう像ぞうもできなかったが、この老人こそエレネイ史し上じよう最高の剣士、剣けん聖せいと謳うたわれた人物だった。

「アマラ……」

　少女は答える。

「僕ぼくは……放ほう浪ろうの魔道士とでもしておきましょうか？」

　魔道士は、何か理由があるのか、少女にははっきりと名を告つげない。

「旅の途と中ちゆうで、この近くにある村を目め指ざしているんですよ」

「やれやれ」

　老人はそんな魔道士を見て苦く笑しようする。

「そんな〝蝕しよく〟の巫女の話など、子供でも信じぬぞ？」

　老剣士の一言に、アマラはビクンと身体を震ふるわせた。

（〝蝕〟の巫女？　わたしのこと？）

「今から二十年の後のちに起こる、月げつ蝕しよくの刻ときの悲ひ劇げきを防ふせぐための鍵かぎとなる巫女……。それがこの近くの村にいるというのだろう？」

「彼女を探さがし、協力を求めるのが私の仕事なんですよ。……少なくとも今はね」

　後にミシュハバードの三神官のひとりとして知られることになる魔道士ハインは、老剣士のからかいをさらりと受け流すと、アマラの村の方角に目を遣やった。

「……谷間の方で嫌いやな空気の振しん動どうを感じます。何か起きているのかも知れない」

　ハインは少女を抱かかえ上げた。

「とにかく、この子を連れて村に急ぎましょう。向こうに着けば何もかも分かりますよ」

　だが……。

（……村に……戻もどる？）

　村に向かうという青年の言葉が、アマラの心に恐きよう慌こうをもたらした。

「放はなして！　いやっ！」

　魔道士の腕うでの中で、アマラは逃のがれようと必ひつ死しに暴あばれる。

「村に戻るのはいやっ！」

「お、大人おとなしくしてくださいよ！　これじゃ私が誘ゆう拐かいしようとしているみたいじゃないですか！」

　ハインは少女の小さなこぶしでアゴを殴なぐられ、タジタジとなる。

「……この娘、どうやらお前さんの探していた村の人間のようだな」

　と、ロヴァル。

「そのようですね」

　ハインは仕し方かたなく、少女の額ひたいに指を当てた。

「戻るの……は……い……や……」

　アマラは暴あばれるのを止やめて、すっと眠りに落ちる。

「少し、このままでいてもらいましょう」

　ハインは銀ぎん髪ぱつの少女を抱だきかかえたまま、馬に飛び乗った。




「……ここももぬけの殻からだ」

　ロヴァルは、漆しつ喰くい壁かべの民家から出てくると頭を振ふった。

「村中、ひとっこひとりおらんよ」

「焼け落ちた家にも、死体は見当たりません」

　ハインはアマラを抱きかかえたまま、首を傾かしげる。

「野や盗とうの仕し業わざにしては、変ですね」

　二人が少女を連れて到とう着ちやくした時、谷間の沢に位い置ちする村の三分の一ほどの家からは火の手が上がり、またすでに何なん軒けんかは焼け落ちてプスプスと燻くすぶっていた。

　だが、どの家にも人ひと気けはない。

　この規き模ぼの村なら、百人以上は住んでいたはずだ。それがまったく痕こん跡せきを残さずに、死体や血の跡あとさえなく消えてしまったのだ。

「いなくなってから、そう時間が経たっているとは思えませんね」

　燃え差しを拾ひろったハインがつぶやく。

「家々に火がつけられたのは、せいぜい今朝になってからのことだ」

　延えん焼しようにかかった時間から、剣士が推すい測そくする。

「足あし跡あとも判はん別べつできませんし、お手上げですか」

「やはり、この娘に尋たずねてみるしかないな」

「そうですね。少し落ち着いていてくれているといいんですが……、おや？」

　アマラを抱え直したハインは、ふと、表情を変えた。

「どうした？」

「いえ……」

　と言いながら、少女の胸のあたりを探さぐるハイン。

「おいおい」

　渋しぶい表情のロヴァルを尻しり目めに、ハインはアマラが首に掛かけていた革かわ袋ぶくろを服の下から引き出した。

　長い紐ひものついた革袋の口を開いて、中身を手に取る。袋に入っていたものは、まったく傷のない透とう明めいな水すい晶しよう球きゆうだった。

「これは……」

　ハインはつぶやいた。

　真しん剣けんな顔つきである。

「……起きなさい」

　彼がさっと手をかざすと、少女はゆっくりと目ま蓋ぶたを開けた。

　二、三回瞬まばたきをしたアマラはあたりを見回して自分が村にいることに気がつくと、すぐにハインの腕から逃げようともがいた。

　だが、ハインは痛いほどに少女の腕を握って、逃がそうとはしない。

「……これをどこで手に入れました？」

　水晶球を見せて詰きつ問もんするハイン。

「……！」

　アマラは、ハインの手から水晶球を引ったくった。よほど大だい事じなものなのか、子供とは思えない勢いきおいである。そして、いったん両手の中にしっかりと収おさめると、身を縮ちぢませてもう絶ぜつ対たいに放そうとはしない。

「どこで手に入れたのか、と尋ねているんです！」

　ハインの手に力がこもる。指が腕うでに食い込み、血が止まるくらいに。

　しかし、アマラの方も強ごう情じようである。唇くちびるを嚙かんで、頭を振るだけだ。

「取ろうというのではない」

　仕方なしにロヴァルが割って入った。

　ともに旅をしてきたこの二か月、ハインの態たい度どは常つねに慇いん懃ぎんで、人当たりが良かった。

　この魔道士が幼い娘相手にこんな厳きびしい態度を取るとは、正直なところ意い外がいだった。

「この珠、お前さんにとっては、大だい事じなものなのだろう？」

　老剣士は優しく語りかけた。

「盗ぬすんだものではあるまい？」

「……これは……わたしのもの」

　アマラは訴うつたえた。

「神さまからもらった、大たい切せつなものなの！」

「……そんな……まさか！」

　ハインは信じられぬといった表情になった。

　ロヴァルは片かた眉まゆを上げて、半なかば面おも白しろがる様よう子すで魔道士を見る。

「こんな子供が……」

　ハインは少女の腕から手を放し、地面に下ろした。

「こんな子供が巫女だったとは！」

「おぬしの探していた〝蝕〟の巫女というのはこの少女だったのか？」

　ロヴァルは尋ねた。

「いえ……はい、おそらくは。もっとも、我わが神の神しん託たくは大たい抵てい曖あい昧まいなんですが」

　ハインは、まだ戸と惑まどいを隠かくせない様子で少女を見み下おろす。

「アマラ、村人たちがどこに行ったのか、知っているかね？」

「…………」

　この問いには、アマラはかぶりを振ることをもって答える。

「では、どうしてあのような場所に隠れていたんです？」

　ハインが続けて尋ねると、アマラはキッとにらんで唇を嚙かんだ。

「おぬしは少し黙だまっていてくれんか？……アマラ、なぜ隠れていた？」

　ロヴァルはハインを下がらせて、再び同じことを聞く。

「……これが……教えてくれたの」

　アマラは老剣士にだけ、大事に抱えていた水晶球をそっと見せた。

「これ……大切な珠だって、父さんも母さんも言っていた」

「神しん託たくを告げる水晶球ですよ」

　肩かた越ごしにハインがささやいた。

「この娘が、私の探し求めていた巫女であることを証しよう明めいするものです」

「……それで、この珠は何とお前さんに言ったのかな？」

　忍にん耐たい強くロヴァルは続けた。

　すると……。

「……みんなが……みんなが……」

　突とつ然ぜん、少女はしゃくり上げ始めた。

「みんながどうしたんです？」

　ハインが強く促うながす。

「みんなが……、村中のみんなが、わたしを殺そうとするって！」

　アマラはそう言うと、わっとロヴァルの胸に顔を埋うずめた。




　その朝……。

　まだ両親が起きだす前のことである。

　いつものように無む邪じや気きに水晶球をのぞき込んでいたアマラに、その啓けい示じは突とつ然ぜんやってきた。

　まず、恐きよう怖ふが波のように彼女を訪おとずれた。

　はっきりとした映えい像ぞうが見えたのは、そのすぐ後のことだった。

　背はい景けいは、今見ているのと寸すん分ぶん違たがわぬ自分の村。

　アマラはいつものように父や母、それに近所の人たちに囲かこまれていた。

　だが、普ふ段だんとは違っていたことがあった。

　父も母も、他ほかの人たちも、アマラに向ける目が殺さつ意いに満ちていたのだ。

「殺す」

　父が唸うなった。

「死ぬのよ」

　母が笑った。

　そして、村人の手が一いつ斉せいにアマラにかかり、アマラは生きたままバラバラに引き裂さかれたのだ。

「やめて！」

　アマラは、実じつ際さいに引き裂かれる時に感じるのとまったく同じ激げき痛つうを感じ、幻げん視しから脱だつ出しゆつした。

（……！）

　汗あせビッショリになった少女は水晶球から顔を上げた。〝一の神〟の告げようとすることは明めい白はくだった。

（……村から逃げないと……わたし、父さんや母さん、みんなに殺される！）

　アマラはそのまま、走って村を逃げ出した。

　恐きよう怖ふと絶ぜつ望ぼうが、彼女を走らせた。

　そして、疲つかれて一歩も動けなくなる寸すん前ぜん、アマラは森の奥で樫かしの古木の虚うろを見つけ、そこに身を隠したのだった。




「……さて、手て詰づまりか？」

　アマラの感情が少し落ち着いたところで、ロヴァルはハインの顔を見た。

「ここで何が起きたにしろ、もう私には関係ありませんね。この少女さえ手に入ってしまえば、後は用なしですよ」

「そうも言ってはおられぬぞ。百人もの人間が消え失せたのだ」

「ふっ、そこが私とあなたの違いですね」

　ハインは微笑んだ。

「それぞれの目的を持ち、あなたは剣で、私は魔法でそれに向かって進んでゆく、という点では我われ々われは似ています。だが、私は決して寄より道しない。長生きしている分、時間が貴き重ちようだということを知っていますからね。ところが、あなたは出会った人々との関かかわりに、寄り道と知りながらも、深く足を踏ふみ込んでゆく」

「手を貸かすのか、貸さないのか？」

「……ひとつ、貸しですよ」

　魔道士はため息をついた。

「アマラ……」

　ロヴァルは少女に声をかけた。

「お前さんが村を出るまでのここ数日、何か変わったことはなかったか？　どんな些さ細さいなことでもいい、思い出してくれ」

「…………」

　アマラは爪つめを嚙かみながら考え込み、しばらくして答えた。

「……灰はい色いろの男」

「灰色って、何が灰色なんです？」

　と、ハイン。

「みんな……灰色の服……灰色の顔……灰色の髪の毛……昨日きのう、村にきたの」

「その男は口を利きいたかね？」

　ロヴァルの問いに、アマラは頭を振る。

「……旅人だと思って、村の人はその灰色の男を泊とめたんですね？」

　今度のハインの質しつ問もんには、アマラはうなずいた。

　ハインとロヴァルは顔を見合わせる。

「どうやら、これは……〝あれ〟の手口だな」

「あなたも同じ推すい測そくを立てているようですね」

　ロヴァルはもう一度、アマラに尋ねた。

「……いいかね、大切なことだ、よく思い出してくれ。この近くに、洞どう窟くつのような場所はないかな？　日差しの入らない、湿しめったところが？」

「村人全員が入るんですから、それもかなり広いところですよ」

　ハインが付け加える。

　アマラはまた、爪を嚙みながら考えた。

「……ある」

「では、その場所に案内してください」

　ハインが少女を立たせる。

「おい、この子を行かせるのか？」

「仕方ないでしょう。私たちが探して見つかるようなところではありませんよ。……アマラ、行ってくれますね？」

　少女は震えながらも、うなずいた。




　その洞窟は、村の前を流れる渓けい流りゆうを遡さかのぼった滝たきの裏にあった。

　入口は、人間ひとりが身体からだを横にして、ようやく通れるほどの狭せまさである。

　ハインの言葉通り、アマラの案内なしではとても見つからなかっただろう。

「お前さんはここまででいい。待っていなさい」

　先頭になって洞窟に入ろうとするアマラを、ロヴァルは制せいした。

「ううん、行く。……父さんや母さんや妹が……いるかも知れないから」

　アマラは頭を振り、異い議ぎを唱となえた。

「水晶球を見てみなさい」

　と、ハイン。

「何か見えますか？」

　アマラは革かわ袋ぶくろから手に余あまる大きさの水晶球を取り出し、手をかざす。

「〝一の神〟さま……」

　少女は思し念ねんを水晶球に注そそぎ込んだ。

「お願い、教えて……みんなは……ここに？」

　アマラはじっと視線を水晶の中心に向けていたが、やがて、顔を上げた。

「どうです？」

　期き待たいを込めた声で、ハインが尋ねる。

「駄だ目め……いるけど、いない……よく分からないけど、それが答え」

「……まあ、神託というのは曖昧なものですから」

　ハインは少し失しつ望ぼうした様子だった。

「中に入れば答えは出る」

　ロヴァルは外がい套とうを脱ぬいでアマラの肩に掛けると、洞窟の奥へと踏ふみ込んでいった。

　肩をすくめたハインが、杖の先せん端たんに明かりを灯ともし、アマラの手を引きながら後に続く。

　大おお柄がらな剣士と魔道士は、四し苦く八はつ苦くしながら狭くて険けわしい隙すき間まを進んだが、しばらくゆくと突然、視し界かいが開けた。

　洞窟の奥には、意外と広い空間が存在していたのだ。

　そして、そこには……。

「……いましたね」

　ハインはロヴァルにささやいた。

　村人たちは、洞窟の中心に集まっていた。

　黒い杖の先端から発せられる淡あわい光が、その姿すがたを照らし出す。

　村人のうちの数人は湿った岩地の上に倒れていたが、周囲の者たちはまったく彼らに注ちゆう意いを向けていない。

　何かに魅み入いられたように、首を不ふ自し然ぜんに斜ななめに曲まげて立ち尽つくし、ゆらゆらと身体を揺ゆらしているだけだ。

　服装は着のみ着のまま、みな普ふ通つうに生活していて、そのまま急に思い立ってここに集まったような格かつ好こうである。

　ただ……。

「ご老体、あの顔は……」

　ハインが、村人たちの表情に老剣士の注意を向ける。

　彼らのほとんどの瞳は白はく濁だくし、口元には締しまりがなく、涎よだれを流している者もひとりや二人ではない。すべての感覚が麻ま痺ひしてしまっているような顔だ。

「……手て遅おくれですね」

　そう言ってハインが頭を振ると、

「この子の前で、そういう言葉を吐はくな」

　と、ロヴァルは彼をにらみつけた。

　だが、ハインの言葉を耳にしたアマラは、老剣士の顔を見上げて尋ねる。

「手遅れ……って？」

「いや……」

　ロヴァルは言葉を濁した。

　その時……。

「アマラ、壁ぎわまで下がっていなさい」

　ハインが杖を持ち直して命じた。

　村人たちの中心に、灰色の男の姿を見つけたのだ。

　周囲の者たちより頭ひとつ背の高いその男は、支し配はい者しやのように村人たちを睥へい睨げいしていた。

　アマラの言った通り、まとっているボロボロの服は灰色、髪も瞳も灰色だった。

　肌はブヨブヨに弛ゆるみ、ところどころに青あお斑はんが浮かんでいて、まるで死人のようだ。

「間ま違ちがいないな、モズマだ」

　ロヴァルはうなずき、腰こしの剣を抜く。

　だが、剣士と魔道士の姿に気がついた灰色の男は、血の気のない白い唇をニッと歪ゆがめた。

　そして……。

　キイイイイイッ！

　突とつ然ぜん、灰色の男は上体を大きくそらして金切り声を上げた。

　洞窟中に響ひびき渡る、不ふ快かいで甲かん高だかい叫さけび声である。ハインたちから離はなれ、隅すみで膝ひざを抱えるようにして座り込んでいたアマラは、思わず耳を覆おおった。

「ちっ！」

　ハインとロヴァルは灰色の男のそばに駆かけ寄ろうとしたが、村人たちが妨さまたげとなってなかなか近づけない。

　やがて、叫び声を上げ続ける灰色の男の唇が、ベロリとめくれ上がった。

　そしてそのまま、顔全体が手て袋ぶくろを脱ぬぐように完かん全ぜんに裏うら返がえり、喉のど、肩、胸と、次し第だいに上から身体の外皮と内部が逆ぎやく転てんしてゆく。

　瞬またたく間に、男は白い頭ず蓋がいと骨格、その周まわりにこびり付く真っ赤な筋きん肉にく、黄色い脂し肪ぼうや内ない臓ぞうを剝むき出しにした醜しゆう悪あくな姿を曝さらけ出した。

　これが、死者の王と呼ばれる怪かい物ぶつ、モズマである。

　普通の人間を装よそおって人々の間に入り込み、心を許した人間の血や脳のう髄ずいを啜すするのが、このモズマのやり方だった。

　今回もそうやって、アマラの村を襲おそったのだろう。

「……シシシ」

　モズマは飛び出しかかった眼がん球きゆうでアマラの姿を認みとめると、そばにいたひとりの男を引き寄せた。

　がっしりとした身体つきの農夫である。

　やはりモズマの魔力に捉とらわれてしまっているのだろう。

　その瞳に自分の意志は見られない。

「……父さん？」

　アマラはぼんやりとその男を見た。

　現げん実じつの光景とは思えなかった。

　アマラの父である農夫は、まるで君くん主しゆに仕つかえる下げ僕ぼくのようにモズマの前にひざまずいた。

　いつもの陽よう気きで強い父ではない。

　虚うつろな表情。

　自分の意志を持たない人形のようだ。

　モズマはアマラの方をいったん見て、黄色い歯を剝むき出しにして笑った。

（お前が誰だれか知っているぞ……）

　モズマの目は語っていた。

　アマラはそのおぞましさに身を震ふるわせる。

　だが、モズマは少女の嫌けん悪おの表情に満足したかのように、これ見よがしにゆっくりと少女の父の上に屈かがみ込んだ。

　何が起ころうとしているのか、少女には想そう像ぞうもできなかったが、不安が大きなうねりとなって胸を襲う。

　そして。

「やめ……！」

　アマラが半分声を発した瞬しゆん間かん。

　モズマの口から長い舌が伸のび、アマラの父の右の眼がん球きゆうを貫つらぬいた。

　ズズズッ！

　アマラの父は、ひざまずいたまま全身を痙けい攣れんさせる。舌を器き用ように使って、モズマは脳髄を吸すい出しているのだ。

「いやああああっ！」

　幼い娘の口から、悲ひ痛つうな叫びが上がる。

　それが、悪あく夢むの幕開けを告げる合あい図ずとなった。

　モズマは脳のうを啜すすりながら、片手を上げた。

　すると、村人たちが一いつ斉せいに、少女の方に向かい始める。

「くそっ！」

　ロヴァルは踵きびすを返して少女を救きゆう出しゆつに向かった。

「狙ねらいはアマラか！」

「一いち条じようの光が……」

　ハインは〝呪じゆ波は〟を練ねり、その威い力りよくを調ちよう節せつした。彼の攻こう撃げき魔法がまともに放たれれば、洞窟全体を瓦が解かいさせかねないからだ。

「……速すみやかに……貫つらぬく！」

　蒼あお白じろい光の矢が、モズマに向かって飛ぶ。

　だが、モズマは大きく跳ちよう躍やくしてこれを避よけ、洞窟の天てん井じように張はりついた。

「速い！」

　ハインは続けて次の〝呪波〟を練る。

　だが、威力を抑おさえなくてはならない分、どうしても普ふ段だんより〝呪波〟の発はつ動どうが遅おそくなる。

　一方、モズマは村人にアマラを襲わせながら、天井を這はい回り、ハインめがけて鍾しよう乳にゆう石せきを叩たたき落とす。

　鋭するどい先せん端たんを持つ鍾乳石が、驟しゆう雨うのようにハインの頭上に降ふり注そそぐ。

「……ただのモズマではありませんね。やはり、月蝕にともなう異い変へんの前まえ触ぶれ……」

　ハインは障しよう壁へきを張って、身を守りながらつぶやいた。

　ロヴァルの方は、アマラのところにたどり着くと、彼女を脇に抱え上げた。

　そこに、村人たちが襲いかかる。

　彼らの得え物ものは、せいぜい鍬くわなどの農のう具ぐか、包ほう丁ちようである。

　ロヴァルは剣の柄で彼らを殴なぐり倒してゆく。

「何をしているんです、剣を使いなさい！」

　村人を斬きろうとしないロヴァルに向かって、ハインが怒ど鳴なる。

「もう感かん染せんさせられていますよ、情けは無む駄だです！」

「この子の目の前だぞ！」

　モズマには犠ぎ牲せい者しやを感染させ、生ける死人、屍グ食ー鬼ルと化す能のう力りよくがあった。

　モズマの意のままに動く村人たちは、外見はまだ普通の人間に近いが、すでに感染している可か能のう性せいが高い。

　それは十じゆう分ぶんに承しよう知ちしているロヴァルだったが、少女の知り合いをその眼前で斬きり捨すてることには躊ちゆう躇ちよがあるのだ。

「甘あまいんですよっ！」

　ハインは〝呪波〟の矛ほこ先さきを村人に向けた。

「滾たぎる気が……凝ぎよう縮しゆくし……焼き尽つくす」

　漆しつ黒こくの杖の先端から放たれた白はく熱ねつ球きゆうが、ロヴァルを背はい後ごから襲おうとしていた男の頭部を吹き飛ばした。

　鮮せん血けつが飛び散ちって、剣士の腕うでに抱えられたアマラの頰ほおに赤い跡あとを残す。

「……殺やらなければ、殺られるんです！」

　ハインは言い放はなった。

「…………」

　アマラは頰の血を拭ぬぐう。

　火傷やけどでも負ったように頰が熱い。

　首から上をなくして地面に横たわっているのは、普ふ段だんからアマラを可愛がってくれていた雑ざつ貨か屋やの若主人だ。

（みんなが自分を殺そうとする……）

　アマラは改めて、〝一の神〟の預よ言げんが正しかったことを知った。

　手に視線を落とすと、ベットリとした赤黒い血が指にこびりついている。

　心臓が早はや鐘がねのように激はげしく打ち、頭がズキズキと痛む。

「アマラ！」

　もう一度、ハインが叫んだ。

「目め覚ざめなさい、あなたの義ぎ務むに！」

　同時に、水晶球が胸を焼くような熱を発する。

　アマラの中でこの時、何かが失われ、別の何かが生まれた。

「……下おろして」

　少女はロヴァルに言った。その決けつ意いに満ちた目に、ロヴァルは村人を牽けん制せいしながら無む言ごんで従したがう。

「剣を……貸かして」

「お前さん、使えるのか？」

　さすがにロヴァルも、これには簡かん単たんには応おうじかねる。

「……使うしかない時は、使うの」

　少女は決けつ然ぜんとして答えた。

「わたしは〝一の神〟さまの巫女。自分の身を守るのも、その務つとめ」

　苛か酷こくな運命は、アマラから年とし相そう応おうの少女らしさを完全に奪うばい去ってしまった。

　今のアマラは、ひとりの巫女。

　二度と、無む垢くな少女には戻もどれないだろう。

　そのことを悟さとったロヴァルは、暗あん澹たんたる思いに包つつまれた。

「そう、それがあなた本来の姿です」

　モズマの攻撃を障しよう壁へきでやり過ごしていたハインが、満足そうにうなずいた。

「……あなたは誰なの？」

　アマラは初めてその存そん在ざいに気づいたかのように、不ふ思し議ぎそうにハインを見る。

「同どう類るいですよ、あなたの」

　彼は微笑むと、攻勢に出るべく新あらたな〝呪波〟を練った。

「交こう替たいしましょう、ご老体！　あなたが村人の相手をするのが嫌いやなら、モズマの方を頼たのみます！　私はアマラと、屍食鬼に化す前にこの人たちに速やかな死を与あたえることにしますから！」

「剣を……」

　肩に掛けられた外套を脱ぬぎ捨て、アマラは繰くり返した。

「…………」

　ロヴァルの負けだった。手を差し出すアマラに、老剣士は握っていた剣を渡した。

「……あの化け物、許ゆるす訳にはゆかぬ」

　ロヴァルの怒いかりは、天井を這い回るモズマに向けられた。




「確かく実じつに仕し留とめるんですよ、それが慈じ悲ひです」

　ハインはアマラに寄より添そうように立つと、言い聞かせた。

　先さきほど詰きつ問もんした時とは違う、厳きびしい運命を共きよう有ゆうする者に向けられた、優しい物もの言いいだった。

「見えない風が……鋼はがねとなって……断たち切る」

　左手から発せられた真しん空くうの刃やいばが、髪を振り乱みだして跳とびかかってくる女の胴どうを真まっ二ぷたつににした。

　アマラも、低い姿し勢せいで地面を掃はくように重い剣を払はらい、襲ってきた少年の両足首を切せつ断だんする。よく一いつ緒しよに遊んだ、ひとつ年上の隣となりの男の子である。

　だが、今のアマラにためらいはない。

「……ごめんなさい」

　のたうち回る少年の喉のどに、アマラは剣を突き立てた。




　ロヴァルは跳ちよう躍やくし、逃げるモズマを追っていた。

「久しぶりに使うか……」

　ロヴァルは革の手袋をはめると、背せ中なかの剣を抜き放った。

　白い冷気がシュウシュウと音を立てて銀の刃から凄すさまじい勢いきおいで放ほう出しゆつされる。

「相あい変かわらず、わしには従したがおうとせん……」

　ロヴァルは柄つかを握にぎる手袋が霜しもに覆われ、手が凍とう傷しようにかかるのを感じながら苦く笑しようした。

　この剣こそ、妖よう精せい族ぞくの長おさオルムが氷ひよう竜りゆうの息で鍛きたえた銀の刃、グリード。

　ロヴァルがまだ若い頃ころに妖精郷で譲ゆずり受けたこの魔剣は、後のちに彼のただひとりの弟で子し、ヤーバシアのフレオリックの手に渡り、その名を天下に知らしめることになるのだ。

「氷竜よ！」

　ロヴァルは剣を高く掲かかげた。

　冷れい気きの渦うずが疾しつ風ぷうとなってモズマを襲い、モズマは吹き飛ばされまいと必死に鍾乳石にしがみつく。

　その動きが止まった瞬しゆん間かんを狙い、ロヴァルは飛ひ翔しようした。

　ズギュンッ！

　弧こを描えがいた氷ひよう刃じんが、モズマの両腕を断つ。

「シシシシシッ！」

　モズマは落下しながらも長い舌したをロヴァルめがけて伸のばし、頭ず蓋がいを穿うがとうとする。

　だが、ロヴァルは降こう下かしつつ、真っすぐにグリードを振り下ろした。

　モズマは頭から舌した先さき、胸部から腰まで両りよう断だんされた。

　グリードの冷気で瞬間的に凍とう結けつされた左右の身体が、分かれて落ちて粉々に砕くだけ散ちった。

「……いったいこの邪じや悪あくな化け物に、あの少女を狙うどんな理由があったというのだ」

　着地したロヴァルは、氷の剣をビュンと振って鞘さやに戻し、アマラを振り返った。




「……荒れ狂う波は動どうが……圧おし砕くだく……」

　増ぞう幅ふくされた〝呪波〟の波動が、まとめて数人の村人を潰つぶした。

　彼らの姿は次し第だいに、醜みにくい屍食鬼に変身しつつあった。それでも、罪つみのない人々を殺している感覚が常つねに付きまとう。

　非ひ情じようを自じ認にんするハインであってもだ。

「やはり、いい気分のものじゃないですね」

　累るい々るいと横たわる死体を見下ろして、魔道士はつぶやいた。

　彼の隣となりでは、アマラがハアハアと荒い息をつきながら剣を振るい続けている。

　同おない年の友人や、好こう意いを抱いていた男の子を切り捨てながら……。

　だが……。

　残りあと数人というところになって、ひとりの女がアマラの前に立ちふさがった。

　片手に赤ん坊を抱だいた女である。

　すでに完かん全ぜんな屍食鬼と化しており、そのこめかみには、モズマが脳髄を啜った穴がぽっかりと開いていた。

「……母さん」

　アマラは剣先を下ろした。

　巫女としての義ぎ務むを果たすために、生き延のびようと必死だった少女の決意が鈍にぶる。

「こんなことって」

　だが、母は牙を剝き出しにして自分の娘を威い嚇かくする。美しく、優しかった母が飢うえた目を向けて、娘の脳を啜ろうと舌した舐なめずりをしているのだ。

「ここはわしが……」

　ロヴァルが出ようとするのを、アマラは止めた。

「わたしの母さんなの……」

　アマラは泣き叫んで、すべてを投げだしたかった。

　無む理りもない。大好きだった父は目の前で死に、もうひとりの最愛の人、母は自分を殺そうと迫せまってきているのだ。

　だが、そうした感情をギリギリのところで抑えながら、少女は声を絞しぼりだした。

「わたしが……この苦しみから救ってあげる」

　かつて母親だった女屍食鬼は、長い尖とがった爪つめをアマラに向けた。

　腕の中の赤ん坊が、ワッと泣きだした。

「……ロヴァル、あの赤ちゃん？」

　ハインが眉まゆをひそめ、剣士に声をかける。

「ああ」

　ロヴァルはうなずく。

「まだ、モズマの手にはかかってはいなかったようだ。助けよう」

　しかし、二人が動くより早く、女はアマラに飛びかかった。

（母さん！）

　アマラはいったん身を沈しずめ、伸のび上がりながら剣を払はらい上げた。

　剣を初めて握にぎる十歳の子供とは思えない、正せい確かくな剣けん捌さばきだ。

（許して！）

　少女の剣は、母の左脇わき腹ばらから肩にかけてを断ち切り、抱かれていた赤ん坊が腕ごと飛んだ。

「おっと！」

　それをハインが受け止め、腕から赤ん坊をもぎ取って、腕を捨てる。

　女屍食鬼は残った腕だけで娘に襲いかかるが、その爪が喉を切り裂さく前にアマラの剣が心臓を貫いた。

「母さん！」

　分ぶ厚あつい心しん筋きんに剣が突き刺さる手て応ごたえを感じた瞬間、アマラは目を閉じて叫んだ。

　少女を産んだその肉体から、大量の血とともに命が抜けてゆく。

　母は痙けい攣れんし、そのままアマラの上にのしかかって動かなくなった。

「……無ぶ事じか？」

　母の亡なき骸がらをそっとどかし、ロヴァルは少女を抱き起こした。

　すでに残りの村人は、ハインが倒している。

　アマラはうなずき、無む表ひよう情じような蒼そう白はくの顔で母親の亡骸を見下ろした。

　必死に平へい静せいを装っているが、ロヴァルには少女が全身の筋肉を硬こう直ちよくさせ、小さく震ふるえているのが分かった。

「この赤ちゃん、あなたの？」

　ハインが抱いている赤ん坊を示して、アマラに尋ねた。

「……妹」

　アマラはそちらの方に目も遣やらずに答える。

「先月生まれたばかり」

「そうですか……」

　再び泣きだしそうになった赤ん坊を、ハインは揺すってあやした。

「さあ、ここは危険です。もう出ましょう」

　魔道士はアマラの方に手を差し出した。

　だが……。

　ハインの方に向かおうとしたアマラを、ロヴァルが引き止めた。

「どうしたんです？」

　ハインは老剣士に笑いかける。

「おぬしは……アマラをどうするつもりだ？」

　ロヴァルは静かに尋ねた。

「おぬしは巫女といっていたが、ただの巫女ではあるまい。ただ神託を伝えるだけの娘なら、どうしてモズマが襲う？」

「あなたには関係のないことです。ちょうど身み寄よりもなくなったことですし、私が引き取っても問題ないでしょう？」

　いつの間にか、二人は対たい峙じしていた。

　ハインの杖には徐じよ々じよに〝呪波〟が流れ込み、ロヴァルの手はグリードの柄つかにかかろうとしている。ついさっきまでの友が、一瞬後には不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵になりかねない状じよう況きようである。

「このアマラには、我々の巫女になってもらいます。月蝕の刻に、我々の目的のために働いてもらう巫女にね」

　ハインは初めてその思おも惑わくを剣士に告げた。

「これは必ひつ要ようなことなのですよ。エレネイの、いえ、世界のために」

「おぬしの道具にすることは許さん」

　ロヴァルは頭かぶりを振ふった。

「私の道具ではありません。神かみ々がみの道具ですよ。……我々すべてがね」

「受け入れられぬな、その考え」

「それはアマラが決めることじゃありませんか？」

　ハインは肩をすくめて見せた。

　もちろん、杖に〝呪波〟は送り続けている。

「……それもそうだな」

　いつでも間合いを詰められるように、やや膝ひざを曲げた姿し勢せいでロヴァルはうなずく。

「……アマラ、家族や知り合いを失ったばかりで済すまんが、決めておくれ。この男についてゆくか、わしとともに来るか？」

「…………」

　アマラは魔道士と老剣士を見み比くらべた。

「アマラ、あなたと私は同類です」

　ハインは告げた。

「あなたも私と同じく、使し命めいを負いながら、周りの人々に不幸をもたらす存在なのです。これ以上、自分のために不幸になる人間を作らぬためにも、私と一いつ緒しよに来るべきです」

「わたしが……不幸をもたらす？」

　アマラは衝しよう撃げきを受けた様よう子すだった。

「わたしのせいで、村のみんなが……父さんや母さんが死んだの？」

　ハインは無む言ごんでうなずいた。

「アマラ……」

　今度はロヴァルが言った。

「人間は、他の人間との関わり合いの中で生きてゆく存在だ。誰かを不幸にすることもあれば、同じだけ、誰かを幸福にできるのだ」

「…………不幸にすることもあれば……同じだけ……？」

　少女はロヴァルの言葉を繰くり返した。

（……お前はこれから、どれだけの人に幸福を分け与えてくれるのかな？）

　父と母の笑顔が、ふっとアマラの脳のう裏りをよぎる。

「…………」

　アマラはもう一度、ハインとロヴァルを交こう互ごに見上げた。

　そして……。

「わたし、あなたと行く」

　少女はロヴァルの手を取った。

　これを見たハインはため息をつく。

「残念ですが……、禍か根こんは残したくありませんのでね」

　ハインは練り続けていた〝呪波〟をアマラに向けて放った。

「……眩まばゆき雷いかずちが……疾しつ風ぷうのように奔ほとばしり……すべてを滅ほろぼす」

　電でん撃げきの矢が少女を襲った。

　すかさずロヴァルが割って入り、目にも留とまらぬ速そく度どで抜ばつ刀とうした。

　ギュンッ！

　抜き放たれたグリードが、電撃を受け止める。

　だが、抑よく制せいをかけていない、ハイン必殺の攻撃魔法である。

　銀の刃がブルブルと振動し、老剣士の身体が圧おされて次第に後こう退たいする。

　このままではアマラともども、電撃に焼き尽くされてしまう。

「……！」

　アマラは目を閉じて、ロヴァルの腰こしにしがみついた。

　その時……。

「吠ほえろ、氷ひよう竜りゆうーっ！」

　ロヴァルは渾こん身しんの力を腕に込め、グリードを振り切った。

　バーンッ！

　白い冷気が吹雪ふぶきのように、洞窟の中に吹き荒れた。

　電撃の矢は打ち返され、ハインめがけて真っすぐに飛ぶ。

「さすが！」

　ハインはニヤリとして、新たな〝呪波〟を練った。

「……我が姿は……霧きりと化し……風に溶とけ込む」

　電撃がぶつかる寸すん前ぜん、魔道士の姿は抱きかかえた赤ん坊とともに消え失せた。

「しまった！」

　ロヴァルは赤ん坊のことを失しつ念ねんしていた。

　今、アマラの妹は、ハインとともに彼の前から姿を消してしまった。

「その赤あか子ごをどうするつもりだ!?」

　ロヴァルは虚こ空くうに向かって怒鳴った。

「……この娘も、アマラと同じ血を持っています。巫女になれる可能性があるでしょう」

　どこからともなく、ハインの声が答える。

「とりあえず、どこかの裏うら町まちにでも投げ出しましょうか？　年とし老おいた娼しよう婦ふにでも拾ひろわれるように」

「……何だと？」

　老剣士は愕がく然ぜんとした表情になる。

「それで生き延のびることができれば、この赤ん坊にも巫女たる資し格かくがあることになるでしょう。一時代に巫女が二人……面おも白しろいことになりますよ」

　ハインはクスクスと笑った。

「さあ、お姉さんにお別れを告げなさい」

　赤ん坊の笑い声が、洞窟に響ひびき渡った。

「……この二か月、あなたと旅して楽しかったですよ、ロヴァル。もう二度と会うことはないでしょうがね」

　無む垢くな笑い声は次第に小さくなり、消えていった。

　同時に、ハインの気け配はいも消えた。

「……すまん、アマラ」

　老剣士は少女を見て言った。

「お前さんの妹を奪うばわれてしまった」

「いつか……また会えるわ」

　アマラは水晶球を取り出して、その中心の光を見つめた。

「〝一の神〟さまも、教えてくれている」

「……そうだな」

　ロヴァルは少女を抱き上げる。

「さて、もうここを離はなれよう。残念だが、ここにある亡骸をすべて葬ほうむることはできない」

「そうね」

　アマラは、自分が眠りへと導みちびいた母親の遺い体たいから目をそらした。

「これからどこに行くの？」

「わしは放ほう浪ろうの身ゆえ、お前さんをこの先ずっと連れ歩く訳わけにはいかぬな」

　剣士は鬚ひげをしごいた。

「……ゼノアの街に知り合いの若夫婦がいる。気持ちのいい連れん中ちゆうだ。しばらく、そこで世話になるといい」

「あなたがそう言うのなら、そうする」

　アマラは疲れたのか、そのままロヴァルの腕の中で眠り込んだ。

　その夜、アマラは夢を見た。

　父と母と、それから大きくなった妹と、四人で仲良く語らう夢だった。
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　　　　＊　＊　＊




　ロヴァルの知人夫婦に預あずけられたアマラだったが、幸福な生活も束つかの間だった。

　夫婦が疫えき病びようで早そう逝せいしたのだ。

　老剣士の消しよう息そくを知らなかったアマラはその後、傭よう兵へいまがいの生活に身を投とうじ、ひとりで世せ間けんを渡っていった。

　水晶球だけを友として。

　シャインデルや『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』の面めん々めんと出会ったのは、そんな最さ中なかのことだったのだ。




　ロヴァルはその後、ヤーバシアを訪おとずれ、そこで生しよう涯がいただひとりの弟で子しとなるフレオリックと出会った。

　彼はアマラのもとを再さい訪ほうする機き会かいもなく、ヤーバシアでその生しよう涯がいを閉とじた。




　ハインは十数年後、突とつ然ぜん、二人の仲間ダイモニオンとオリヴィエとともにミシュハバードの街まちを襲しゆう撃げきし、一いち夜やのうちに支し配はい下かにおいた。

　そして、彼の傍かたわらにはあの赤ん坊だったアマラの妹、裏うら巫み女ことなったアマリエの美しく成長した姿すがたがあった。




　こうして、〝月蝕〟の巫女と裏巫女の運命の輪わは、回り始めたのだった。







　最後のあとがき







　とうとうここまでやってきました。

　というか、作者としてはようやくここに戻もどってきたか、ていう感じです。

　なぜなら……。




　実は、この『月げつ蝕しよく紀き列れつ伝でん』、最終巻であるこのエピソードから書き始めたものなんです。

　当とう初しよのタイトルは『ペイル・ライダーズ』。

　物語の大おお枠わくは変わっていないものの、主人公はサイベルを除のぞいた三人。

　アマラや『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』は登とう場じようせず、ボリュームも今の半分くらいでした。（ちなみに、アマラというキャラクターは、笠かさ原はら弘ひろ子こさんのアルバム中のある曲のイメージから生まれたもの。アマリエや三神しん官かんも、今とは名前が違ちがっていた）

　それが、

「せっかく、これだけキャラクター作ったんだからシリーズ化しようか？」

　という一言で、今の『月蝕紀列伝』になった訳わけです。




　でも、本当に終わりとなると、たいして言うことがないんですよ。

　作品の中で、すべては言い尽つくしてるつもりだから。

　言うことが残ってるとすれば、それは感かん謝しやの言葉。

　まずは初代担たん当とうのＭさん、二代目Ｙさん、そして現げん在ざいの美人担当のＳさんへの感謝。

　Ｍさん、本当にいつも貴き重ちような意見をありがとうございます。あれから何か、ゲーム、クリアしました？

　Ｙさん、お元気ですか？　新あらたなる職しよく場ばでがんばっていらっしゃるようで、安心しました。

　Ｓさん、今でも迷めい惑わくかけてます、すいません。

　次にイラストの沢さわ田だ一はじめ先生、井いの上うえ純じゆん弌いち先生への感謝。

　沢田先生、お忙いそがしい中、『黄金の鹿しかの闘とう騎き士し』から『暗あん殺さつ者しやフレオリック』まで付き合ってくださり、どうもありがとうございました。

　井上先生、途と中ちゆうからの難むずかしい仕事でしたけど、無む理りして引き受けてもらって本当にありがとうございました。武器や登場人物の容よう姿しに関するたびたびの鋭するどい突つっ込み、いい思い出です。また今度、機き会かいがあったら一いつ緒しよにやりたいですね。

　そして、ここまで付き合ってくれたたくさんの読者の皆みなさんへの感謝。

　本当に、みなさんがいなければここまでやってこられませんでした。

　みなさんがいて、編集の方々がいて、イラストレーターの先生がいて、他にもいろいろな関係者の方がいて、最後にいるのが作者。

『月蝕紀列伝』は、たくさんの人たちの気持ちがこもっている作品です。

　作者にとっては、この文庫本の一冊一冊が、とても重い、大たい切せつなものでした。

　願わくば、皆みなさんも同じ気持ちであられることを。




　……と、湿しめっぽい話はこのへんにして。




『月蝕紀列伝』は一いち応おうこれで終わりだけど、これからもみんなに面おも白しろいって思ってもらえる作品をどんどん書いていくつもりなので、よろしく！

『西せい妖よう見けん聞ぶん録ろく』もまだ続く（二月の増ぞう刊かん号ごうに会かい心しんの最新作が載のってるので、見てね）し、『めいわく警けい備び隊たい』の長編シリーズ化も深く静かに進行中。

　さらに新シリーズの構こう想そうも……。

　そんなわけで、そう遠くないうちにまたお目にかかれることを楽しみにしているから、どうか忘れないでね！




　それじゃあ、また！
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